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十

ニ
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目
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型l吟か葉言の者着 し法古文

典豪 然
上
人
を
る
こ
と
〕

て
最
大
の
常
識
で
あ
る
!

川
-
=
=
民
似
品
川
阪
の
航
船
は
仲
ん
と
一
町
っ

て
も
「
抑
制
船
w
w
m
」
で
あ
る
。
「
似
修

w
m
m
」
M
mち
「
悦
術
品

川

=
ι

e
f
6
T
9
・h

u
p

ふ
し

再
E

ん
の
'
'
C

ふ
L

A

て
ん
の
a，

C

で
ラ
て
ん
の
ラ

C

いT

E
品
川
ん

る
を

f

A
か

え
い
し
ん

川
火
作
山川紛
附
」
は伏
見
天
皇
、
後
伏
見
天
皇
、
後
二
催
天
日

の
三
帝
が
法然
の
遺
徳
を
深
く
叡
信
な
芯

じ

5
4

」V
H
a
，

て

争
草
加

E

再
宮
町
ふ

叫
ん
で
ん

e

h-
e

州
れ
〈
む
た
が
、
そ
の
時
分
は
異
教
の
手
あ
ひ
がm
v
u起
っ
て
妄
6

に
法
然
の
停
抱
を
作
る

民
主
っ
た
の

ぜ
」v

'

ふ
か

a7
札

て
ん
L

再
号

ろ

な
串

H
q
f

的

C

ふ
し

h

♀
'
'S
A
U

ち
き

川

で
、

忘
統
の
混
く
乙
れ
を.

長
以
、

天
子
に
も

御
心
を
悩
ま
せ
ら
れ
た
結
果

、

後
伏
見
上
弘
の
勅
比
よ

b

・:
r
'
F

E
〈
b
t

旨
ん
し
ゅ・2
Z
，
加
し
脅

ん
だ
t

a

省
ん

%
2

8
〈

ず

し
ん
￡
a
，

t

町
ろ
f

bτ
S

・J

・

芝

州
航
出
功
術
院
の舜
昌
一
政
仰
が
近
代
社
撲
の
菜
作
を
拾
τ
、

信
用
す
べ
き
ん
町鍛
を
と
っ

℃

牧
め
、
(中
略
)

し
、

e
f

昔
、
ー
を

ι

え
ラ

dv
f

州
十
凶
がわ
を
総
てと
の
mwを
了

へ
た
も
の
で
あ
る
。

(中
略
)そ
れ
等
を
要
理附
し
て
と
の
雅
文
の
典籍
を

比

げ
ん
だ
い
じ
ん

k
h
v

し
ん
叶
っ

し
ん

・
・

:

州
戦
制
的ηw
k背
ま
し
む
る
と
と
は
現
代
人
比
一
到
する
一
つ
の
剥
切
で
あ
る
と
れ
川じ
て
、

税
てと
れ
を
か

H
t

ら
L
B

n，
f

省
ん
-
a
q

q
b

ゆ
る

-
訓
し
て
京
特
を
作った
借
越
の
搾
を
許
遣
れ
た
い
。設

中

里

介

のの

通手

俗に

化友 山

著!る

t
 
l
 
l
 

』

1
 
1
 
1
 
1
 
t
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 

主正

所
で.. 

れ

は

日

本
人 山

と

法
然
ト
人
鏡
仰
曾

芝
恒

芝
公
刷
十
五

鋭
地

振
替
東
京
八
二
一
八
七

定 夫 九

Jノ

版

u
uv

、
., 

凶
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十
へ
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昇
暗

著

毘
倒
的

制
六
刊
一
読
め
m

B
R
行

一
。
創
抑
制
昨創

世
界
の

怪
奇
・

苦
悶
ロ
シ
アの

'
Z
E
L
h
'
t
J

，
巴
'
J
日
間J

倍
加
回
起
似m
H釦
庁
丞
ロ

現
今
@
複
雑
な
る

ソ

聯
の

性
格
は
、

そ
の

建

国
ロ
マ
ノ
フ
王
朝

以
来
の

矛
盾
相
魁
て

二
元
的
民
族
心
理
念

知
ら

守
し
て
は
不
可
解

自
決
鹿
鳴
1

文
明
史
上
山
崎
形
見
ハ
十
八
項
〉
2

ロ

守
J
7

正
初
波
留
附内
怠
凶
ハ十
七
帽3

3

ロ

V
ア
劉

民
性
の
解
剖ハ
十
五
項
V
4

民
俗
風
"
の
特
拠
品開
ハ
十

=
一項
)
5

t串命
前
終
的
ハ
五羽
V

6
a
渡
期
め
Y
ゲ

Z
1
ト

批
曾
利
ハ十
内
帽3

7

別
院m
唱
λ
P
F

新
民

最
ハ十
酬明〉
8

・

a
年
計
劉
下
の
批
合
情
勢
ハ
七
羽}
g

h相
鮎H
mm
mを
鈍
っ
て
ハ
七
項
〉
m
N恐
怖
政
知
山
由
侠.山

ハ八
羽
』
刊
h
凪
背
中命陰
静
物
館
ハ
九割
〉
問
団
川
剛
山
内
y

回
相場k
m
a
u
λ
曽F
I
'

Y
と

ト
ロ

グ
キ

4
1
、

九
項

後
藤
朝
太
郎
著
民
￡
翠

銭
(開
示
付)

目
次
1

内
鳳
W
の
飢
ハ
十

項
V
2
山
ホ
依
然
情
景

ハ
丸
現V
3文
鄭
積
物
H
M

O

ハ四
帽3
4

M唱
。
風
景

円
五
項
〉
5

東
郷
民
的

ハ
大
帽
明V6
船
出
似の
阿
片

櫨
鳴門十
二
攻
)7
パ
イ

プ

の
園間ハ
一
-一項
V8
H嗣
と

且M

植
岡ハ
五羽
一}
9

珍
品
古
舘

ハ
三
項
〉
m
w古
川人
祭
賞
〈問

項
〉
刊
措
置
奇行
関
ハ4
A浅
V

MM
析
し
い
女
ハ
五項
〉均
男

女
の
文
学ハ
八項
〉

芝
山
大

京
谷
r
­

市
東

串
原

芝
山
叫・

ー

1

・

船
レ
出

地
図

七
七

E
H同

支
那
十
香

社

史
の
表
裏

を
説
《
!

エ
ロ
と

テ
ロ
o

交
錯
ぜ
る
支
郊
興
亡
五
千
年
史
、
支

那
に
と
っ
て
は

纂
傘
・

掠
奪
・
残
虐
性
は

日
常
心

茶
飯
事

に
て
、

そ
り
ぶ楽
性
と
を

併
せ
て
知
ら
ざ
れ
ば
、

支
那
b
z尽
に

解
r

本
は
出
米
ぬ
。
本
舎
は

支
加
の
サ
イ
ク
ロ
ヘ
デ
ア
で
あ
る

ζ

的

著
者
に
し
て

始
め
て

語
。

得

ろ

現
代
支
郊
の
真
相
。

t
L藻
・

徹
底
・
狼
奇
と
、

支
部
内
偲
臭
、

芥
々
ム
し
て

識
者
全

魅
了
す
るO

室
伏
高
信
著
間
六
創
刊
一
一
丸O頁

側
一
周
品開
鎗
怨
十
二
組輔
、
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・
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円
一
o
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一
兵
士
と

お
窃
さ
ん

(務
調)
・

大
木
三
太
郎
こ
o
v

一
陣
頭
の
念
併
回
向

(阪
か
監
一
)

・

白
篠
政
光

【
一
ご

一
突
撃
説
法

(齢
禁
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佐
藤
賢
順

こ
こ

随
筆
初

冬
静
脊

吉
田
絃

二
郎
〈
-
6v
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の
感
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し
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光
大
師
福
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仰
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・
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:
u
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弾話 か

中 j

成
道

念
倒
洪
水
異

零
夜
の
尼

(
印
私
)

谷

多
賀
上
人
の

出
家
(設
)

古
木
鍛
太
郎

2
c

救
ひ
の
あ
る

人
生
前
一一拍
)
吉

田
一初
太
郎

ハ
ご

煩

と

何

a陥

曾 一
間爆のほ

梅

想仰

野深中

lIt:切

俳歌

m
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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-
-
-
-
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-
-
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-
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-
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耳
動
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ハ
空
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戦
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と
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中

村

銀
仰
運
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編
輯
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こ
れ
ぞ
光
明
!
時
代
の
悩
み
を
一
身
に
背
負
ひ
、
精

魂
を
つ
か
ら
し
め
て
、
求
め
に
求
め
た
主
人
が
求
道
生

活
の
跡
!

政
ぽ
日
本
人
が
鈍
っ
て
求
め

て
ゐ
る
も
の
は
砲
院
の
生
活
に
蹴

V
と
摂
を
援
っ
た
践
し
い
俄

mm

で
あ
る
。
そ
れ
が
と
与
に
あ
る.

宗
訟
を
戦
厳
か
ら
解
放
し
て
正
し
く
応
拡
げ
上
に
熊
ら
し
た

ひ
包
・
を

L
a
z
u
F
9

て
い

豆
大
無
双
な
る
遣、
我
ら
が
鼠
師
法
然上
人
の
辿
り
給
ひ
し
信
仰
の
道
誌
と
そ
、

現
代
人
の
求

u
p
a
v
--

め
て
や
ま

ぬ
信
仰
と
最
も
良
く
合
致
す
る
も
の
で
あ
る・

と
の
山
怖
に
は
、
上
人
が

常的
人
と
共
に
僻
み
求
め
ら
れ
た
ね
鋭
、
信
仰
の
御
生
活
を
紛
と
し

、

そ

れ
を
廻
る
時
代
の
種k
相
を
描
い
て
、何
人
に
eb山
駒
山
怖
の
行
く
や
う
鮮
側

，

K
釈
に
俊
か
れ
て
あ

る
.
 

• ‘ 
積
ん
で
何
ら

れ
よ
E

-
岡
，E

し

い
信
仰
をI

. 

「
a
t
'
'
e
s
-
-
e
e
g

『

a
t
a

a

S
E

a

t
s
e
t
s
e

-
z

一

望
書
室

長
一
綱
主
義
ll
主
の
震

、
露
の彼
方
ヘ
、
ま
寺
で
@
生
活

、
日

←
一

浴
の
滋
す
が
ら
。
ニ
第
一
一嗣
聞
の
求
遺
生
活1
1

忽
山
の
刷
出
車
生
活
、
功
徳
院
の
'
間
生
活
。
}
-
一
修
三
期
一

一目

一
の
室
生
活
|

願
望
号
語

、
叡
主
人
と
の

着

。
図
書
期
の
室
生
活

!
2
5

一

一
一
の
銭

。

rA第
五
期
の
決
議
ル
弘
前
i
l

百
円
び償
寄
生
活
へ
。
一

一
一

修
三
信
仰
生
活
一
入
信
時
代
の
級
生
活l
l

強
い
自
己
反
省

、

薦
人
を
包
む
人
間
反
省
、
問
時
期
の級

一

一
一
底

。
一
一問
山
部
時
代の
金
品
川
山
を
下
っ
て
京
の
町
へ
。
一
一
一
専
修
念
品聞
の
生
活l
l

信
仰
を
浪
人
の
胸

一

一
:

一
へ
、
織
っ
て
来
る
あ
ら
ゆ
る
m
級
、
偉
大
な
る
人絡
の
力
、
火
原
勝
林
院
の
信
仰
問
答
、
会
像
敏
の

d
伸
一

一
扶
一
毘
餓
。

同
一也
容
何
事
の
生
活
|
l
=
平
年
一
銀
が
付
か
な
かっ
た
恨
み
、
H
H一
値化
し
て
来
た
拍
車
費
総
子
一

一
一
の

"
を
負
ふ
て
、
従
縁
を
制
線
とH
Aる
、
死
生
を
絹
へ
た
信
仰
の
力
、
配
毎
回
か
ら
持
ぴ
京
へ
、
死
後

重

一
• 

「
ー
で償
け
ら
れ
た
約
書
、
震

の
塁

。

喜
夫
主

o 後
・
行所曾仰鏡人上然法o 
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. 
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ョ.

、.

の

時
代
と

悌ご
教:

• 

-醐.

峨
貯
は
則
的
る

、
と
は
山
町
ひ
蹴
れ
た

担
問
の
が
腿
で
は
な
く
て

、
併で
は
掛
川

と
部
川
町
め
焼
却
に
、
批
瓶
に
、

m
w
Mに、
滋
っ
て
く
る
蹴
酷
で
あ
る
。
峨
貯

を
税
慨
縦
に
榔
め
て
は
ゐ
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
部
.
引
は
そ
れ
を
封
配
属
に
偲

献
し
て
ゐ
る
の
だ
、
と
い
ふ
部
践
し
た
殿
じ
を
、
こ
れ
般
に
は
っ
き
り
か
っ

た
こ
と
は、

併
の
伽
燃
の
店
に
は
部
て
な
か
っ
た

恥
』
とで
あ
ら
う
。

散
て
グ
ィ1y
鰍
燃
は
、
鵬
貯
は
税
る
と
い
ふ
こ
の
邸
側
を
掠
燃
の
対
を

ゆ
っ
て
献
血
Uの
燃艇
に
川
町
か
う
と
し
た
が

、
十
九
州
叫
静
か
ら
開
制
対
附
へ
か

け
℃
の
伽
殿
貯
は
、
総
出
川
こ
の
や
仲
仰
向
た
ほ
恥
即
断

m
m府
の
蜘
船
に
叫
闘
っ
た
。

臨
郎
総
概
搬
は

m
r
M
m
に
も
減
、
そ
れ
と
閉
じ
慨
を
静
ん
で
、
そ
の
邸
側
を
即
断

し
よ
う
と
似
て
た
が
、
鶴
川
た
る
捕
れ
肱
は

お
郎から
削
怖
を
m
wっ
て
蹴
る
も
の
を

, 

佐

藤

賢

11原

m
wし
協
し
臨
め
た
。
そ
の
『
島
町
山
川
」
の
た
宮
村
に
、
都
，
引
は
併

m
mんで
ゐ

る
.
隣
県
の
か
く
の
縦
き
必
燃
を
封
配
属
に
鯨
腕
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と

は
、
必
附
の
搬
ふ
側
併
と
も
争
へ
ょ
う
。

7
-
7
yス
税
制M
W械の
齢
制
拙
船

雌
・
体
山
叫
叫
品
検
山
附

・
山
町
認
識
斡
師

・
殿
劫
説
教
師
な
m
V州
山
中
鰍
酢
を
蛸
航

し

た
時
齢
、
対
酪
h
r仰
のm
m附
鮮
の
叫
に
前
て
ら
れ
て
き
た
織
に

と
っ
て
は
、

こ
れ
は
鵡
に
対
き
く
ヵ
ー
プ
を
砂
っ
て
蹴
艶
す
る
即
仰
と
蹴
ぜ
ら

れ
る
に
櫛

静
な
い
。
僻
り
に
や
こ
の
艇
や
か

し
い
島
町

一慨
を、「
軌
跡
臥
毅
解
艇
の
ゆ
付

』

と
で
も
酔
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
・

「
徹
底h
r
m
m

艇
のm
r
m
」
の
恨
搬
を
こ
与
に
鰍
併
に
蹴
っ
て

m
mす
る
こ

主
的
傾
で
は
な
い
か
ら
、
椴
鰍
寄
附
す
る
が
、
働
時
に
酌
べ
る
こ
と

ι
秘

慨
し
て
脱
鵬
と
抑
制
へ
ら
れ
る
酔
弗
た
け
は
砂
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
.

十

八
惚
静
か
ら
つ
い
服
況
に
諮
る
ま
で
の
融
剣
山

一職
、
阪
府
側
は

、

紙
慨
に
仰
け

る
昨
刈
の
酢
般
に
獄

く
骨
収
劫
斡
を
総
統
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
蜘
撒
の
酔



乙ー一ー

酔
め
、
邸
仰
の
m
m駅傾
鰍
献
の
肘
服
部
と
附
惜
し
、
こ
れ
と
臨
く
宇
を
盛
り
伊

っ
て
猷
ん
で
き
た
.
件
ば
持
品
傾
山
側
邸
前
慨
は
齢
山
川
を
続
減
し
齢
山
川
を
牒
仰
向
し

そ
の
酢
鵬
を
踏
め
、
恥
附
山
川
の
酢
蹴
な
る
館
山
判
を
税
し
、
体
同
仙
の
郡
山
風
と
臨
和

と
を
釈
酪
ヤ
る
か
ら
、
そ
こ
に
脱
出
す
る
も
の
は
酢
郎
総
斡
の
臨
ん
な
部
材

叫
般
紙
な
倣
俄
で
あ
り
、
政
論
説
按
山
川
な
峨
艇
で
あ
る
.
叫
川
船
は
儲
賊
跡
ほ

の
m
w畿
と
執
献
を
伊
都
し
開
戦
す
る
た
め
の

ω制
服
に
鞍
き
な
い
こ
と
に
な

る
。
ル
ソ
1
の
融
齢
掠
燃
鵠
な
ど
は
そ
の
酔
識
を
偲
黙
し
て
ゐ
る
。
偽
し
そ

の
融
併
の
村
に
M
m協
す
る
体
刈
は
、
現
に

川
町
舗
を
叫
…

窃
ん
で
蹴
却
し
搬
出
判
す

る
。
こ
の
側
応
対
防
融
齢
の
蹴
じ
憾
の
間
島
蹴
飯
山
町
な
務
臨
と
し
て
、
融
餅
殿

封
.
M

.

拾
の
倣
齢
、
廠
艇
が
織
れ
、
践
に
恐
そ
の
滋
僚
と
し
て
撚
厳
封
斡
の
献

血r競
艇
が
級
れ
た
の
で
あ
る
が
、
併
は

M
Mて
そ
れ
に
砕
い
て
は
館
副
必
ず
る
.

と
こ
ろ
で
こ
L
に
協
和
する
に
慨
す
る
ゆ
聞
は

、

恥
附
山
叫
劫
艇
に
邸
く
臨

m
h
r

彫
か
、
件
ほ
動
指
と

m
mじ
〈
十
八
…
慨
和
の
フ
ラ

y

ス
を
減
般
と
し
、
十
九
慨

紗
の
ド
イ
ツ
に
蹴
敵
し
た
獄
仰
の
邸
内
駒
山
町
鰍
枇
と
櫨
め
て
微
減
な
船
敏
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
滋
肘
川
の
山
内

m
mが
加
配
し
た
噺
織
は

b
rutの
る
で
あ
ら
う
が、

思
て
を
や
蹴
俗
L
揃
鍬
似
し
て
路
傍
郎
町
山
町
に

市略
ゆ
り
必
限
の
問
仲
間
雌
な
構
さ

か
ら
時
を
そ
む
け
て
〉
特崎
雌
に
島
る
仰
向
の

b放
を
蹴へ
た
艇
は
、
出
切
鰐
榔

特
ば
す
る
腕
斡
な
総
牒
で
あ
る
。
勝
間
静
の
メ
ス
に
か

L
つ
て
は
鴇
織
も
静

鴨
川
主
勲
奴も
酷
締
も
附
じ
}
嵐
山
り
「
仰
向
」
で
あ
る
鰐
で
あ

り
、
か
く
駒

山
跡
ふ
こ
と
に
邸
内
肢
の
材
紙
の
仙
併
が
あ
る
。
}
窃
で
岱
へ
ば
桃
山
取
が
滋
慨
に

。時ft 

. 
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憶
し
た
波山町
は
.
「慨
艇
の
蜘
勝
」
で
、
的
る
。
低
限
の
骨
川
鉢
訟
に
縫
一
く
瞭
艇

が
、
骨
必
の
釦
齢
、
縦

m
wをm
mす
る
と
い
ふ
の
は
、
-
m胤
す
る
と
こ
ろ
こ

の
郎
町
駅
雌
鰍
鰍
と
炉
脱
し
て
、
仲
ほ
の
伊
舶
を
続
部

γ
る
が
縦
く
貯
え
る
け

れ
ど
も
、
制
均
し
て
き
う
で
は
な
〈
、
そ
れ
が
加
臨
め
る
も
の
は
併
眠
師
な
範
慨

傾
向
山
協
の
酢
齢
や
蹴
酢
雌
部
前
の
繊

m
wで
あ
っ
て
、
特
崎
山
町
に
山
慨
を
除
る

ー
ザ
7
ラ
y

長
銀
総
の
饗
妙
で
あ
る
惑
と
い
ふ
こ
と
に
仰

な
ら
ず
、
仙
川
蹴
の
隊
蹴
山
崎
な
蜘

w
m
M
に
ま
で
勝
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

総m
mは
和
総
…
ω時
仙
川
縦
一
悦
郎
路
一
冊
酔
悦
で
あ
る
か
ら
、
抑
制
縦
に
郎
防

ぷm
e了
の
る
。
山
内
町
駅
に
断
獄
は
な
い
と
は
ご
繊
の
傍
詐
と
さ
れ
た
か
の
離
か

あ
る
。
か
く
の
続
き
山
町
駅
と
醗
く
宇
を
掠
り
勾
回
っ
た
骨
ほ
劫
般
向
厳
酔
競
艇

の
総
縦
で
あ
る
娘
蹴
劫
斡
が

、
配，
膨
b

山
町
都
を
勝
っ
て

、
他
府
を
プ
ル
ジ

g

ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
アー
ト
と
の
こ
つ
に
か
け
て
、
こ
の
駅
到
抑
制
を

h
v

r
し
た
の
も
、
比
九
聞
の
鰍
鰍
阪
な
骨
品
町
を
艇
伽
閉
し
て
鴨
悌
縦
を
艇
服
と
し
た

の
丸
い
づ
れ
も
m
m燃
と
小
へ
ょ
う
。
ざ
れ
ば
こ
そ
、

し
て
ヒ
ュ
1
2

ズ
ム
部
隊
か
、

-
』
れ
に
あ
き
た
ら
ず

フ
ラ
y
ス
・
コ
シ
ム
ユ
ニ
ス
ト
の
鴎
に
鍵

っ
た
の
で
あ
る
。

燃
し
か
う
し
た
服
て
の
時

み
が
似
し
も
蹴
嚇
し
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な

く
、
測
し
て
刈
慨
を
斡
印
刷
に

し
な
か
っ
た
こ
と
を
酪
貯
が
蛾
か
に
し
た
。
戦

に
和
紘
他
的
問

・
m
m舵
俗
的
附
・
僚
蹴
縦
な
、
h
w跳
の
み
の
思
僚
が
眠

ら
し
た
艦

艇
臨
時
か
、
b
w肱
働側
な
艇
仇
ー
と
い
ふ
餅
艇
の
殴
に
は
常
ら
な
い
鰍
猷
で
あ
る
こ
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と
を
、
部
川
町
は
政
的
に

m
wっ
た
の
-
で
あ
る
ペ
そ
の
縦

か
な
鰍
附
を
散
る
こ
と

も
線
、
議
鰐
跡
の
熊
で
は
な
い

J
窓
似
な
即
断
に
配
し
て
、
印刷
砂川叫

な
鰍
鰍
を
、

・
伸
配
〕
の
鴨脚
な
治
め
る
織
の
似
町
山
川
な
鉱

m
mなど
を
部
む
の
で

は
な
く
て
ぬ
に
川
町
の
附
鋭

b
z側
、
お
炉
き
協
和
を

、
鶴間
柄
でなく
て
臨
附

仲
川
護
綴
縦
断
艇
で
は
な
く
て
謀
議
稼
援
す
l

こ
れ
が

毅
厳
弘
前
除
憾
の

m
w劉
で
あ
る
。
そ
れ
は
阪
弘
前

U
Jロか
れ唱
が附
とか
跡
餅
ピ
リ

パo
v
m
り
附
と
か
い
ふ
加
鉱
悩
さ
れ
た
-
舵
詣
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
皆
川

が
瞭
・
鮮
は

、

昨
m
u
m
り
ひ
か
隙
艇
は
、
と

い
ふ
鰍
勧
械
な
如
臨
縦
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
「
脚
と
叔
の
ぷ
に
」

i
l
こ
の
域
慌
を
版
仰
と

し
て
、
と
い
ふ
際

対
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
ば
か
り
で
は
な
く
、
侃
く
航
ゆ
怖
の
断
府
船
の

h
r

w
を
な
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

ζ ーーー。書事代と働ー一 敬

ー
ー

• 

備
抑
制
は
監
販
機

V
な
い
ゆ
憾
の
ぷ
に
、

砥
く撚
ん
山
町
て
、
臨
貯
を
晶
町
、
え
た

一作
澱
の
館
山
川
を
か
ざ

し
て
、

郎
総
の
鎚
く
べ
き
ポ
械
を
品

川
し
て
き
た
般
併
の

僻
騰
を
か
つ
て
ゐ
る
。

脳
陣、
臨
山
町
憾
な
印
刷
な
ゆ
械
で

、
臓
は
抑
即
日
献
し
臓

は
酌艇
に
郡蛸
し
臓
は
鈴
闘
し
な
ど

し
て
、
併
にも
献
川
叫
が
知
は
れ
踏
淑
は

能
へ
る
か
と
さ
へ
ω
v
w
m

せ
ら
れ
た
こ
と
は
崎
川

あ

っ
た
で
あ
ら
え
馳
し
そ

の
蹄
館
に
叫
山
崎
っ
て
、
や
が
て
滋
除
慨
を

m
m叡し
た
と
と
は
、
似
抑
制
の
臨
野

が
峨
よ
り
も
附
慨
に
撚
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
慨
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

M
m

艇
の戒
処
雌
な
も
の
は

、

脇
島
の
ぷ
に
聡
れ
は
す
る
が
枇
し

峨
巾r
b
z
酔
え
た

U
F臓
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
々
こ
れ
に
砕
い
て
は
椛
跡
七
府
側
に
齢

べ

て
お
い
た
J

そ
れ
は
き
て
す
、
醸
の
擦
に
敵
し
て
僻
都
品
仰
な
る
訟
を
雑

ず
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
抑
制
は
こ
れ
を
郎
防
部
の
郎
関
雌
和
助
と
働
問
雌
世
般
と

に
炉
け
て
、
二
つ
の
地
時
か
ら

そ
れ
が
癒
す
べ
き
俄
酌を
税へ
て
み
た
い
もι

戯
ふ
・

• 

一ー
一

. 

備
抑
制
は
麟
総
帥
世
蜘

m
m
、

二
千
五
一自
制
の
鳴
を
抗
ん
で
附
断
か
ら
出

r
m
w
鵬

鰍
を
舵
加
し
て
き
た
が
、
前
材
に
傑
へ
ら
れ
て
か
ら
の
僻
秘
は
、
そ
の
艶
隣

ゆ
や
傾
識
の
府
の
郎
防
抑

制もと
は
鍾
く
儲
搬
を
裁
に
し
て
ゐ
る
。
間
持
術
総
の
叫
開

館
は
、
邸
内
県
都
〉
や
駒
山

Wヘ
脱
獄
踏
臨
〉
を
村
品
協
と
し
て
鱗
蹴
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、

知一艇
雌
な
必
を
村
一
件
と
し
て
総
服
さ
れ
た
腕
に
あ
る
・
そ
の

「
店
」
が
ゆ
慨
を
併
縦
し
よ
う
と
す
る
鍬

m
M
m
雌
蹴
か
ら
即
除
榔
附
酬
の
〈

m
r

M
mと
対
鰍
の
貯
け
勝
り
放
と

に
鵬
ず
る
〉
劇
部
を
間
協
し

砂
併
す
る
鴫
に
蹴

却
し
た
制
的
蹴
倒
抑
制

、

偽
船
艇w
mで
あ
る
艶
に
あ
る
。
制
酌
似
抑
制
は
、
制
山
〕

般
を
、
臨
ち
m
m鵬
雌
な
る僻
抑
制
の
対
肌
町
}
般
を
躍
り
断
つ
俄
ず
る
の
で

は
な • 

• 
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く
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
除
勝
に
掛
糊
し
て
、
こ
れ
を
鰍
鵠
し
献
し

J
』
れ
を
除
隊

悦
ず
る
の
で
あ
る
。
地
『
翫
雌

・m
m鍬
雌
に
僻
抑
制
ど
い
パ

JV
Nり
を
散
る
な
ら
ば

、

そ
れ
は
脇
町
際
雌
と
も

白山
岡
へ
ょ
う
。
総
し
さ
や
う
な
備
制
仰
が
間
殺

で
は
悌
て
}

除
も
即
時
僻
き
し
た
臥
川
凡
な
い
。
関
税
殴
燃
は
低
減
に
こ
ル
ル
孔
隙
椛
似
し
て
、

m
r船
棚
蹴
の
艇
と
し

て
い
っ
た
。
円
慨
潟
紳
助
齢
、

織
・
刊
泌
が
融
制
す
る
や

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
の
間
対
俗
は
齢

M心
臓
穀
に
な
っ
-
b。
枇
もそれ
は

鞭
馳
俗
さ
れ
政
低
俗
さ
れ
る
だ
け
に
政
る
の
で
は
危
く
て

、

一
舵
の
識
郡
山
崎

湾
持
を
料
品
協
と
い
て
、
こ
の
川
川
町
慨
も
乞
臨
し
て
、
和
船
阪
な
る
備
制
}
般
に
勝

れ
て
停
っ
た
・
議
特
で
あ
っ
た
、
ナ
チ
ス

・
ド
イ
ツ
の
袋
駅
繁
エ

ド
9

ア
ル
ト
・
シ
a
プ
ラ
Y
ガ

I
m邸
か
、
除
阪
に
慨
し
て
の
料

m
m鰍
総
で

前
材
対
似
を
散
り
つ
‘
?
た
ま
た
ま
備
抑
制
に
叡
路
し
て
、
「
前
が
併
抑
制
は
鈍
く
の

識
除
に
倣
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
椴
備
の
蛍
砂
か
ら
瞥
跡
崎
な
る
も
の
に

脚
れ
て
ゐ
る
。
時
将
殿
般
は
慨
に
和
忠
勝
な
殿
艇
で
あ
る
』
と

ι加
除
す
る
腕

釧
い
艶
耕
を
ゆ
ら
し
て

ゐ
た
が
、
そ
れ
は
獣
川
に
と
っ
て
は
駒
ろ
悦
燃
の
こ

と
に
蹴
へ
る
。
こ
の
械
駄
を
叫
馴
し
て
秒
翫
を
除
る
、
織
し
開
閉
胤
は
山
間
叫
別
で
あ

っ
て
静
翫
に
は
な
ら
な
い

、

と
い
ふ
鰍
砂
を
「
艶
訟
の
鰍
臨
御
」
と
し
て
部

開
札
し
た
店
が
あ
る
が
、
か
や
う
な
総
臓
を
し
な
く

ξ
も
、
h
wと
起
とm
m紛
の

縦
砂
、
情
航
の
齢
世
で
あ
る
と
昏
へ
ば
悦
彫
る
で
あ
ら
う
。

, 

-ー

• 

• -

四

• • . 

き
て
か
や
う
な
防
持
備
制
は

、

停
縦
雌-m
仰
雌
対
勝
に
除
い
て
は

h
w仲

に
鰍
くであ
ら
う
か
。
そ
れ
は
対
つ
臓
阪
城
に
除

て
蛾
制
服
、
一
仰
麟
縦
で
あ

っ
た
こ
と
が
鋭
い
し
、
蹴
砥
も
娘

、

殿
山
町
山
町
に
貯
て
き
う
で
あ
る
こ
と
が
鈍

い
。
そ
れ
は
訪
露
・薬
師
に、
議
議
の
備
の
培
闘
の
訴
に
除
隊

し
て
、
こ
の
破
船
出
の
併
に
砂
鮫
を
醗
ら
す
や
う
に
肺
献
す
る
か
、
臓
は
際
限

を
航
砂
し
て
律
神
鍛
に
賊

u
vう
と
す
る
か
で
あ
る
・
縦
断

、峨
縦
、
縦
断
附
船

織
は
刻
、
議
察
、
磁
様
輔
、
織
脈
問
路
間
な
ど
の
議
雌
な
静
併
の
制

部
と
し
て
郡
石
る
。
総
し
か
や
う
な
部

w
m
w
釘b
E
A
ね
め
る
こ
と
を
識
と
す
る

備
抑
制
は

、

叫
均
鈴
憾
で
お
る
憾
に

、

臨
ち
鮮
は
叫
を
料
品
協
と

し
て
せ
い
ん
\
そ
の

砕
機
か
の
際
に
容
の
裂
を
齢
者
治
め
る
こ
と
か
露
で
あ
る
憾

に
、
ぉrだ
似
し
も
備
制
の
肱
般
に
脚
れ
て
ゐ
る

dも
の
で
は
な
い
。
動
教
師
な

る
糊
に
慨
処
雌
た
る
を
悠
れ
ず

、

仰
向
っ
て
こ
の
や
う
な
峨
献
の
僻
蹴
の
併
は

れ
る
こ
ろ
に
獣
謡
鰐
の
誕
の
部
ら

C
と
と
は
な
い
で
あ
ら
え
裳
が

脇
島
民
、
瞭
府
傾
向

ι
勝
に
智
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
傭
へ
ば
戒
態
の
魁
紙
の
艇

に
時
刻あ
っ
て
、
そ
の
畿
に
か
ゃ
う

rお
綾
な
蕗
か
な
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
が
、
総
し
こ
の
削
除
の
例
制
は
、
政
抵
の
縦
令
知
的
刑
判
蜘
の
樹
齢

を
h
rrし
叫m
m皿
卸
綱
初
出
勤
斡
の
鯨
鰍
を
和
す
る
対
隣
府
に
樹

W
し
い
郡
山
山
で
は

" 
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な

い
鰐
で
ゆ
拘
る
。
こ
れ
は
臨
に
如
何
に
ゆ
べ
る
獄
こ
の
殿
山
町
の
拠
出
に
よ
っ
て

縦
慨
せ
ら
れ
て
、
側
め
て
仲
間

M
m対
加
を
蹴
す
の
で
あ
る
。

• 

五

「
mv阪
の
抑
制
劫
」
踏
般
対
予
が
駒
山
に
十
七
備
の
鏡
泌
を
蹴
出
品
せ
ら
れ

、

鯨

-
慨
に「和
を
峨
て
慨し
と
倖
す
』
と
齢
ひ

、

獄
一一m
mに
『
鯨
く
=
暑
を
総

へ
」
と
躍
は
れ
た

.こ
と
は
、
結
に
椴
踏
の
川
町
な
を

L
附h
rの
悦
鰍
で
あ
る
が

、

和
の
酔
制
は
税
関
-
即
時
間

一位
判
明
、

四
一
制
服
恕
の
時
制
を
対
さ
れ
た
も
の

で
、

隊
に
叫均骨
縦
統
討
を
拙
山
り
て
和
鶏
脇
陣
の
融
齢

、

断
艇
を
踏
破
し
、
磁

殿
唱
し
く
隙
殺
の
M
U協
に
鰐Vペ
く
、

燃
は
徽
抑
制
と
抵
膨
し
て
刈
織
対
似
の

艶
蹴
に
臨
対
す
べ
き
を
蹴へ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
・
枇
も
こ
の
「
和
』
の
駒
郡

酬
を
鵬
づ
け
る
織
に
は
『
鰯
〈
一

一
一一
郎bE峨
ふ
」
こ
と
が
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と

せ
ら
れ
た
。
こ
L
v
h賊
持
出
殺
は
世
殿
聡
献
の
総
敵
対
似
を

m
w燃
す
る
こ
主

役
保
て、
一
般に
し
て
酔
殿
前
殺
と
な
る
こ
と
が
昨
府
た
。

一
一
詠
と
は
備
と

燃
と餓
と
で
あ
っ
て、

附
肱
ゅ
の
一
一
一

問
、
加
艇
の一一
一
町
な
ど
榔
川
の
税
ヘ
ザ
叫
が

あ
る
が
、

伎
は
眺
臨
す
る
鮮
献
が
な
い
か
ら

、

た
ピ
慨
抑
制
に
叫
即
け
る
戒
処
郎

な
る
も
の
、

僻
抑
制
の
陀
抗
野
と
で
も

m
vふに
と
ど
め
て
お
か
う
。

和
と
は船
術
を
佐
み
柵
綿
織
す
る
こ
と
で
は
な
い
.
「
収
機
脱

U
Wり、
凝
滋

「
る
梢M
mし。
金
れ
を凶
て
続
仇
A
r馳
は
ず
、
加
門

v
m
rに泌
ふ
」
。
h
vとは

「
且
町
内
P
刊
山
崎
Pご
こ
と
で
あ
る
ハ鰍
一
仰
向
〉
。
敏
樹
柿
と伽仰
山脈軌
と
の概

服す
る
瞭
艇
や
、

件
ほ
の
仲
畑
町
の
織
に
凱
仰
せ
ら
れ
た
阪
府
や
、

ω郎
総
駅
協

の
掛
識を
磁
離
させ
る
瞭
艇
に
和
の
郡
斑
せ
ら

れ
る
留
は
ない。
「
臨
に
一
一
説

な
く
、
時に蹴
劫
な
き
」
へ
鯨
十
一

一鰐
〉
慨
に
桜
殿
一
娘
、
殿
肢
一
艇
の
康
弘

r

に
除
い
て
こ
そ
和
は
際
部
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る

。

殿
町
駅
の
骨
髄
に
よ
っ
て
除

く
織
蹴
せ
ら
れ
た
榔
防
隊
瞭
艇
の
腕
紙
は

、
和の
mE鋭
を
}
町
駅船
底
せ
し
め

z
uヨ

a
t
u
'
M

ゑ
d
u，
‘信
h
n
・
'

・る
こ
と

に
よ
っ
て
更
に
強
駿
な
紐
帯
を
畑町る
で
あ
ら
う
。

総
ら
ば、和
のW
M耐
は
峨
に
よ
っ
て

鳩
山
制せら
る
べ
き
か
。
そ
れ
は
腺に

酌べ
た
純
く一
一
一町の
服
織
に
よ
っ
て

、

伽
抑
制
の
対
勝
に
よ
っ
て

営
あ
る
@
m蹴

似M
M
N
争
体
島
叫
れ
の
砕
能

m
wを
ゆ
っ
て
昏
へ
ば

、「
白
批
判

t

に
情
き
て
お
Mm"
に
蹴ふ

附
字
、
間
ぜ
ざれば
雌ち
d
L

為
て
必
"

を
鋭
《
へ
村
伊
協
に
畿

に
一
昨
ふ
政
問
P
N鵬
ぷ
とはそ
れ
娘
、
」
の
蹴
な
り
」

門鍬
十
況
附
〉
と
い
ふ
跡

鰐
に
よ
ってピ
あ
る
。
か
く
て
和
の
慌
艇
に
は
域
限
の
榔
艶
妙
で
あ
る
機

恥
町

駅
おの
徹
鋭
が
慨
は
っ
て
ゐ
る
の
を
飾
る
で
あ
ら
う
。

側
し
こ
の
側
鋭
は
、
こ
れ
や
殿
づ
け
る
も
の
と
し
て
併
脚
の
齢
制
、
動
肢

の
紙
背
飯
器
の
陀
鋭

、

山
助
…
献
の
腕
ゃ
な
ど
一
磁
の
穂

…部
た
っ
た
忠
制
を

か

齢み
る
と
き

一
瞬
併
砂
川
崎
に
な
る
で
あ

ら
う
。

肘
川て静
る
臓
の
込
の
は
殴
と

紙
と
に
よ
っ
て
蝕
じ
て
ゐ
る
と

b
て
、

船
臨m
mな
榔p
h
w
椛
の
伽
殿
般
を
隊

創
す
る
級
官
制
仰
や

、

ぬ
っ
て
潟
、
削
除
勧
椛
な
る
般
に
瓜

て
の
刈
附
に
も
溺



と一一

鮮
の
濯
に
も
鱗
郎
艇
は
な
く
、
的
部
か
な
い
継
に
齢
ほ
と
か
擦
と
か

い
ふ
僻
刷
物
館
が
な
い
と
い
ふ
店
儲
二
割
の
総
ゃ
、
山
川
慨
も
被
獄
も

瓜
て齢
邸

館
、
鉱
物
館
が
な
い
、
臨
ち
掛
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
そ
れ
は
和
、
臨
鮮
と

レ

ふ
ぞ
う
な
船
脚
と
縦
割
の
激
減
を
限
く
の
で
は
な
く
し
て
、
鍛

っ
て
骨一
憾

な
る
が
槌
に
紳
弛
附
で
あ
る
と
い
ふ

m
d
b
艦
船
隊
な
前
節
》
和
瑞

と
に
部
出

し
て
、
骨
踏
を
僻
し
て
針
慌
を
橋
野
す
る
の
で
あ
る
と
レ
ふ
殴
掛
川

m
h
w
の
踏

が
、
賠
い
服
、
伽

m
wにh
vの
蹴
銃
の
酔
郎
官
と
な
っ
て
野
が
殿
町
臓
を
棋
が
紳
ら

ず
齢
ら
ず
の
慨
に
、
郎
防
隊
猷
艇
の
酢
隙
を
昨
ひ
酔
ま
せ
て

h
rたか
を
m
mひ

践
す
べ
き
で
あ
る
。
腕
偽
そ
れ
ぞ
れ
ゆ
勝
榔
献
の
微
酔
か
ら
慨
が
昨

V
除
い

て
は
貯
た
が
そ
れ
ら
の
鍛
識

b
wが
酔
く
慨
を
蛇
に
す
る
に
も
蛾
ら
ず
矯
し
く

山
政
切
で
あ
る
伊
崎
は
、
批
聞
の
臨
に
静
い
て
は
野
に
働
問
、
店
慨
に
も
続
留
に
も

そ
の
も
の
ふ
即
臨
は
な
い
、
と
い
ふ
}
叡
に
し
て
争
へ
ば
併

m
wの
秘
滋hz砕

き
m
wか
し
て
き
た
仰
向
協
の
}
臨
に
献
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
酔
抑
制
が
問
材
殿
肢
を

慢
の
艇
か
ら
敵
蹴
し
て
き
た
と
い
ふ
政
部
の
献
に
は
、
蜘
仲
な
る
殴
僻
抑
制
婚

な
服
部
酬
も
情
聴
せ
ざ
る
を
餅
な
い
で
お
ら
う
。
か
く
て
陀
の
か
府
の
滋
臨
の

袋
ゐ
は
れ
、
震
畿
の
容
と
鮫
獄
、
阪
神
様
を
時
ふ
創
に
、

鰍
の
静
併
の
封
勝
封
殺
が
伽
ぎ
て
く
る
の
で
あ
る
。
邸
に
験
的
崎
川
阿
川
ザ
娘
、
ぷ
叫

紛
勝
一
概
、
袋
一
般
恭
一
部
腕

一波
憲
一
指
織
の

一
一一
一
献
が
続
審
厳
艇
の
織
蛇
と
ぜ
ら

れ
た
の
も
蹴
に
劫
慨
一
時
叫
均
一
野
憾
に
概
…

r
の
m
w叫
す
除
服
す
る
が
蹴
で
は
な

く
、

匙
雌
に
は
駅
主
義
察
縦
な
か
や
う
な
制
摩
擦
を
骨
て

のE善代! 4・一一 敬( 7 ) 

• 

川
市
て
仰
向
の
・
』
と
で
あ
る
.
か
く
て
備
制
は
酔
断

の
縦
と
餅
り
仰
た
の
で
あ

る
。

撒
鵡
酔
く
と
こ
ろ
、
蹴
翻

m
m
w
の
鈴
そ
縦
ふ
と
総
失
}
的
阪
府
の
聞
配

に
蹴
す
れ
ば
勝
を
-
つ
に
し
て
詐
踏
の

}
蹴
に
船
鵠
す
る
こ
と
は
、
撲
に
邸

材
備
制
の
時
間
仰
山
で
あ
る
。
脱
抑
制
の

「
効
勝
山
側
敗
拙
」
や
鯨
配
の
『
.
肱
縦
酔
康

郎
叫」や
田
川
般
の
「
山
山
政
峨
峨
蹴
」
な
ど
剛
山
ら
さ
ま
に
こ
の
限
臨
を
鈴
峨
雌
に

燃
っ
た
も
の
に
隙
ら
ず
、
続
識
の
僻
僻
は
悦
静
か
の
械
で
脱
ず
こ
の
臨
に
勝

れ
て
ゐ
る
。
勝
耐
震
と
い
ひ
諜
欝

と
い
っ
て
主
そ
の
鶴
く
と
こ
ろ

は
鍔
匙
の
経
た
る
議
封
般
の
袋
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
総
し

こ
の
制
滋
の
鰍
ニ
の
際
限
も
、
そ
れ
だ
け
で
憎
般
の
も
の
で
は
な
に
そ
れ

が
島
問
婚
な
か
斡
を
部
併
に
欝
僻
す
る
織
に
は
、
践
に
樹
齢
の
鰍
一
一
-
の
殿
隊

を
帯
鶴
し
そ
れ
に
栴

m
mせ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ベ
こ
の
郡
部
の
鰍
こ
の
際
献

は
邸
は
そ
れ
を
恕
般
鵬
か
に
針
慨
し
て
眺
糊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
併

は
そ
の
聡
が
な
い
J

-‘­
，、

駒
山
臨
の
鯨
一
一
一
の
隊
隊
に
除
い
て
、
僻
測
は
胞
も
槌
娘
師
に

.

勅
鵬
と
し
て
の

肱
の
秒
殺
を
路
僻
し
、
服
て
の
郎
関
紙
な
放
踏
に
配
し
て
鰍
ご
め
る
静
債
を

蛾
へ
る
.
備
M
mの
僻
階
以
州
・
純
物
川
崎
な
は
た
ら
き
が
こ
れ
に
似
な
ら
な
い
@

静
ひ
脚
へ
れ
ば
、
そ

れ
は
儲
貯
の
砂
鵬
に
似
な
ら
な
い
・
鋭
貯
を
砂
臨
し
て
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蹴
恨
の
鈴
放
に
鵬
か
れ
る
物
黙
に
献
や
か
し
い
和
舗
が
紗
け
ら
れ
る
嶋
、
静

肢
の
一
磁
の
も
の
は
、

F』
の
智
慨
の
伽
般

へ
と
m
w蹴
せ
し
め
ら
れ
る
。
偽
抑
制

の
鰐
磁
の
峨
僻
は
蚊
貯
の
砂
臓
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ

h
に
腿
ひ
畑
町
る
な

ら
ば
、

議
と
滋
之
、
裁
と
瞭
艇
と
を
繰
る
恥
酬
が
震
や
議
長

側
せ
ら
れ
る
舗
で
あ
る
。
融
齢
郎
鍛
、
厳
駒
山
川
町
店
は
総
殿
は
帆
町
賊
雌
で
あ
り

ま
た
そ
こ
に
酔
斡
を
帰
っ
て
ゐ
る
。
鵡
抑
制
は
船
時
に
除
い
て
御
殿
山
町
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
に
砂
ふ
り
砕
く
ま
で
は
紗
え
ざ
る

挑
み
を
跡
け
る
も
の
で

乙 ーーー

あ
る
。鍛

斜
山
小
限
ル
ザ
齢

、

似
附
仰
の
前
材
俗
が
齢

d
h鱗
時
械
に
慨
は
れ
て
か
ら
は
、

勤JW
の
附
蹴
は
織
も
際
艇
に
欝
峨
に
織
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
献
、
鈴
側
、
磯

町
跡
な
ど
m
m哉
は
撚
る
け
れ
ど
も
、
静
が
殴
艇
を
し
て
、
山
側
も
崎
山
附
に
鶏
削
船
の

鍛
般
の
附
般
を
酢
慰
せ
し
め
、
そ
の
鰍
憾
に
磁
翻
せ
し
め
た
こ
と
は
一
つ
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
船
慨
に
除
い
て
峠
印
刷
を
舟
る
獄
妙

、

M
Uに
あ
っ
て
川
町
を

山
町
け
酔
る
釘
き
鹿
は
、
中

rだ
陀
に
鵜
抑
制
採
な
る
獄
協
と
は
早
野
町
へ
な
い
。
郎
関

山
内
説
砂
に
あ
っ
て
、
骨
骨

と
い
ひ
陀
掛
川
m
h
f
と
い
ふ
こ
と
を
、
知
機
械
に
砂

僻
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
お

rだ
院
の
封
総
説
般
を
砂
蛾
し
た
と
は
骨
へ
な

ド
。
総
隊
に
鍛
貯
を
匙
え
働

時
ふ
、
掛
町
び

M
Uへ
献
り
勲
る
階
、
』
そ
、

M
Uの
陀

耐
院
が
慨
に
な
る
の
で
あ
る
。
慾
へ
の
盤
為
え
ず
繁
す
る
税
、
野

み
宝
仙
‘

凶P

障
が
&
昂
峰

E
L
L
L

ぞ
泊
し
て
船
出
を
眺
め
る
者
に
と
っ
て
は

、
品
の
み
を
知
っ
て
死
を
知
ら
な
か

っ
た
隣
に
地
ぺ
て
、
保
印
刷
は
科

目
く概
なる
対
に
開
館
さ
れ
て
ゐ
る
と
貯
え
る

の時代と働一一敬

で
あ
ら
う
。
蛾
貯
を
脚
仰
即
し
た
輸
に
し
て
線
め
て
山
む
の
阪
和
般
を

船
戸
へ
る
こ

と
が
砕
す
と
い
ふ
の
は
、
判
抵
の
純
く
雌
え
る
が
、
慨
し
て
き
う
で
は

な
く
て
、
こ
与
に
こ
そ
側
抑
制
の
肱
の
勝
脅
か
秘
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
鶴
踏

み
一
一
一
@
殿
献
を
織
し
て
、
議
に
し
て
肇
な
る
銭
の
脚
部
の

c

杭
く

は
一
つ
の
「
情
」
に
鈴
懸
さ
れ
て
鴎
蹴
さ
れ
る
。
職
も
そ
の
乙
向
く
さ

つ
の
併
と
し
て
館
賦
さ
れ
る
の
は
、
日
仙
燃
の
刊
川
駅
を
倣
郵
し
て
、
誠
艇
に
臨

鵬
す
るM
U協に
除
い
てどあ
る
こ
と
は
、
部
川
の
鍛
鵠
し
僻
踏
し
て
き
た
慨

で
あ
る
。
誠
艇
に
俄
鵬
す
る
獄
協
に
除
い
て
の
み
、
封
艇
の

m
u砂
は
併
を
川
町

っ
て
部
隊
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
齢
ぺ
た
腕
は
、
総
山
部
の
三
つ
の
蹴
献
を
嚇
狩
に
成
品
川
す
る
品
目
町

は

ぱ
俄
榔
の
鵡
そ
勝
っ
た
の
で
あ
る
が
、
鵡
抑
制
の
殴
蹴
院
は

、
蛾
って
檎
献
と

し
て
鰍
一
一
一
の
際
献
に
蹴
威

し
、
そ
こ
か
ら
叫
印
刷
に
猷
り
ゆ
〈

骨
はど
都
櫛
の

畿
を
酪
ぶ
と
こ
ろ
に
ゆ
め
る

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
了
U

, 
事
努
の
折
柄
年
末
年
始
の
御
挨
拶
を

差
控
へ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

• 
-

法
然
上
人
鍛
仰
合

U県
野

正
順
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山
仰
が
ぬ
き
い
階
日
川
和
し

た
棋
は
掛
都
民
M川
部
の
端

で
あ
っ
た
、
伽
僚
の
跡
敵

眼
働v
m恥
齢
的
搬
獅
山

m
mは
悦
向

山
仙
の
賊
く
税
鱗
創
側
一
一
一

一
附

。
&
有
毒

の
だ
で
あ
っ
た
。
羽
はコ一

時
に
俄
併
特
し
何

ら
艇
を

離
れ
域
部
持
続
献
に
除

し

腕
に
鎚
慨
を
勝
え

、

京
一
即

し
'
a
3
C

隠

に
な
る
と
錠
放
を
鳴
らし

て
鋭
…
時
五
一
昨
日
は
概
紘
一
例

対
脆
齢
二村
の
腕
ず
る
慨

創
側、
際
能
の
陣
も
叙
側

同
川
と
協
の
山
附
も
鎚
側

、
・
市
a

h
鍋
匙
司
@
「
し
ま

俗
に
お
伽
停
を
数え
る
聞
も

銃
側、
入
砂
か
ら
十
}
船

越
鰍
舵
叙
備
、

蹴
蹴
情
島
町

食
事
が
す
ん
で
一
時
か
ら

筑
一昨
線
総
脱
税
略
放
一
即

山
内
航
情
佐
飴
酔
が
す
ん
で

七
時
か
ら
十
時
ま
で
僻
製
紙
側

、

十
即

応
骨
き
ま
っ
て
艇
に
た
る
艇
に
や
す
ま
ず

砕し
た
ま

・ふ
絡
し
惜
ら
智
む
る

、
こ

れ
が
教
餅
鰍
時
の
制
川
和
で
、
加
即
制
品
川
加

を

一
一
樹
蹴
や
っ
た
り
識
は
凶
十
八

一貯
設

備し
た
り
撚
は
似
俄
酔
一
-
一
伊
附
一
一
一
千
慨

も
か
L
さ
な
い
と
い
ふ
鋭
似

椛
輔、
階

と
し
て
三
十
俄
偽
働
総
鶴
を
す
る
が
幡

ぬ
ゐ
ぷ
g
Z

2

k

ヒ

念
仰
の
あ
り
が
た
い
絡
の
み
で
悦
郎
防
を

署
な

う
弘
堅
苦
易
担

交
え
な
い
、

か
う
い
ふ
老
伶
に
育
て
ら

れ
抑
制
に
銃
側
一
一
一
憾
の
猷

棋
の
鮒
椴い
磁

を
島
せ
られ脱
は
ず
苧
を
儲
せ
て
僻
ん

だ
こ
と
は
路
川
町
で
あ
っ
た

、

制
か
ら
戯

ふ
と
除
の
眠
b
T山m
M川がほ
ん
と
の
織
が

4
m慨
で
あ
っ
て
恥
聞
は
織

が
偽
情でな
い

と
ま
で
蹴
じ
た
、

偵
の
併
にこん
な
絞

似
の
情
都
は
蜘
い

、

地
鵬
餅
だ
と
か
搬

船
品
川
刈
だ
と
か
卦
っ
て
も
眠
砂
川
川
刈
の

や
う
な
店
に
は
勧

ひ
っ
か
ぬ
、
慨
鮮
は
品

川
が
恥
胎
か
ら
隊
ら

れ
た
略
服
砂
川
m
M州

の
件
の
鮮
民
情
m
vに
鍛
かれ
瓜を
鵠
め
ば
かり
に
な
っ
て
ゐ
た
が
、
二
十
五
郎

て
敵
概
された
こ
と
を
鍛
え
て
ゐ
る
、
の
政
伊
ご
ろ
働
は
瞬
き
な
が
ら
腕

M
Nじ

断
勘Y
H刈
は
鴎
は
蹴
治
鵬
で
蹴
仰
向
山
且
店
っ

と
蹴
縦
で
あり特
ら
総
燃
は
品
川
仙
の
卸

そ
っ
く
り
だ
、

抑
制
佐
ア
ケ
尉
附
仇

Mm
vを

炉
が
は
っ
き
り
と
鵠
はれ
縦
ひ
、
瓜
泣

砕
ら
ず
域
部
で
創
併
さ
れ、伊
併
も
でに
問
却
を
能

み
ら
れ慨
か
体
搬
出
の
艇
や

き
な
く
な
っ
た
か
ら
翻
訟
に
鋭

り
特
ら
が
あ
り
臨い/
\
蹴
治
が
鵬、

叫
に
齢
対

的
品
僻
さ
れ
、
醗
山
山
の

一
一一
伊
献
協
に
酔
概
し
て
鵬
り
な
く
蹴
が
り
十
規
制
燃
に
紘

服
献
に
掛
川
結
郎
防
概
説

し
て
締
め
て
鵬
郎
総
き
るL
か
の
続き
伸
機
に
砂
た
さ
れ

き
れ
、
創
備
の
瓜
を
お
り
し

こ
と
な
く
慨
と
も
卦
へ
な
いm
mし
さ
に
鵡
蹴
し
て

縦
断
つ
ま
円
九
る
櫛
は
蹴
献
な

し
、
探
知鋭
慨し
て
ゐ
る
こ
と
さ
え
倍
、
え

な
い
で

や
の
撚
秒
コ
却
を
似
官
に
中
ぴ
「
針
術
蹴
治
砂

に
総く
諮
ら
かく飲
ま
れ
て
段

せ
よ
』
と
の
二
読
あり
し
錦
町
恥
に
邸
は
に
野
強
殿
に
鞘
避
し
た
や
う
な
一
町
山
市
で

秒
、
え
た
る
が
、
つ
ま

F
Kる
拘の
鵬
町
に
あ
っ
た
、
陀
に
あ
り
が
た
い
慨
槻
に
も

〈
る
こ
と
}
千
五
郎
に
し
て
協
に
肘
仲
え
鍛
い
対
蹴
地
砂
の
燃
を
拠
は

し
て

む
、
鰍
し
き
一
悦
ばしき
俄山
切
な
り
き
。
開
い
た
磁
を
欝
ん
だ
の
で
あ
っ
た

、
こ

除
の
蹴
似
を
骨
け
て
ゐ
た
縦
は
低
燃
の
階
蹴
に
脱
ふ
た
勧
の
脈
砂
川

m
M仰
は
税

品
川七
百
五
十
斜
体
部
恥
の
階

、

販
批
に
か
く
の
縦
き
あ
り
が
た
レ
築
部
な
臓

な
る
を
斡
が
と
し
}
蹴
伽

w
m
V
を
紗
っ
て
を
蹴
徹
し
て
対
俄
山
却
を
接

げ
ら
れ
た
の

創
側
一
一
取
に
鰍
蹴
す
る
こ
と
}
七
時

、

か
と
慨
っ
た
隣
町
内
も
・
』
れ
を
慨

し
て
対

説
く
併
釘
伽
…
都
に
職
僻
し
鮮
も
協
は
ん
俄
山
間
を
接
げ
た

い
と
鎖
販
し
て
ゐ
る
。
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庄
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と
お
坊
さ
ん
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品
館
釦
体
恥
即
隊
の官

軍
L

大

木

郎

一一一
太

し
串
ん
棺
い
ぜ
ん
ぜ
ん
叫
ん
ぷ
q
e
ん

上
海
鞍
線
の
怠
備
軍

震

ー

隣
室

会

く
腿
込
町
を
や
い
て

、

回

・
句
鰍
し
て
『
剖品
川防砂蹴』
と
一
甘
ふ
。

蹴
艇
と
鋭
側
、
山

容
は
『蕊
m
w排
除
倣』の
傑

の
獄
一
蹴
に
協
縦
し
つ
与
あ
る

0
0
0

さ
し
搬
を
か
ざ
し
て
航
機
宏
砂
恥
し
た
鄭
最
も
あ
っ

た
。
沼
山
川
臓
の
誠
、
駒
山
が
斡
蹴
砂
蹴
の

特
に
『
一銭僻
聡』

の
為
る
の
は
牒
てや
忠
勝
で
はおる
ま
い
が
、
こ
れ

に
は
持
の
や
う
な
紫
?
ざ
る
一
響
か
あ
る
。

山
内
“
時
の
九
選
前
、
わ
が
様
裟

0
8

酔

蹴0
0
0
m
mの
僻
散
は
、
俄
鮮
が
の
邸
恥
砕
い
逃
此
隊
、

情
説
勲
の
か
秘
対
柿
崎
勝
政
均
ず
で
あ
っ
た
。

『な
ん
だ
、
お
議
か
、
ゐ
ん
ま
り
総
官
官
一
も
な
い

な
。
問
問
問
を
漉
し
て
蹄
ふ
の
は

h
rだ
特
い
ぞ
。
』

僻
税
特民
和の
崎
町
を
航
っ
た
お
蹴
さ
ん
滋
の
叫
に

は
、
協wう
卦
ふ
つ
ぶ
や
き
を
す
る
執
が
鈍
か
っ
た
。

お
議
は
紙
管
が
鶴
い
と
抑
制

へ
る
の
は
齢
制
の
必
滋

に
は
紳
助
出
も
僻
い
艇
で
、
蹴
に
、
地
隠
れ

r
F皆
戒

聞
で
は
附
加
さ
ん
の

m
r附
や
船
渡
り
は
お
隣
り
す
る
と

骨
ふ
傑
峨
な
蹄
鰍
も
あ
っ
た
似
ゐ
で
、
戦
成
ゃ
に
僻

散
を
踏
め
ら
れ
た
お
献
さ
ん
滋
も
お
訴
の
峨
聞
を
船

同
存
て
こ
れ
と
対
開
株
蜘
の
蹴
織
を
野
け
た
に
郵

ひ

決S な
定ま がか
す 、 つ

る対た
や本去ら

山Z う
上童 橋事 。
t主 上華
法号 寺己
主す で

大ま は
滑宅自也
磁城
大店が
島主 絡を
微主 土し
水玉 の

?饗
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刊
は
駅
織
に
怠
る
ま
で
一
峨
織
っ
て
腕
併
の
糊
附
す

鰍
へ
て
を
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の

お
聴
き
ん
滋
の
臨
時
聡

?
〉
が
一
叫
の
剛
山
仰
の

m
mに
刈ら
ぬ
m
wはな
い
。
こ

れ
を
凡
附
い
て
貯
づ
臓
に
ピ
y
と
勲
た
の
が
、
持
同
和

的
跡
欝
惑
溺
跡
で
あ
っ
た
。

M
-

L
 

こ
れ
は
こ
の
ま
ふ
で
は
い
か
ぬ
と
創った
飾
は
そ

の
ぞ
腕
般の
織
訴を
甥
れ
て
、
部
川
一
概

…
郵
の
即
時
に

か
う
骨っ
た
の
で
あ
る
.

『ι市
民
鶴
崎
に
お
眺
に
な
っ
た
お
隊
さ
ん
の
日
刊
で

お
部
に
勝
て
蹴
智
で
も
な
い
、
と

一
昨
ふ
や
う
な
岱
除

を
ゆ
か
た
放
が
あ
る
と
怖
い
た
が
、
こ
れ
は
服

申
て
な
ら
ぬ
こ
と
だ
と
脱
ふ

。
妹
都
楓
聡
献
と

し
て
は

鯨
-
蹴
に
か
つ
て
同
仰
ぐ
憐
齢
縦
断
拠
る

だ
け
の
腕
伽

'
4浄
ぺL
L
M

の
あ
る
こ
と
は
磁
一
倍
し
て
ゐ
る
が
、
あ
与
一
云
」
こ
と

を
骨
は
れ
る
ゃ
う
で
は
瀞

だ
腕悦
の
誠ひ
の
純
仲
か

山
町hwて
を
ら
ぬ
こ
と
を
槻
諮
っ
て
ゐ
る
も
の
だ
。

l

l
叫仰
と
し
て
、

ま
た
榔
附
と
し
て
m
A
f
u
放
川
にu
r

h
v
m
w
m
m

り
特
し
島
町
い
箆
捗
が
あ
る
か
ら
、
封
砂
の
波

川
町
に
お
却
に
お
縛
り
脚
ひ
島
町
い
。
』

民
一
以
と
叙一億

こ
れ
に
は
静
僻
散
の
放
川
縦
め
}
階
旭
い
に
節
戯

さ
れ
て
、
窓
際
安
時
間十
五
一
併
の
臨
酔
か
ら

六
一
即
一一}

十
倒
ま
で00
0
舘
の
お
が
が
説
紗
域
開
制
に
鋭
部
し
.

て
、
備
制
的
に
除
い
て
の
瞬
静
を
酔
〈
こ
と
に
な
っ

た
。税

同
仰
は
こ
の
紳
こ
そ
、
鱗

M
m材
紙
の
時
間
を
越

し
て
、
一
般
の
愉
出
品
を
伊
肪
し
、
制
艇
の
陀
郁
鴎
が

、

阪
ぽ
の
鰍
鰍
が
、
協
措
い
て
は
掛
恥
の
煽
駆
鰍
鰍
に

h
r

除
す
る
と
こ
ろ
の
対
な
る
戦
を
品
川
す
縦
般
の
船
艇
で

あ
る
と
骨
ふ
檎
で

、

舘
崎b
Em
wっ
て
一
地とす
る
対

脱
般
が
蹴
ま
っ
た
。
排
除
の
対
阪

m
m却に
お
悩
り
特

し
、
鵠
叫
説
併
の
獄
ゅ
に
諜
ら
ん
か
、
こ
の
獄
山
市
に

除
い
て
はMU
m
町
縦
税
ぞ
、
縦
蹴
脱
税
ぞ
、

m
w
}
肌
川
端

廠
の
競
あ
る
の
み
、
俸
の
諒
需
は
こ
の
ぷ

に
艶
そ
除
か
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
骨
ふ
艇
い
附
般
の

η

に
、
鴨
川
mや
は
獄
が
や
に
較
す
る
融
制
の
鶴
殺
を
併

総
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
燃
二
部
附
の
概
砥
緋
附
判
五

砂
凶
十
五
悦
よ
り
ム
ハ
一
時
特
ま
で
の
敏
鵬
四
十
蕊
一
例
慨

の
情m
v
ι
g
m

川
ふ
こ
と
に
な
っ
た
・

さ
て
そ
の
較
鵬
、
股
肱

aを
静
ま
せ
た
m掛
か
は
封
帯

域
開
却
に
動
部
し
た
・
そ
れ
滋
に
税
制
側
、
齢
制
問
併
の

品w
u川
滋
鮒
十
都
か
利
純を
舵
ち
鋭艇
を
峨
へ
て
、
鵬

臨
な
銃
静
俸
は
儲
-
っ
ぱ

い
に
mwち
膨
れ
て
ゐ
た
。

そ
の
舵
臓
の
創
出
俸
を
限
っ
て
、
減
収
訴
四
時
雌

構
伽
の
般
倣
に
み
ち
た
鯨
一
般
が
、
鰍
州
、
と
一
軒
き
舵

っ
て
~
か
っ
た
の
で
あ
る
。

w
u
~
一
創
刊
り
鶴
町

副m成
品
ず
に
は
ゆ
眠
か
ら
戯
腕
如
、

ζ
制
創
備に鋭
併

す
る
艇
十
内
部
の
階
地
倣

h
wが
あ
っ
た
。
献
に
も
勧
ぺ

た
や
う
に
、
こ
の
精
凶

川
和
叫
W
M献
の
掛
川
凶
は
域
峨
か

帥
畑
山
勝
世
の
印
税
と
蹴
出
品
す
る
や
、

h
v概
説
備
に
よ

っ
て
鋭
、
ぇ
M
げ
た
倣
附
の
鰍
耐
を
鍬
倖
の
吋
鳴
り
に
鎚

す
の
は
こ
の
峨
と
ば
か
り
、
滋
餅
ぽ
や
げ
て
、
お
膨

さ
ん
滋の
僻蹴
特の
静
静
一
蹴
を
臨
ら
跨
っ
て
山
町
た

鎗‘に尺兵舎与 の
....., ~f 他2 ての 炊まで
私'がのの扮~ lIP' ~ 
達也勝目ω 艶俳除句はつ
の績~ ~用S 、昔、た
恥ザ鵠S を伽ふ
,l!le; &? < 自也ゆま
さtLま分王い で
んたし滋臨も

いでにな
綴雪山崎手てく
なしの
続号 合あと す
後4・つ ¥t ¥. 
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人E の除雪洗Z
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蝿T 精括れら
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館
撃
は
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ま
る
で
隊
靴
の
や
、
脱

獄
の燃
に
鳥
獣
さ
ん
の
た

め

に
働
い
て
動
れ
た
の
で
す
、
と
臨
機
静
は
柏
町
叫
併
に
脱

線
に
勝
れ
て
鍛
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
々
蹴
ゆ

か
、
鵬に
な
れ
ば
、
お
隣
さ
ん
滋

よ
り
ず
っ
と
特
く
か
ら
、
持
部
に
劇
的
っ
て
、
抑
制
時

を
た
h
い
て
叙
併
殺
特
し
て
を
る
。
鮫
肱
'
を
綴

っ
た
お
隣
さ
ん
が
、
対
鈎
に
織
る
鵠
に
は
、
臨

に
舷
臨な
織
の
銃
撃
が、
こ
の
宴
会

し
い
搬出
仙
滋
に
の
創
備
艇
織

の
村
か
ら倣
品
っ

て
艶に
砂ち
て
ゐ
る
。
齢
即
と
な
く
、
酌
針
織

の
酔
静
を
出
町
い
て
ゐ
て
貯
れ
た
ゆ
刈
滋

が
、

同
村

聴
に
は、も
う
酌
例
議
よ
り
も
ず
っ
と
明
く
、
鋭

部
し
て
わ
き
酢
も
跡
ら
ず
に
鍛
僻
し
て
を
る

1

お
勝
さ
ん
滋
は
、
こ
の
帰
山
川

越
の
依仰
の
鱒
野

に
説
く
う
た
れ
た
ゃ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
鍛
鱗

は
九w
m町
な
る
髭勲よ
り
も
即
く
お
隊
さ
ん
滋
に

線
へ
た
も
の
が
あ
っ
た
に

滋
ひ
な
か
っ
た
。

お
れ
伽
船
出り
似
のす
飯

こ
の
獄
縦
一
齢
、
封
印
を
砂
げ
て
の
勝

峨
甑
肱
は

そ
の
牒N
Wが
部
ぜ
ず
に
ゐ
る
鰐
は
な
か
っ
た
。
却
の

-
慨
に
も
そ
の
・』と
が
郎
き
り
織
は
れ
て
ゐ
る
.

お
隊3
ん
畿
は
縦
め
の
日
刊
は

、

千
山
川
鮒
の
限
儲
や 『

一
つ
鵬
山
開
け
に
な
る
お
繊
の
対
怖
を
酔
い
て
刊

さ
い
』
な
ど
と
骨
っ
て
持
て

、

減
附
の
必
畿
を
蹴
ら

し
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
で
も
刊
品
川
刊
の
応
対
は

ζ

悌
;
〈
時

貯
け
て
戸川
砂
い
て
や
っ
て
ゐ
た
。
と
こ
ろ
が
に
二

伊
一
一
忌と酔
が
た
つ
に
触

っ
て
、
さ

う
苛
ふ
機
材
を

山
市
て
恥
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て

、

千
必
鮒
の
慨
都
に

砂
い
て
鴎
き
除
い
と
一
ず
っ
て
麟
ん
で
彩
る
の
は

、

『
開閉

仲
・
仲
紳
防
備

h
の
お
判
明
縦
に
織
っ
て
か
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
必
滋
は
し
み
じ
み
と
繊
臨
す
る
の
で

っ
た
。

『
録〈
抑
制
畿
の
税

へ
放
は
除
お
っ
て
ゐ
た
。
島
併
で

は
お
除
な
般
砕
は
昨
持
て
ゐ
る

、

お
除
に
お際の
た

め
に
舟
ね
る
と
蹴
っ
て
ゐ
た
が

、

齢
さ
んの
お
伽
和

に
な
り
、
郁搬い
お
抑
制
を
除
く
に
つ
れ
て
、
出

rだ
和

だ
酢
針
滋
の
悦
獄
は
ね

r鮒
た
も
の
で
あ
り
、

倣
僻
が

匙
り
な
か
っ
た
と
一
世
ふ
こ
と
が
鰍
っ
て
脱
会
。
総
織

さ
ん
の
一
オ
ふ
趨
り
、
腕
似
の
定
期
可
の
糊
併
が
山
町

h
rて

を
ら
な
い
と
卦
ふ
こ
と
が
鰍
っ
て
脱
会
。
加
駒
山
町
の
織

、

況
の
み
を
あ
て
に
し
て
ゐ
て
慨
に
な
る
、
そ
れ
よ

り

も
縦
の
瓜
て
を
識
ね
る
六
併
の
お
俄
搬
の
携
が

、
ど

れ
ど
け
織いz野
伸
し
、
蹴
械
に
船
い

1
f
m
m
艇
にし
て
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大
本
山
格
上
寺
山
門

掛
川
併
な
慨
弘
之
か
山
町

h
rる
か
と
一
対
ふ
こ
と
が
船
く
傭

っ

て
貯
ま
し
た
。
』

そ
し
て
『
伊
俳
伸
静
除
僻
』
の
得w
mは
お
隣
さ
ん

の
山
口
u
m

.

-な
蹴
械
の
特
に
静
き

匙
芋
れ
て侍っ
た
。
限

.

苅
の
聴
に
ま
で
m
w
き
匙
ま
れた
。
般
向
開
け
か
ら
耐
用
品

W

伸
動
防
似
へ
、

か
く
し

て
獄
判
事
の
前
認
定
抜
。

は
院

の
が
般
の
ぷ
に
殺
を
隠
し
て
』
か
っ
た
の
で
あ
る
。
域

此
の
腕
俗
説
蹴
は
備
部
の
鰍
鰍
を
艶
恥
怖
に
恥
て
密
か

し
て
~
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『念
備
阪』
出主
征ま

き
て
、

ニ
働
慨
に
隙
る
域
版
〉
恥
防
御
獄
判

E

の
鵡

船
は
肋
腕
な
蹴
泌
を
を
さ
め
た
の
で
あ
っ
た
。

雌
m
mが
滋
は
も
う
F鵠
か
、
紙
町
で
も
な
い
付
ふ

と
は
骨
は
な
か
っ
た
。

お
鵠に
側
慨
し
た
こ
と
を
慨

ろ
千
艇
}
繊
の
駒
除
たっ
た
と
般
じ
た
に
郡
ひ
な
か

っ
た
。

部
に
帥
似の酢
はh
rた。
獄
が
滋
は
m
mhぜ
に
砕
け

る
紙
幣
の
側
部
、
民
ひ
山
町
総
い
臨
脱
を
贈
へ
て
貼
れ

た
対
材
峨
制
m
Mリ恥r
mれ
る
hr、
封
由
民
が
対
門
的
献
に

制m
m均
し
た
・
織
防
も
封

m
w
L
1の
慨
に
脈A
Jてゐ
た
・

対
肱
邸
主
は
獄
が
滋
に
お

+
釘b
L開
け、
賊
純
勃

擦
の
祭
場
か
併
を
除
め
て
附
っ
た
郷
町
忌
向

ヒ
ゆ
之

に
援
自
問
し
た
の
で
あ
っ
た
@

開
掛
が
滋
は
材
慌
の
伸
叫

W
W備
に
}
燃
に
嚇
献
し

、

鶏
除
を
も
ひ
ざ
ま
づ
か
せ
て
、
は
か
ら
の
殴
棋
と
舵

世
主
をお
し
た
の
で
あ
っ
た
・

駿
磁
の
澱
す
ら
悦
べ
て
ゐ
る
勝
北
山
、
慨
側
、
時

W
M叫

議l
館
側
、
鰐
航
、
こ
の
時
時
倣

m
mの
婚
はm

mと
除
え政
っ
た
の
で
あ
っ
た

l

こ
与
に
餅
し
た

税
、
山
川
山
川
も
こ
の
蹴
縦
に
み
ち
た

W
町
をM
m
mに邸

れ
る
こ
と
は
附
貯
な
い

で
あ
ら
う
。

抑
制
だ
鴻
笠
ハ
併
の
僻
慨
を
鵬

併
に
つ
け
、
附
ら
れ

た
潟
町
を
蹴
に
秒
い
て
排
除
の
対
側

m
m却
に
鍛
悦
也

併
の
怒
る
て
、
緊
門
部
帥
ら
綾
子
搬

し

て
似
齢
に
砕
い
た
の
で
あ
っ
た
。

服
臨
聞
に
川
町
鰍
な
き
、
わ
が
州
統
鰍
か
の
税
蹴

M
mり

の
日刊
にか
つ
て、
こ
の
創
出
mm刊は
寸
きは
h
vが
っ
た

勝
献
を
僻
け
て
ゐ

る
・
そ
の
政
まし
い
船出
航
も
あ

る
が
、
山
町
つ
て
の
除
問
に
鵬
り
、
出
働
総
織
が
の

U
F輸

を
戦
っ
て
織
を
伸
く
。

ハ
b
Lは
り
)
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-
'
p
a
n

，

&
P
T畠
置
，
，
、〓g
r
a
-
-
，
，
、
、.
a，
、
E
b
A
K

町
割F、
る
八
ル
二
十
悶
m
H政
附
上
陸
ほ
後
斜
畠
智
の

b
L
P
曇
わ
ぬ
か
官

，

且

E
E
-
-

ず
e
也

負
傷
を
し
た
我
が
岨
泌
総
部
隊
長
は
細
川
口
は
す
っ
か

り
借
え
て
し
ま
っ
た
が
料
だ
に
持
艇
に
ヰ
つ
制
賊

-
2
書

り
山w
mを
だ
れ
た
まhで
あ
る
。
だ
が
と
の
勇
猛
そ

の
も
の
、
?
?
な
野
川
の
臓
の
厳
に
は
が
が
脚
部
川
町
の

い
づ
み

Z
b

い
毒
事
宝
-
舎
な
か

袋
一
が
あ
っ
た
。
炉
切
の
夜
滋
み
切
っ
た
大
内
棋
の
巾
に

内
H
L
偽
怠
駒
骨

a

・
'
a
ι

ル
吾
ひ
と

兵
士
遠
の
安
ら
か
な
縫
広
を
立を
L

ゐ
る
臨
時
で
も
-

M
rき
て
繊
同
町
『
制
閉

伊
同
門
叫
W
M阿
川
町
」
と
叙
備
を
川
崎
へ

て
ゐ
た
の
だ
バ
山
中
時〉
と
れ
は
つ
い
球
出
町
駅
の
が
雌

b
b
e
，
、
珍
て
の

-
-
L
P

か
た

銀
燭
の
灯
に
鮒
さ
れ
つ
つ
向
者
に
し
ん
み
り
と
際
っ

た
が
即
時
吋
の
枇
叫
で
あ
る
@

-
J
お
茶
務
滋
の
箆
軌
を
附
し
た
・ζ

j

;
r
e
-

-i
i

:

:

 

の
」J
r々
々
の
山市
川
相
ζ

そ
対
い
川
崎
叫べ
削
除
a

だ
、

• 

の
お
俳
供
養

ー

上
海

の
が
影
郵
船
「
坊
|

桝
一
般
に
持
た
る
訴
を

T
F

る
い
吟
だ
、
ζ
の

議
舗
は
吟
，
V
V
M
r
T
m
m
，
じ
絡
だJ』の
W

紫
の
緋
織
の
川
崎
を
掛
川
す
る
と
備
に

γ
儲
ら

へ
て
帥
山
川
叫
に
蹴
搬
す
る
・
と
し
て
も
、
緋
滋
に
蛾
を
川
口

は
す
税
は
仰
が
な

い
。
綾
子
怖
に
経
ば
っ
て
ゐ

て
も
→
新
と
し
て
説
付
し
て
時
っ
た
こ
と
は
な

い。

.

4
4の
崎
り
ま
ど
ろ
み
に
も

M
Aる
も
の
は
眠
慨
に

T

ぬ

G

占
1

、
建
去

L
t
d

m
敢
に
仰
れ
た
影
ぬの
額
だ
、
と
の
仰
れ
た
帥
刑
時
計

滋
に
鮒
宣
さ
れ
て
は
惑
に
な
り
ふ
れ
と
舷

'
』
&
電
'

す
る
w
vが
m
w部
る
の
だ
。
ハ中
前
町V

M
W附d

，

は
蹴M
m
t
崎
刈
の
が
予
と
な
っ
た
と
T

船
併
が
附
孫
、
仰
向
の
猷
特
例
の
川
崎
に
つ

い
て

撚
る
の
だ
。
ハ

中
世
町〉

本

記

者

誌
一

-
F

雰
に
ヂ
も
の
で
は
な
い
、

鵬
ω
叫
に

日
間
め
て
ゐ
る
う
ち
が
時
い
の
だ
似
し
み
慨
を
帥
挽

い
た
ら
城
府
議
緩
み
の
需
を
艇
が
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
時

v
臨
時

，

が
穏
を
玲

ナ
嚇の
M
w
m
m

、
ζ
れ
は
料
鋲
で
は
献
閉
山
川
一
貯
な
い
、
肢

は
擦
の
p
m
w
(に
が
叙
併
を
峨
へ
て
ゐ

る
、
総
し
艇
の
幣制
剛
の
慨
を
俄
附
し

て
即日
〈鳴
に
は

緩
長
な
い、
擦
の
伊
ひ
附
(
に
緩
怠

e
h
ヤ
ゐ
企

'
i
y
p
η

主

u
q
H

，、
M巳

へ
て
紡
織
を
総
-
-
す
る
、
仲間
る
彼
耐
ん
引
を
下
ず
の
だ

・

ζ
の
哨
の
併
併
に
は
樹
鯨
に
川
町
ド
は
な
い
と
耐
似

し

い
つ
の
仰
に
か
船
舶
が
貯
え
釘

き

て
ゐ
る
t
i
l
-

て
ゐ
た
.
ハ
+
月
二
+
園
東
京
朝
日
砺
問
所
織
。
。

に
で
高
篠
崎
骨
張-
R
+九
日
a
g〉



• 
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W
執
は
新
艇
の
ζ
の
容
に
熔
〈
ザ
た
れ
る
時

2
2

.

特
議
時
桜
子

r後
み
が
に

L
-
φ
'
B
9

ず

つ
い
て
知
り
た
い
と
あ
せ
り
な
が
ら
-
桶
日
過
ぎ

た
こ
十
二
峠
の
砥
、
慌
時
効
ぷ
膨
間
的
耐
と
し
て
料

配
に
つ
か
れ
る
滋
議
貯
の
震
予
議
し

て
、

は
か
ら
ず
も
滅
し
た
時

J務
総
箆
祭

京
畿
邸
時
に
篠
母
の
俄一銭
艇
を
ゲ
杭

明
、
.
3

が
山
山
来
た
。

繁
削
除d

，

は
例
か
ら
七
銭
の
影
山
ハ
鎚 日

中
で
内
航
総
帥
抑
制
山
、

=
た
が
時
間
乎
さ
ん
を

-
Vに
刊
』

〈
札
崎
山
叫
の
滋
を
慰
め
て
献
い
た
の
が
、

m
m討
結の

回
線
材
獣却す
の
縦
で
あ
っ
た。ヂ
副
長
崎
の
飯

能
倒
的
にmw
w
し
た
燃-
併
で
る
る
。

椛
昨
季
何
時
は
V
P椛
貯
の
附
略
的
即
m
E，
崎

附
で
、
業
協
に
鮮
のmを
誠
，
れ
て
品
川
偶
働
滋

の
慌
に
純
紙
さ
れ
、
川
町
て
崎
純
麟
ぜ
ぬ
鋭
郎
防

M
W献

誠，

た
る
純
子
制
艇
を
鴎
附
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

r、

、J

武
ド
ル
の
齢
鷺
察
部
隊
長
を
一
散
る

• 

. 

, 

い
ま
、
成
怖
の
鰍
-
蹴
に
か
つ
て
樹
齢
航
船
剛
の
村

-
掛
…
を
献
げ
ら
れ
て
ゐ
る
艇
鮒
秒
以
跡
艶
臨
の

h
f

で

白

旗

m 
光

は
、
封
肢
の
機
織
餓
に
翫
崎
、
ラ
ヂ
オ
構
で
姉
俄
倖

撤
僻の
腕
と椛
ず
る
・
そ
し
て
そ
の
徹
鋭
の
部
さ
、

総
結
鰍
鰍
の
猷
齢
、
動
刈
と
し
て
は
齢
に
駁
都
防
な

加
で
あ
る
こ
と
も
倖
梢
じ
の
艇
と
蹴
ふ
。 叫

的
は
ル
町
の
鵬
櫛
肱

v
m恥母
か
械
が
織
の
倣
都
で
あ

り
、
静
か
も
舵
な
る
般
都

で
な
く
鱗
僻
に
も
ま
さ
る

郎
に
即
時
い
鋭
鱗
鉱
山
部
で
あ
る
こ
と
を
体
制
併
特
し

H

げ
除
い
。

艶
の
腕
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
耕
一
壌
の
砂
静

争

頓
に
傭
っ
た
際
け
い
や
舟
崎
は
都
駅
に
き
う
皆
ふ

­

加
問
に
務
践
し
て
く
れ
る
な
と
、
臥
を
磁
め
て
の
倖

獄
般
で
あ
っ
た
が
、
細
川
の
艇
で
な
く
て
お
鍛
僻
の

こ
と
路
、
鵬
く
一
般
に
そ
の
-
臓
を
畑
町
仮
へ

し
て

持
川
に
鎖
倒
の
畿
を
鱒
ひ
除
い
と
椛
ず
る
の
で
あ

ゑ
V。

鋭
、
制
た
る
悦
部
を
掠
ん
で
ゐ
る
時
に
は
な
か
/
、

、

お
部
抑
制
を
耐
闘
い
て
も
徹
備
の
鱒
り
に
貯
て
も
材
搬
に

は
な
り
に
く
い
・
た
ど
取
の
特
に
苅
る
だ
け
、
蝿
の

村
でm
z鰍
す
る
だ
け
、
払
野
町
留
で
創
艇
を
特
し
膨
離
で

宇
b
E
h
吋
ロ
は
せ
る
に
命
き
な
い
も
の
だ
。
寸
貯
ひ
部
し

み
の
ド
y
艇
に
つ
き
叫
脱
さ
れ
、
臨
み
の
鰍
に
蹴

一む
暗

に
、
は
じ
め
て
、
陀
艇
の
艇
を
対
め
る
。

鵬
輸
血w隊
慰
が
域
獄
に
慨
を
対
め
、
誠
艇
札
乞
特
さ

れ
る
棋に
な
っ
た
の
負
紘
一
械
な
開
館
に
即
っ
て

静

た
・
妹
船
、
そ
れ
砂
艇
に
も
織
が
徹
の
飯
郡
と

し
て

ー
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• 

• 

の

の
鋭
艇
は
特
し
て
伊
ら
れ

た
が
、
鵬h
w占
ハ
側
刊
の

ω坊
の

こ
と
、
働
か
に
二
蹴
附
の

憾
に、
栂
いRい
で
コ
仰
の

m
m
r阿蛾
の
仰
向
山
付
税
と

一二

郊
の
わ
府
勢
干
さ
ん
を
内
」
〈

さ
れ
た
。

E
ふ
し
A

入
信
の

ど
'
E
動
機

伽
仲
に
斡m
w仙備
を
悌

"
まo

e
z
n
n
v

e

た
監
の
坐
っ
た
人
で
点
、

寸ぃ仰
の
宇
山
内
で
す
ら

、

踏

ん
や
嶋r
い
で
コ
仰
の
m
u

m
uに
勝
れ
た
な
ら
ば
、
斡

械
の
俄
僻
も
脳
も
ガ
ラ

ガ

ラ
ツ
と
腕
搬
な
〈
勝
れ
て

.し
ま
ふ
。
砂
際
的
慨
が
似
抑
制

駅
儲か
ら
か
説
断
機
へ、

即
時
い
戦
隊
川
町
協
の
慨
に
燃

え
凶
存
久
崎
の
樹
な
・
恥

蹴
の
俄
舗
も
、
峠
の
川
村
恥
の
貯
雌
の
献
に
は
寸
た

ま

り
Jも
な
か
っ
た
。
こ
ら
へ
ん
と
し
て
こ
ら
へ
ゆ
れ

ぬ

〈

S
U

品
'

苦
し
み
に
、
心
を
ゑ
く
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
・
こ

の

総
織
な
憾
み
に
作
ち
砂
た
う
と
す
れ
ば
す
る
機
部

し

み
は
伸
し
、

蹴
し
み
は
都
る
。
抑
制
は
似
織
に
創
似

し

お
耕
地
に
鋭
似
し
、
村
駄
に
鋭
慨
し

、

そ
の
鴫
儲
に

熔
銑
艇
の
静
り
が
た
さ
だ
け
を
お
部
し
て
砂
隊
最
の

ぷ
怖
を
臨
め
た
岬
さ
す
が
は
跡
刈
だ
け
に
蹴
に
は
鶴

は

さ
れ
な
い
が
、

そ
れ
だ
け
に
鍛
っ
て
悦
村
の

も
だ

主
や
る
せ
な
さ
は
磁
か
っ
た
檎
で
お
る
。

「
縦
し
み
に
作
ち
伊
つ
の
で
は
な
い
、
憾
み
を
勝

り

却
っ
て
し
ま
ふ
の
で
も
な
い
、

ど
う
す
る
こ
と
も
郎

知
ぬ
件
の
悔
み
の
ま

与
に
、

縦
しみ
の
ま
与
に
純

掛
川
に
鍛
へ、

M
m燃
に
般
ひ
を
蹴
く
の
で

す
、

部
し
い

ま
L
に
m
m僻
附
排
除
艇
と
轍
へ
、
や
る

せ
な
い
ま
主

に
伊F
W伸
一
階
備
と
轄
す

、
狩か
佐一は
仲
除
へ
仲
っ

た
の
か
と
も
苧
え
構
ね
る
の
で
は
な
く
て
、
ル
昨
の
俸

制
を
そ
の
ま
与
脱
獄
に
恢
げ
て
桝
げ

m
wる
鋭
備
で

す
、
ル
町
の
概
念
し
ぼ
り
、
峠
の
悦
の
あ
る
だ
け
を

酔

げ
即
し
てM
N伊
併
伸
排
除
艇
と
純
す
艇
、

そ
れ
だ
け

で
す
」
・
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件
う
-骨・中
世
併
の
慨
をお
附
す
る
い
判
に
、
際

J
mと

制
悌
慨
を
せ
ら
れ
、
強
制
ら
か
に
料
加
を
か
つ
て
南
駒

仲
蜘
砂
備
な
せ
ら
れ
る
備
に
な
っ
た
・
械

が
偽
の
肱

情
識
も
怖
も
な
く
償
え
ら
れ
て
川
町
や
伊
や
が
郡
織
に
.

齢
的
切
へ
僻
ふ
時
に
は
脱
ず
苅
き
た
臨

で

ニ
倣に
静
ま

れ
、
慨
持
の
蹴
情
も
恥
総
静

か
す
こ
と
な
く
僻
け
ら

れ
た
。
職
蹴
へ
脱
蛾
の
姉
と
隣
か

ら
仏w
m引
の
柿
と
に

は
恐
峨
ず
慨
し
し1ニ
殺
の
伽
憾
の
献
に
鰍
づ

い
て
創

悦
せ
ら
れ
た
。

の

か
う
し
て
、
骨
蹴
ぽ
は
鋭
艇
の
静

り
が
た
さ
を
は

っ
き
り
と
慨
ら
れ
、
倣
っ
て
ら
の
こ
貯
を
停
申
鵡
し

み
も
そ
の
まh
紋
艇
と
な
っ
て
慨が
総
ゆ
脅
鰍
か
れ

て
仲
っ
た
。

間
吟
詠
し
て
骨
は
れ
る
に
は
、

『
酢
併
は
こ
れ
ま

で
シ
ベ
り
ャ
、
続
叫

m鱗
に
山
町
て

柵
慌
に
的
臨
hは
静
蹴
に
も
川
町
駅
は
し
、
制
を

m
r
げ

山
附
し
て
船
体
っ
た
艇
は
崎
川
あ
っ
た
、
が
コ
仰
の

k
'

似
を
知
っ
た
時
の
弘
知
山
間
ほ
ど
照
麟
な
艇
は
齢
て
な

か
っ
た
』

持金と
で、

あま
りこ
まと
せに
う い
.つ

{ま
1') 

ぬ
uiん
人E
と
し
て

民t
食き
の

祭・

か
た
る

U
4

ぷ
吋

t
A
U

・

一
家
揃
っ
て
念
偽
信
者

働
問
答
け
八
サ
粧
を
跡
え
ら
む
砂
耐
震
の
砂

鍛
と
、
も
W
Mと
鶴
刈
の
主
・

'山
内
さ
ん
と
で
あ
る
が
、
件

の
砕
h
r邸か
恕
ま
こと
に
蹴
るL
制
品
川
加齢
臨
で
あ

る
。
跡
刷
出
は
俳
蹴
か
ら
館
側
般
都
で

、

続
を
砂
し
て

ゐ
ら
れ
る
せ
い
で
も
あ
らう
が
舵
ん
ど
鱗
怖
に
た
り

ぴ
た
り
で
貯
え
ず
創
備
を
特
し
て
お
ら
れ
た
。
砂
隣

同
期
が
鋭
慨
を
斡
し
い
相

A
J
U
ω
り
の
将‘宮
山
即
し
て
粧
ま
わ

る
燃に
な
る
と
際
さ
ん
も
長
さ
ん
秒
・
も
慨
す
鰍

っ
て
お
繊
の
認
を
勝
り
山
町
し
苅
き
な
臨
で
お
つ
と
め

を
せ
ら
れ
る
。
山
明

か
ら
廠
械に
品
川
く
と
川
市
で
淑
ん

で

.

ゐ
た
手
側
紛
が
「
甥
さ
ん
が
争
え
た
ご
と
骨
っ
て

総
の
村
へ
絞
り
す
で
、
手
め
い
く
に
お
鰍
の

戒
を
ゆ
って
僻
甑
の
献
に
創
っ

て
、
臨
し
き
う
穴
飴

で
お
織
の
蹴
ま
る
の
を
伊
ち
・
』
が
れ
て
ゐ
る
榊
樹

で

あ
る
。件

の
幣
隊
践
に
し
て
件
の
瀞
臨
み

の
り
、
ル
町
の
ふ

r留

に
し
て
件
の
静
脈
母
か
あ
る
。
川
町
は
除
の
ゆ
械
に
つ

り
こ
ま
れ
て
、
に
は
か
に
紗
蹴
熔
を
かつぎ
Mげ
る

の
で
は
測
し
て
な
い
。

R
m
w
か
・』リ
・
』
の
鵬
此
な
鋭
鱗

軌
を
悦か
ら
脱
獄し伊
り
が
た
く
蹴
ひ
、
そ
の
儲
僻

の
h
r臨
を
邸
ら
慌
僻
し
て
ゐ

た
の
で
あ
る
・

犠
葉
山官
僚
鰍
一
慨
に
畿
各
げ
作
っ

て
献
踏
の
簡
に
聡
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
載
に
、
健
に
時

総b
z砂
けっ
、
脱
倣
蜘mh
p
の
崎
勝
開
山
附
に

-
V
を
凸
仰

れ
て
駅
伝の
時
を
挺
し
て
倖
ら

れ
る
だ
ら
う
。
そ
の

や
w酬
の
飢
鋭
、
・い
携
の
仰
識
は
仰

梢
へ
て
抑
制
ら
が
栂
慨

す
ぺ
く
も
あ
り
ま
す
ま
い
。
だ
が
縦
は
鰍
叡
す
る
。

限
料
似
ず
鋭
慨
を
部
れ
て
ゐ
ら

れ
ぬ
・』
と
を
。
あ
の

一
昨
そ
む
く
せ
ら
れ
た
航
臓
の
脱
ひ
は
、
併
は
般

b
p

砕
献
の山
川協
に
駅
して畑町献
b
E鵬
る
概
ら
か
な
絞
側

岸
記
い
車
両
《
令

乙
&

と
な
っ
て
部
総
長
の
U

か
ら
ほ
と
は
し
っ
て
ゐ
る
m

で
あ
ら
ふ
。

勧
僻
併
梢
臨
鮒
砂
際
問
問
の
駒
山
ゆ
か

し
い
般
併
の
眠

り
斡
も
、
け
い
恥
'
持
ほ
の
撒
腿
・
な

m
wポ
ぷ
較し
て

躍
る
脱
を
瞥
ヒ
蹴
へ
ょ
う
。
抑
制
ど

も
は
た
ど
、
M
Uか

ら
な
る
鎖
倒
を
助
て
斡
税
の
蜘
叫

んF鈍
い
掠僻
を
併

舗
し
、地州
隊
問
問山
肌
め
掛
川
判
の
釦
蹴
敵
対
を

蜘
猷
す
る

の
み
で
S
る
‘

‘ 

• • 

ー
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中?佐・
尉L

の藤2

突:

撃:

説:

• 

E

つ
に

怠
き

E
R
-
-
2

校
長
ろ

十
月
十
九
日
の
初
、
似

E
串
み
F、
級
争
の
=
品

l
R
と
附
般の
怖ひ
で
も
総
引
き
う
な
M
Mし
い
臥

似
の
滅
的
帆
さ
れ
て
ゐ

る
鰍蹴
を
山附い
て、

山
内
か
ら
持

h
z、
語
よ

P
事
-
e
av'
a
-d
ゆ
し
ん
ぶ
ん

へ
と
会

ー

る
や
う
に
悦
ん
で
ゐ
る
と

、
東
京
朝
円相
判
開

私
設
に
、
凶
綴
きの
議
事
で
、
長

官
か
愉

E
Z

ら
ラ
Z
，、

，
L
e
a
h
'
u
'
L

止

p
，
阻
ん

協
と
遣
な
創
節
、
村
-
、
初
さ
ん
、
支
那
抽
出
入
ト
P

h
M0
・v
"

し
も

、

、
、
、

ふ
し
置
み

ォ
、
鍛
株
価
押
緩
み
俊
法
地
冗
熔
」
と
い
ふ
米
忠
悦
な

H
A

n
-
-
E
9

て
3
h
4

・
!
日
当

b
寄

附
し
で
、「
O
O
に
て
絞
川
町特訓
州U
十
八
刊
殺
」
の
特

慨
が
鰍
僻
凡
さ
れ
て
ゐ
る
の
が

m
mに
ど
ま
っ
た
。

ふ
ξ

舎
内

‘
・

&
r
'
a
m
a
u
民M

・
aR

或
る
級
感
に
働
問
を
・
と
き
め
か
し
て
、
積
ん
で
ゆ
(
と

包
つ
符

8
A
Z
F耐
と
よ

ん
M
F

ー

l

貨
は
五
六
行
伶
づ

h

飛
ば
し
て

m
L
P勿
・
ら
、

俄
い
で
僻
か
を
鍛
ナ
や
う
に
m
mで
針
ひ
か
け
て
ゐ
た

の
だ
が
|
|
る
っ
た
1

「
ゃ
っ
た
な
」

j

:

:

:

 

ι
叫
は
尉
は
ず
眠
を
即
し
て
し
ま
っ
た
。指
紋
一

b
h
v
eA
d
ふ
〈
L
霊
C
ψ
'

a
む
の
'
む

b

し
ゃ
う
g
b

事
た
い
O
ん

の
名
刑
判
、
銅
山
州
桑
折
の
無
能
地
す
の
和
内
川
、
佐
泌
総
然

島
高
品
ぷ
〈

4

9
h

中
尉
の
柏
町
酷
酬
が
僚
へ
ら
れ
・
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
@

あ
っ
た
!

佐

• 

法:

暗

藤

回g.

貝

11慎

与
ι
も
・
a
'
L

な

ら
苦
-
Z

凶υ
U

。

さ
ん
と
村
長
さ
ん
と
支
郡
山
出
入
と
い
ふ
音
色
の

鶴
っ
た
三
一
枕
の
焼
討
が
伊
隊
り
対
蹄
に

r
っ
て
、
=
一

院
の
将
戦
の
側
、

滋
に
が
炉
叫
が
匂
怒
川
唱
と
悦

h
F
L
T
h

，
内
4

ぜ
ん
e
b

哩
う
句
ゅ
う
&
号
色
τ
'
~
e
ι
，

.
a，

む
上
海
撚
線
の
茶
盆
要
氾
駄
を
占
領
し
た
と
い
ふ

E
L

・4

包

h
RL

'・
E

き

慌
で
、
そ
の
記
事
の
あ
ら
ま
し
は、

私
の
削
伽胸
部
を

〈
暗

i
F
9
f
p

障

塁
、加
へ
て
市
甘
いて
み
る
と
次
の
泊
り
で
あ
る・

と
の
=
及のう
ち
山
怖

さ
ん
と
い
ふ
の
は
が
脱
税
縦

k
品

L

止
色

5
k
r
t
v

玉
、
・
2
2

中

州
師
、
支
那
浪
人
と
い
』
の
は
山
本
向
耐
火
川
刷
で
乙
の

擦
の
限
M長
崎
と
原
弘
吟
認
伊
一
十

e
栓
‘ド

凶
会

-
o
'
E
T

ん

L
E

伊

同ゅ
ん

ム
ハ
畑
州
必
で
放
あ
っ
て
中
訟
でW
4を
退
い
て
、
そ
の
出T

e
い

L

唱
す
ご
‘

-
v
u

へ
ん

必
を
支
那
に
過
し
て
ゐ
た
の
が、

ζ

り
僚
の
準
価
震
で

B
'
t
?
レ
山W
9
eぃ
，

玄
事
華
民
b
z

‘

脚m
H竹
川

縦
し
・た
の
だ
さ
う
で
あ
る
。
山
本
大
ω
の
父

は
諜
援
に
r
v
q議
と
し
て
時
僻
し
て
、
制

叫
甘
み
ず
ず、
そ

の
似
か
ね
ヂ
炉
叫
同
は

ど
吟
な

f
ん
じ

之
ろ
ゐ
ラL
-
v

え
ん
ル
事
い
た
・
・
止

が
も
爪
が
功
暗

W4引
と
し
て

m
Jハ
等
&
孤
い
て
M柚

り

附
峨
鰍
附
.
で
は
『
恥
関
山
却
さ
ん
」
で
織

っ
て
ゐ

. 

• 

-
S
2

u
h
T
E
H
2

・

L

'
b
b
L

，

る
。

山
本
大
ω
の
内
品
もb叫
一
、
犯
h机
士
山K6

m
校
に
あ
亭

と
い
ふ
か
ら、

一
弘閉
館
い
て
野
山
川
の
鉱
械
で
あ
る
か

空
軍
あ
え
℃
守
合
ふ
，

NL

母
'
E

ι

も
う
一
人
ω
村
長
さ
ん
と
い
ふ
り
は
、

訊
刷
ぬ
町
総
点

-
z
z
u
e
u
'
e
c
h
k
u
。ι
う
の
事

こ
ん
〆事
担
ぶ
E
RW
L

曽

i
HA
Mん
詳
d

白
川
都
常
唱
村
の
妥
及
、
近
政
永
ハ
氏
で
、
山m鍬
同
社

時
とし
て
械一
陣の
倣
剣
を
み
に
締
め
て
ゐ
る
断

鴨
崎
市
だ
さ
う
で
あ
る
ベ

川特
貯
のζ
と
字
紙
邸時
ω

こ
と
に
砕い
て
は
、

政
織
的
.
続
税
詳
の
髭

.

慨
が
時ーー
材
吋
ぷ
議
3
0
が
野
と
時
鰍

ι
s
t
'

事
も
4
L

-

T
-
L

匂
今

を
知
ら
せ
て
〈
れ
た
。

依
跡
峰山
河
川
附
と
足
立
氏
と
代
脱

.
撒ω峨
械
で
あ
るよ

ζ
の
三
日
川
は
い
づ

れ
も
阪
釘
ど
し
て
兆

を
判v
uて

船・
と鵠
叫
附
し
た
。

d
，
防
総
抗
院
の
艇
は
二
十
一

-
R附に

断
然
?
川へ
て
誠
司
柏
町
な
泌
が
献

で
あ
る
ぷ
に
、

h
w
a
p
唱
が
た
健

'
p
f

ら
れ
値

n
M
W

令

官H
足
砲
の
納
得
に
紛
の
n

の
や
う
に
ト

ー
チ
カ

を
純

H
9
9

ご

管
ゅ
う

ら
し
、
抑
せ
ど
も
突
け
y
・

も
訓
聞
か
ば
こ
そ
、
ニ
爪
一
-
一

時
の
蛾蹴
は
紘
と
もm
?と
と
が
山
叫
が
な
か
っ

た
。
ゆ
榔
引
制
は

m
wにm
r印
刷
を
仰
向

じ
て
、
脱
却
仇
鰍
を
泌
す

る
肥
川
怖
か
ら
撚踏
を
ザ
っ
て
猷
ん
だ
。
=
ベ

V
muに
は

'
'
h
v
f
宮

宜
管

ふ
ぽ
ず

一瀬
〈
紙
の
川
近
か
ま
で
似
り
泌
む
こ
と
が
で
き
た
。

十
吟
十
七
時
、

時
も
加
盟
黙
の
伊
仰
山
で
あ
っ

た
。

ょ
の
炉
、
路
拡
配
耕
憾
と
附

リ
ポ
ヤ
縛り
純に
引
が
れ

守
主
“
，h

e
・

e
・
A
J
a
r
事
r
、

，
d
b

且

た
が
、
江
市
の
地
は
削
別
川
月
峻

A
Hと
川
町
え
波
っ
て、
そ
の

刊
に
縦
し
似
の
縦
〈
紙
る
町

樹
申
献が
の
削
慨は、



突一一

鶴
間の
納
付を
伊つ
崎，

F
F
、
引
の
蛾，

怖

を
が
ぴ
附
し
た
こ
と
で
あ
ら
う

。

品
川
の
す
な
服
の
坊

の
泌
れ
る
刊
で
は
、
議
も

僻
ら
ぬ
附
の
ず
が
掛
〈
附
え

て
・0
た
。
前
川
婦
問
だ

。

.
川
町
部
材
伊
は
税
艇
の
悦
ポ
ト
ツ
ト
を
け
ム
か
ら
し
っ
か

H
S

3

f
h
qち
事
ヒ
噛
ゐ
h
企
庁
は

り
と
押
へ
た
。

そ
こ
に
は
、
去
る
丸
月
中
旬
沼
紛

e
u

a
z

一
た

と
ん
じ
ゃ
う

b
か

鉱
念
に
よ
る
に
捻
っ
て
A
Y
必
の
別
れ
に
と
ポ
ケ
ッ

ト
の
蛇
熔
〈
智
め
て
き
た
齢
が
賊
御

μ誌
の
山
内
側

崎
刈W
M
M
併
の
叫
終
憾
の
川
町
践
が
刈
っ

て
ゐ
た
府

議
ネ
と
な
っ
て
野
み
をW
っ
た
峠
銭

安
事

責
必

至

F
L
ぶ
，、

忌
ε

像
で
あ
る
。

中
尉
ば
又
、
寧
般
の
外
の
ポ
ケ
ッ
ト
を

例
へ
て
み
て
、
蹴

て
叫
惣て
き
た
一
般の艇一
?
吋

ろ
に
W
リ
即
して
、
駅
下
に
叫
っ
て

e
H
L

r
d時

ぜ
ι
S
L

円t
A
&

「
山
出
死
は
凡
で
前
世
の
宿
紘
だ
1

」

E
E
E

聾
d
s
L

'

み
い
慌
が
を
す
つ
け
た
。
「
情
』
の犯
者
は
た

だ
ζ
れ
r
け
の
椛
が
を
し
か
樹
じ

て
ゐ
な
い
が
、
も

?
r

h
F
買
が

F
・

・
'
F
-
V均
げ
ん
こ
e

っ
と
相
川
か
官
っ
た
に
抽
出
ひ
な
い
と
思
ふ

。

人
間
が
育

制
加
で
終
か
を
姦
し
よ
う

と
す
る
幻
滅

、

ω.

崎
山
川

-

L

d

3

9
v
 

だ
呼
駁
づ
ま
る
静
け
さ
だ
こ
れ
に
制
酬
い

て
E
う

エ
お
ふ
た
お
ら
な
い。
m
w
h
F
r

っ
た
瞬
に
、
.
ぬ
附

の
殿
艇
か
ら
山
山
る
慌
が
を
的
リ
引
と

総
倒
し
て
み
る
が
、
る

れ
も
こ
れ
も
ピ
ツ
F
F
し
な

い
。
予
す
去
で
あ
ら
-
A

。
時
い
繋
を.
3

• '免一一法( 19 ) 

及
-
一
泊
似
パか
げ
つ
け
た
の
に
鮒
ず
い@
計

一批
か

ら
械
ー
を
山
市

て
h
の
蹴
縦
で
あ
る
。
と

の
桜
紙
に
麟
じ

て
、
叫
楚w
u似
た
る
「
お
嬢
さ
ん
」
か
み

ゆ
る
E
'w
u
-v'
K

陸

、
z
t
a
F

よ

へ
ら
れ
た
遣
な
般
企
瓜
り
附
し
て
抽
崎
将
ら
か
に
醐
肌
み

pげ
た
。

伊
?
の
わ
九
艇
は

.

取
を
叩
悼
ん
で
餅
ま
り
依
っ

た
。
倣
し
時
〈
し
て

r
v
w
づ
ま
る
剣
持
品

内
し肺h
も
渇
ひ

官

会
ん
や
ほ

2
‘
ー

け
て
〈
る
と
、
兵
泌
の
聞
か
ら
は
峨
品
開
ま
っ
て
桜
リ

川
町
き
の
艇
が
賊
え
て
き
た

。

そ
れ
も
採
寸
し
き
り
す

や

へ
-
h
怠

年
寄
げ
ん

ぬ
穆
ん

る
と
止
ん
で
、
兵
治は
銃
剣
を
m
mい
C

つ
け
剖
聞
を
し

V
F
、
ル
事
v
・
診

断
ま

ho
リ
臥
-
-
‘
，
は

凶w
・
内
町
瓦

た
。

叡
占
拠
般
の
身
雌
耐
え
だ
@

制
'
一
下
州
忠
松
下
地
用
叩

て

句
会
草
ん

畠
b

な
か
と

n
d
v
‘v
・
・5
弓
LH
a
A
，
砂
市

P
L

S
E

宝
子
機
殉
の
扇
町
中
を
失
問中U
A突
撃
、
遂
に
点
の
安

の
ほ
の
ぼ
hり
と
川
む
時
に
は
、
さ
し
も
り
磁
の
関
川
町

畢
号
、
4
7
b

が
f

ん
@
ん

h
w
'
t
R
Z
S
有
色

一之

も
総
崩
れ
と

な
っ
て
、
役
得
は
続
前
町
の
冊
以
間
宮
地
駄
を

M
M慨
す
る
と
と
が
で
き
た

。

そ
の
向
山
崎
紙
幣
な
鱗

鰐
ぶ
り
を
、
総
視

の
，
船
減
脈

で
山
品
た
ゐ
た
一
椛
紙
は
、

-
書
‘

。

窓
会
介
事

一
起
で

ゆ
完g
F
E
'予
‘
，

「
係
リ
の
訟
散
さ
に
涙
が
附
て
、
訟
法
嶋
崎
の
レ
ン

ズ
が
悦
っ
て
、
よ
〈
川
品
え
な
か
っ
た
』
と
耽
っ
た
き

う
で
あ
る
.

腎
執
は
官
邸
付
伊
と
は
尉
邸
ザ
似
桁
ド
蛾
ペ
て
ゐ

た
・
備
は
夜
明
燃
や
て
時
校
長
緩
い
り

蜘
定
〓

-
L
Z
西
い
μ
，
、

e
z
r
z
l
X
6
1

を

い
が
か

よ

お
宅
か
ら
、
大
豆
大
棋
の
A
R
A身
の
総
数
火
祭
に
遇
っ

て
ゐ
た
。
持
越
と
航
紛
で

mw・
え
たM
W川
町
な
四

一鮒
な
批

. 

n

*
十

む

か
ん

金
う

い

S

ゅ
う
伽Z

u
a

仰
で
よ
〈
ル
悼
み
時
間
に
は
校
低
で
武
労
淡
に
花
t
g

m
kか
せ
る
鉱
憾
な
収
倍
で
あ
っ
た
。
ロ
マ
ン
テ
イ

見

ト
の
鈍
か
っ
た
そ
の
践
の
開
時
の
悼
で
は
、
昨
艇
の

'T
守
H
e
h

e
，

よ

あ
る
存
あ
だ
っ
た
。
成
制
制
も
ず
ば
ぬ
げ
て
山
民
か
た
つ

の
で
、
鵠
倣
に
は
一
川
町
山
凪
い
て
ゐ
た
。
制
抑
叫
仰
が
叫
崎
将

で
販
制
し
て
か
ら
も
、
お
坊
に
よ
か
き
ず
し
て

ゐ
た
。

豊
臣

-a

包

に

‘
。
み

「
初
日
」
o
m
引
を
家
の
意
に
見
せ
て
や
ると
、

「
あの
ば
な
ら
似
配
線
れ
賜
る
で
せ
う
」

・
2
1“.
4

0
9
L
-
v
L
事
w
a
Be注
戸
ν
h臨
ん
日
ん
げ

'
A

と
憎
し
あ
っ
た
。

筆
者
は
白
川
欲
的
信
念
の
あ
る
人
間

ζ
&

カ
ヨ

L
a
n
e

詞
E

の
、

礁
に
望
ん
で
の
章

一一怖
を
思
っ
た
。

似
し
低
滋り仰
向
か
ら
の
m
M
m
に
よ
る
と
、
こ
ハH
m
m

t
F
E

ぅ
，

A
V
I
9
事

日
む

肉
で
か
そ

れ
に
絞
い
て

の
検
閲
で
か
、
十
八
川Hap-あ

る
か
ら
慢
で
あ
る
が
、
霊
仰
い
艇
が
に
略
家
事

制
をMMけ
て
、
M
M縦
減，

般
に
制
的3れ
て
ゐ
る
さ

う
で
あ
る
。
織
の
伊
絞
さ
ぞ
か
し
と
船
側
ナ
モ

M
W
4
か
つ
てM
mっ
た
こ
の
鰍
附
の
ザ
リ
伊
告
を
、

シ
v
u，
州4
念
hnn
，
ふ
《ι

降
z
r
E
a曾
-
3
4
3、
，
"
し
ゆ
っ
u
mu

上
海
州
政
則
伎
と
し
て
中
山
政
策
れ
が
仙
波
す
る

附
に、
断
続
般
紙
か
の
炉
せ
川町
きの
手
総
に
叫
射
し

て
俄
し
た
と
と
る

が
、
怒
利
引
は
官
邸
訴
L
が

t
b

た

a
n
a

っ
て
、
手
総
しC
〈
れ
た
と
.
似
り
が
あ
っ
た
。

そ
の

ま

b
z

か
れ
草
食

upa
，
一〈
一

切
り
絞
き
を
績
ん
で
、
彼の
と
と
だ
か
ら
、一又
一
荻快

h
A
9
a

古
事
b

に
笑
っ
て

ゐ
る
に
利
治
な
い
。
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初;

ゑ;4・

• 

• 

伽'勝
は
静
か
も
路
帥
な
説
に
つ

h
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
苅
峨
か

ら
脱
出
柄
、
釈
一

倍あ
た
り
の
蹴
も
は
ろ
は
ろ

と
抑
制
を
レ
た
ど
レ
て
ゐ

る
。
骨概
砂
の
特
に
が
っ
て
概
抑
制
に

つ
主
ま
れ
た
溢
い
峨を悩
む

る
嚇し
み
じ
み
と
伽
き
て
ゐ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
と
総
し
さ
と

bz蹴
じ
る
。

酔
腕
砂
の
悌
問
山
ゅ
は
す
で
に
斜
ご
も
り
の
勢
肢

に
と
り
か
L
っ

て
ゐ
る
。
即
時
抑
制
は
馳
即
断
を

予
へ、

械
が
馳
酔
に
は
鵜
の
騰
が
}
雛

め
に
し

て
建
て
か
け
ら
れ
て
ゐ
た
り
、
織
に
ゆ
帥
て
た
和
総
が
獄
慨

に
，
儲かく
勲
て
ら
れ
て
ゐ
た
り
す
る
。

郎
制
い
起
の
叫
に
鴎
跳
な
蹴
僻

が
抑
慨をき
が
し
っ
h
鶴
川
町
と
し
た

踏
で
砂
い
て
ゐ
る
。

つ
ひ
こ
な
ひ
だ
ま
で
臨
w
m
V
の
磁
を
船
た
慨
。
慨
に
は
邸

れ
ら
れ • 

静:

脊:

. . 

士口

絃

一
一
良E

田

た
や
う
に
し
て
た
r
-
鶴
の
敏
都
千
か
と
り
の
こ
さ
れ
て
ゐ
る

。

搬
す
と
も
な
く
、
作
ち
勝
て

ら
れ
た
慨V
鱗
い
訴
を
じ
っ
と
ゆ

し
A
もF4

舎

内v
b

ゐ

，
、

つ
め
て
ゐ
る
ば
か
り
に
も
初
多
の
戚
ろ
な
感
じ
は
わ
い
て
来
る
。

ゆ
る
や
か
な
桜
山
ゆ
を
搬
う
て
戦
縫
京

称
えは
じ
め
た
。
な

げ
た
ら
か
な
踏
の
慨

を
給っ
て
榔れが
あ
り
、

縮れ
を
酔
え
て
、

さ

ら
に
な
だ
ら
か
な
肢
が
あ
り

、

民
は
さ
ら
に
邸
よ
り
邸
へ
と
鮮
側

に
つ
r
く
。
日
の山
川
附
に
は
燃
や
繊
の
椛

が
あ
り
、

械
の
か
な
た

に
は
釈
貯
や
、
苅
叫
や
粧
品
官
の
峨
川
引
が

m
m縦
と
し
て
裁
っ
て
ゐ
る

。

E

〈

・
古
〈

啓
か
蹴取る
ご
と
に
、
h
\
J
が
来
る
ご
と

に
、

わ
た
く
し
は
ほ
と

ゐん
たど
。 錫ま

そ日正
し 武。

て綴f
際1 野J.'
9宮f の

で際
議ザ
や 店先占

切，

R 

総
和
械
の
日
刊
を
制
的
い
て

オ
ケ
ラ
や
、

ほ
と
ム
ぎ
す
璃

2
2
 

ゃ
、

烏
瓜
店
、
、

の
し
め
ら
ん
の
協
を
郵
に
撚
っ
て
陣
か

せ
た
。
機‘



の
ほ
と
り
に
P
っ
て
械
措
の
峨
を
踏
め
て
は
誠
に
鰍
っ
て
峨
の
常

の
鵠
を
く
り
か
へ
し
た
。

わ
た
く
し
は
ねTm
V
も
峨
の
械製
を
除、総
配れ
た
る
・が
搬
をA
r

峨
し

た
・
そ
し
て
艇
抑
制の
が
鶴
や
掛
い
て
総
に
蹴
っ
て
仲
つ

た
。
し
か
し
総
に
は
す
で
に
総
る

べ
き
椴
も
ゐ
な
に
湖
町
鮮
を
静

初一一

む
ご
と
に
執かな
斜
の
わ
び
し
さ
が
臓
に
掛
っ
て
幣
た
。

‘
‘
，

し
し
弘
直

M
d
u

陶
j
w

わ
た
〈
し
は
明
骨
死
ぬ
か
も
斜
れ
ぬ
。
或
ひ
は
二
無
一
}
一
年
、
十

-
蹴

u
'陶
均

a
o

」
胴

n
L

年
の
後
ま
で
も
生
き
仰
び
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
も
抑
れ
ぬ
.

4島

は
苅
に
静
る
。
わ
た
く
し
は
舟
ぬ
るζと
を
m恥
し
し
ー
と
は
邸

へ、

書事

"
a
v
・

6
‘
し
ね
ん

恐
ろ
し
い
ーと
は
思
は
な
い
.
死
に
よ
り
て
の
み
ま
こ
と
の
滋
燃は

.

保
ら
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
徹
じ
て
ゐ
る
。

一一 符

わ
た
〈
し
は
んT侠
も
酌
蹴
砂
の
山
内
に
告
・
き
、
斜
を
甑
へ
る

こ
と

-
?
・

が
で
き
た
.
あ
り
が
た
い
Iこ
と
だ
と
忠
ふ
.

臨
の鵬
の
絡
の
根、
同
一
恋
、
・

が較
に
も
骨
き
で
あ
る
こ
と
の

う
れ
し
さ
と
わ
び
し
さ
を般
じる
。

椀
ご
と
に
山
野
磁
を

狩
り
、
・
併
殺
を
狩
り
て
慨
献
に

m
mへる
ご

( tt ) 

。
と
，

h
"

と
に
た
ど
一
人
生
き
て
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
いVろ
い
ろ
の
こ
と
を

“
‘

.
4
1
ゐ
&
し
働
戸
主

6
u
b

削
船
ふ。
す
で
に
約
中
年
の
刷
わ
た
く
し
は
夜
と
な
く
劃
と
な
く
、

鋭
貯
の
五
銭
に
つ
い
て
続
勝
し
、
鰍
酷
し
つ
ピ
け
て
撚
た
。
似

た
い
艇
の
踏
の
献
に
佐
世
し
て
、
勝

M
V齢
期
に
紙
紘
な
る
込
の
を
紘

t

f

!

 

ま
う
と
し
て
ゐ
る
。
二
年
、
=
一
明
、
十
年
、
わ
た
く
し
は
こ
の
一

村
山
和
の
た
め
に
町
崎
容

'
る
であ
ら
う
と
も
慨
の
給
臓
を

も
駅
ま
れ

な
い
か
も
t伊
れ
な
レ
。
し
か
し
わ
た
く
し
は
鮎
湖
し
な
レ
。

わ
た

く
し
は
治
臓
を
鰐
し
な

い
.
わ
た
く
し
は鍛
し
み
の
さら
に
総
く

さ
ら
に
鱗
な
ら
ん
こ
と
を
蹴
る。

. 

貰

側
紙
に
概
の
獄
絵
が臨
を
叩
閉
め
て
し
ま
ふ
ほ
ど
に
併
も
る
。

い

つ
も
は
搬
篠
に
開

閉
き
概めて
ゐ
た
が
、
K
T続
は
そ
の
ま
L
に
山
町
て

て
山
町
く
の
で
、
船
か

も
臨
村が
船ね
峨
の
やうに
総
動
に
鵬
ま
つ

て
ゐ
る
・
m
蹴
の
特
も
そ
の
ま

与
に
蹴
っ
て
除
い
た
の
で
附
似
の

悦
も
般
の
鞍
か
紙
ふ
く砕
・
も
っ
て
ゐ
る
。

部
の
慨
は
廊
の
砂
ち
て
配
の
動
を
作
つ
震
を
動
か
な

併
蹴
に
脳
同

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
は
踏
に
予
り

る
や尉
の
僚
の動

や
慨
の
紙
幣
を
か
さ

こ
そ
と
静
く
部
を
昨
く
や
う
に
な
っ
た
。

恥
町
駅
砂
の
が
誠
に
つ

L
ま
れ
た
鵬
で
は
、
隙
も

h
wかぬ
挑
か
な

4 
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h
v
Jか
つ
ピ
〈
y

b
m僻の
仰
を
・
蜘
り
か
へ

た
り
、

加
似の材
を
m
vへた

り
す
る
た
ん
び
に
わ
た
く
し
は僻
静か
ら
断
予
を
駆
って
酔臓
の

が
へ
総
ふ
。
そ
の
た
ん
び
に
が
も
ど
ま
っ
て
は
鴎
の
線
貯
を

臨め

除
か
くれ
に
砂レ
て
ゐ
た
郎
のp
w
く
・

叫
叫
、mm増
、
か
し

叫
叫
服
佐
、
d 
t工

、 ど
と

ろ
L 、

ろ
t~ 

ら
だ
か
、
ζ

の
は
か
へ
し
、

-
h
a
，

，、

小
R
4
7
か
絞
る
。

初一一

m
m制
の
悼
の
枕
も
え
七
惜

の
慨
にす
っ
か
り
都機
くな
っ
て
、

、

R
E
‘
.
‘
.
・

b

ま
」

b

R

わ
づ
か
に
と
り
の
こ
さ
れ
た
制
米の
紅
い
泌
が
訂
の
上一に
お
し
か

~ 

ぶ
さ
っ
て
ゐ
る
・

怖
の
刊
の
か
す
か
な
船
協

が
り
を
・
助創帰
り
の
物取と
し
て、

い
つ
も
峨
か
跡
伽
側
部
し
て

ゐ
る
や
・3
な
刊
を
ルて
ゐ
る
と
、
秘

-s色
ー

ら
〈
蝕v
ι

し
く
も

あ
る
が
、
品
。
く
も
あ
るe

わ
た
く
し
も
こ
れ
か
ら
は
竹
林

ー，一ー 符

の
町
の
や
う
に
、
う
れ
し
い
こ
と
も
、
鍛
し
ど
」
と
え

さ

凶
}
切
を

じ
っ
と
わ
が
臨
r
跡
い
、
て
伽
く
る郎
り
肌
か
に
舟
き
て
伊
かう
・

戚
〆
臓
か
る
お
吟
吋
は
鵬
る
‘
誌
に
山
町
さ

る
、
諺

鰍
跡
目
は
腿
る
。
台
き
て
ゐ
る
陣
わ
た
く
し
た
も
の
恕
は
隊
ら
れ
て

-r
，
.‘
，
、

宏
文
し
ひ

い

し

‘
.
‘

ゐ
る
。
沈
刷
即
に
よ
りて
強
ー

は
他
き
、
犯
に
よ
り

て
は
じ
め
て
劉

は
鮮側
に
恥
ぎ
る
・
か
う
し
っ
た
臨
じ
が
お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
、
釦

• 

榔と
し
て
わ
た
く
し
の
慌
に併
まれ
て
静
た
や
う
な
仰
が
す
る
@

苅
溜
件
跡
の
併
に
は
お
を
祢
ち
、
拠

レ
臨
を
也
知
っ
て
ゐ
る
こ
と

す
ら
が
酢
へ
が
た
レ
件
縮
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

b
-きる
こ
と
さ

へ
も
が
部
し
い
。
械
も
磁もmbと
m
rの
慨
に
倣
似
し
て
ゐ
る
。

し

か
し
わ
た
く
し
は
峨
と
し
て
、
か
つ

て
伊
り
し
よ
り
は
}
駅
協
く

告
き
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
殴
じ
る
こ
と
も

あ
る
。
山
川
附
の
鍛

4

3

 

し
み
の
か
く
ば
か
り
抽
出
き
も
の
で
あ
り
、
か
く
ば
か
り
切

な
る
も

L

S鳥
H
q
ιW
2

F一-
ι
hh

ヒ

υ

の
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
の
も
、
ぶ
逃
な
る
力
紙
必
の
曲
抑
制
品
で
あ
ら

Am
忽

g
z
u

b
E

，、

t

闘

3

ぅ
。
わ
た
く
し
は
掛
し
み
に
徹
す
る
出
拐の
い
か
に
き
柘
で
あ
る

-
b
u

z
'
h
w

広d
a

L

か
を
知
る
と
同
時
に
、
い
か
に
倫
ゆ
きかや
知
る
@

h
rが
鞍
れ
かh
っ
て
m
rた@
わ
た
く
し
は
臨
に
主
つ
て
は
砂
ち

動
・
を
静
み
な
が
ら
佐
附
の
説

"

を
除
つ
め
て
ゐ
る
・
鶴
一
慨
に
臨
に

か
つ
て
鮮
の
時
を
脳
め
て
ゐ
る
民
訟
を
い
た
は
し
く
腕

ふ
。
同
時
に
苧
を
勝
小

いて
侍
る
と
鉱
で
も
伽
り
た
の
か
枕
の
や
う

に

争
吟冷
た
に

ハ
を
は
り
〉

• 
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σ〉

忍ftê
Dえν、

園:

一

p、;
"'" の

J!盟
五五

お
慨
が
し
い
と
こ
ろ
を
、
付
.
能
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
吋
は
お
輸
さ
ま
で
穿
に
訴
す
る
と

止
が
的
叫
が
ま
し
た

」

議
長
野
三
五
、
徽
.
崎
の
傑
怒
ら

M駒内a
n

ε

段
、
拡
に
献
り
つ
〈
と
、
-
般
に

総
滋
いて
〈
れ

宮
H
U伊令
ゐv
b
移
ん
事

ゆ
令
，
、bh
F
e

i
H
H
a
ι
吃
a

p
b
z
t

た
、
私
郷
以
人
一
、
町
品
町
、
山
州
航
制
聞
の
入
荷
に
、
吻

っ
と
し
た
宇
う
に榔
附
加
し
た

・

『
と
れ
と
い
ふ
の
も
、
悦
さ
ん

の
ど
松
嶋
と
お
側
伊

り
の
問
料
で
す
。
|
|
お
叫
に
伊
ふ
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
凶
仰
を
川
か
し
て

あ
り
ま
ず
か
ら
、

「
掛
川
さ
ん
、

ど
う
ぞ

勺
母lj

島

達

/ 

夫

品
目かよ

っ
て
〈
だ
さ
い

一

「
き
あ
、
柏
町
さ
ん
、
ご
州
艇
な
〈
、

l
l
ホ
y
の
お

《
g
t
d

・

口
汚
し
で
す
け
れ
ど
も
・
・
・
・」

s
-
-
t

く
S

を

時
前
女の
き
〈
ハ
玄
関
U
も
、

ロ
を
添
へ
た
。

「
伽
町
村
さ
ん

、
お
V
M
Zぅ。
で
は
お
前
仰棋
に
悦
へ

ち
易
事

て
、
ど
馳
走
に
な
り
ま
す
」

bz
r

v
Z

ん
ふ

ん
&

'
B

「
徳一一一郎
鬼
の
税
関
t
z、
前
ら
せ
て
も
ら
ひま
す
」

宮
‘
が
う
ゃ
ん
悼
ん

-
a
a
f

恥
堂
、

f

u

'
Z

和
伸
岬M
4入
品γ
町
舎
の
人
荷
は
、
さ
う
サ
ふ
と
肱

ル
事

-
E

作
品

ν
事
色写
・3

S

一
以
に
腰
か
け
て、
各
自

部
置
を
と
り上
げ
た
。

s

e
L町
内'

j
w
伽
?
叫
ん
，

a
a
h
w

L

な

M
3

5

c
'

公
る
七
月
七
日
夜
午
、

公
民
な

る
文
仙
抑
制
の
波
協

測
に
が
け
る
一
鰐
か
ら
、
出
向
脱
却
叫
き
僻
さ
れ
た
叫
が

"
川
内
ん
ら
ひ

L
，
E
e
4

ぜ
ん

く
わ
く
円
い

w叩
朗
震
は
、

u

と

引
ハ
に機
敏
ま
す
f
I

鍬
大
、
た
め
に

• --- ・. ー ー・・・・・・ー・ ・・・・・ー-- -ーーーーーー ー・ー-ー・ー ー・ー・・・・・・・・・ー・・・・ .

制
服
一
京
事
い
引
い
ん
釘

lli 

雄

代

回

x
x
M川
で
は
一
制
辺
誠

り
の
立
げ
し
い
鴎
の
艇
の

均
誕
り
。

そ
の
椛
憾のタ
パ
コ
タ
併
に
P
っ
た
設
問

飼
え
唾
胸
《
信
話
・

4
'
h語

-
h
t

4
壇

ひ
さ

A
e
b島陰
惨

鉱
山
助
役
一
の
女の
チ
は
、

J
%の
人
一り
・
を
立
つ
け

る
と
、
崎
町
み
を
か
き

γ
け
て
作
って
「
千
刈
併
を

H
m

U

い
聖
証
書

E
P
・

お
願
ひ
し
ま
す
」
と

町
山
帽に
耐
酬
を
下
げて
、

)
一針
づ

d

輸
、

ι

陸
虫

つ
縫
っ
て
代
ふ
の
で
し
た
。

そ
し
て

、
そ
の
闘
に
、

ひ
a

A
m

'
va、

ホ
ツ
と
し

た
宇
う

に
、
一
つ
/
\
榊
え
て
ゆ
〈

千
Uへ

は
・

み

針
を
な
つ
か
し
さ
う
に
ヂ
ツ
と
且
つ
め

て
ゐ
る
の
で

し
た
.

のそ後2 へ室内人Z
予れで事ム程 もで もた
.' に町 tzr が もあま
車時 JJ.~ 狼L .A さよりに
のに l ‘官f君主 tt まは
務芸家' た Iif主ういし商争
Zたて EEL そ でにた沿2
か両手炉のし 縫泌がお

吃皇子炉汽 Z ムr
bZ i 兵〈2 F12・2 女.! :~
7h Z 者~. ~~ ""、 lま fi
! と 2二が I ~i- 工

?ギg努31:itiE
打， ~Vι さ 、 他壁際1 "'-

1・ なを れ ノ〉. '吟か命合 う
tr主 んがìß.で なれず.~た度ε & 

て のな の の の‘ 1t 女ま
し 子ζ で市~.， ~予.~_:~ fD仏
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叫が
川
純
一
鵬
討に
-
y
n仇を
す
す
め
る
吟
叫
に
鋭

一附

ナ
ペ
〈
、
純一
の
射
が
が
熊

J引
と蹴
倒
して
ゐ
る
十

，

均

O
時
針
磁
の一
線
雛
縦
一
一
最
も

、

。
は
リ
総紙。

イρ
と
し
て
併
叫
押
さ
れ

、

川'
v
wmvに
O
隊
に
池山恥

で
曹

す
る
こ

と
が
附
来
た
の
で
あ
る
。

「
倣
村
さ
ん

、

縦
三贈
さ
ん
は、
mm
r対
制
州
な
中町阪

を
断て
て
舵
縦
しま
す
よ
」

怖
がす
す
ん
だ
階
、
時ず

似
刊の償
問の
寸ρ
が
伊

っ
た
。

4J: ...， 心土問主 で 「
i昆まい夜院に 、 さ
し居 中 でど 我震う

いそす家宅 修?な
けんよ公S に ら
れ な 」 が ff重い
ど苛~~ ・ 倒マ て い
、 あ 来曹 て ん
い り れ 了量 で
ざま 1ま ひ す
ξ せ いまけ

な ん いし ど
る 。 とた
とU!t 、 か何E
、 三 そ ら し
却まJlII~ tl. 、ろ
ゐ( ll.J'え ば 立主-~
*J" 4ま か絞￡人'
か r:.... りに玉~~
な 段史 がw'チ・

‘，、
と

" 
ろ
;�: 

痢rJIt あ
か る
な k
It、

必; tf
f:t l. 

も­..,,, 
お
ゆ
づ
り
で

し

「
は
h
h

、

て
ね
・
・
・

・
」

と、

が
か
品川
せて
鈍
った
峨
税
制
は、
ど
う

し
た
の
か
、

鰐
縦、
埼
ゐ
へ
て
、
7
ラ
(
と
総

体"

し
に
慨
・μ
た
。

船
科
書
ん
、

『
'
m
v
っ
、

ど
う
し

た

ん
で
す
F

」

『
・・
:

」

..., < ..., 
う 、 が 抗生
、銀2 、 木喜

う っ積f さ
、た に ん
う目的倒2
、 ã: ~l. 叙e
、 ;i.平た持主
、 に fs'~ で
、 採す ;ii1 も
』 ゑ i :t }I!';g 
と 、 、 い 一

、 顔産そん
捻'い ので
めるます
き も λ か
を腕紙 l
i!lI.‘つ司~l>'ｭ
らて も
す、 な

ば
か
り

だ
。

「あ
な
た
、
あ
な
た
|

」
般
に
ゐた訴
のき
〈
が

会

aF
-
-
e
-

〈
'
uV
S

9

品
摘ん
で
き
て
、
抱
へ
起
し
た
。
日耽

ー

が
市
っ
て
、
ょ

除虫
健F

'

だ
れ
を
縫
し
て
ゐ
る
@

「
W
み
ま
せ
ん
、
慨
が
￡
伊
一
?
み
ん
で
き
て
戚
け

ま
せ
か

」

「
よ

一、

慨
が
符?
〈
る
l
」

制
利
減
の
寸ρ
が
、

保
つ
婚
に山師
け
附
し
て
伊

ひ
b
守
P
、

者
品
リ

っ
た

あ
と
の
人
々
も
、

も

う
酒
ど
こ
ろ
で
は
な
い

繁
一
っ
て、
か付
な
山
闘
が
純
に
、
約
制し
な
が
ら

7
M
G多

ル
也
事
局
・ν

峰
‘

も

、
一
磁
の
床
を
放
い
た
り
、

品目
を

さ

す
っ
た
り
、

規
目前
&
つ
け
た
り
し
た

。

し
か
し
的
艇
は
、

す
で
に
閥
配
の
昨
日
川
を秘はれ

官
特
ぽ
必
デ
て
、
斡
一
部しげ
な
配
め
き
を
も
ら

' 

だ す
っ伊 ば
たがか
。 て り

段"。
-;f!;-，与
が
き
た

務
の

紡2
品~
t:t 

感雪
溢2
血写

管
も そ
IPか し

皆 て
な 、

〈き

型Eょを
日与 !If~U
.め

伊、 そ

吸傘れ

をら
!l l~ の
主人E
つ の

て微3
し Wf
ま の

つ沿f

-・ー ーー ーー--ーーーーー ---- -- ---ー ・・ -------・ ーーー - --- ---- -・・・ ーー ー - -ー ・ー ー ー ---- ー・・・・・・・・・ ・ー .

ず目" 大立 て ま
す主 に.そ腕つ
二疋もり の めて

52?ゐ2i z ftIム
?+千〈もたも

?主 人? え私容の彼か
を m L if で も
必み の 少2 ぁ し邸
つ 布E女i z f 孔
けを Iま M ￡ 。一

??鈴子 科
、 て と\ t 
飛と 、 問主 そ ;Jt:モ

び 傍2 じの 11::' 
立た目 .. of> ø量 』こ
つ もうのー 主主

~e "'"ふ iこ liíJ~ 止言
うら炎ょ の つ

に
腕ヘ
ザ
ん
で
伊
っ
て
、
智
っ
て
仰向って
ゐ
ま
し
た
。

か
ん
苧
り
と
し
た
峨
のW
(雌
で
す
。

的川
縦も、
必
判
官
も

、

m円
ん
と駅
以
な
列対だ
ら
う

と
時
は脱
っ
て
、
y
ツ
と
倣
へ
伊
い
て

ぬ
か
お

際
さ
んに
町山る
の
こ
と
硝
ね
ると
ゐ時
は
給
付

n
g

ゃ
う
す
な

&
て

恥
ら

ふ
総
子
も
無
〈

「
お
父
う
さ
ん

炉
問
る
ω
で
す
」



袋一一回一一依E 量喜 、

た
の
す
る
る
.

ー
ー

心!の :t~ せ「
泌総~~~~ ~蛇
eJ' しと三 マ さ

みま時伊 | 々
し v ぴ v

て厳か川久和iIi
、竺ら dT E
制i釘 14t そ綴E L
もに綴5t に悔や
衝î& 隊"の~~ ~f.f み
を . F6t あ ζ じの
上ゐ さ ー まのま I~!
げれりI.:~すし
。たにも ‘ー 苧
も 、も な う
竺饗v;普きい が
語、き型軽さ ー あ
な〈な 家ふ り
かの死L の ま

っ
た
.

の

「
は
い
、
税
総
う
椛
じ
ま
す
」

し
か
し
、
き
〈
は
、
府
対
が
も
尚

J
-つ目
立
ず
、

『
か
う
な
り
ま
し
た
の
も
、

蹴
縦
で
ど
ざ
い
ま
せ

t

ー

が
と
う
か
ら
捺
し
て
伊
り
ま
し
た
」

姦
ひ
に
きて
ゐ
る
、
時

f

併
の
償
問
、
将
怒

川
獄
も
、
そ
の
封
叫
偶
な
叫
が
に
般
紙
し
な
が
ら

.

"z

b
z
'
V

9
〈
ι

L

『
と
こ
ろ

で
奥
さ
ん
、

総
三
似
拡
に
知
ら
せ
なけ
れ

わ
-
L
な
ち

u
p

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
町
私注
が
行
っ
て
よ
う
ど
ざ
い
主

ず
か
。

何
!
日
付
限
し
た
と
?
っ
て
も
.
ま
だ
崎
似
し

た
と
詐
ふ
わ
け
で
は
な
し
、
そ
れ
に
似
の

艇
と
掛
ふ

か
ら
、
川
均
時
の
容
を
き
っ
と
悦
へ
る
に
ち
が
ひ

あ
とり
11・い を

っせ
たん

t� 
が

き

は
邸?ma" 

顕3
2ヒ
占、

・っ

て

ル
宅
島
事

L

C
S

持
也

「
い
い
え
、
徳
三
郎
に
は
、
知
ら
せ
な
い
破
に
縦
し

..， . ま
えし
L た
、 '-

知L

ら
せ

な
ν、

? 

そ
れ
は
対
伊
が
で
す

持
μ引
は
慨JVて
加
肌
き
慰
し
た

。

「
は
い
、
桜=
一
瞬
は
、
も
ん
T
2
1
M
叫
で

す
、
幻
織
の
m
rを
掛
ら
せ
て
、
梢
川
町
の
叫

Z
W巾
が
掛
る

舵
?
に
時

。
う
な
ζ

と
が
あ
っ
て
は
、

し
て
将
F
E
-
-
2

1

」

作
ゆ

「成
る
ほ
ど
1
1

」

時
z

創
刊
伊
一
郎
紙
結
成
の
持

M
hは、
w
vに
は
あ
と

の
慌
がι
な
か
っ
た
。
-

純
ず
い
た
予し

亡
、

慨
と
い
ふ
鰐
m
な
彰一
叙であ
ら
う
。

.舵?
の
た
め
断
艇
の
た
め
、
時
特
防
防
と
し
て
、

M
"のm
w似
を
舵
ふ
劫
は
な
い
が
、
し
か
し
、
か
か
る

世
般
のさ
特
に
総
て
、
的
叫
引
の
似
を
総

M
mと
齢
別
す

る
こ
と
は
、
制
針
な
わ
ぎ
で
は
な
い

。

そ
れ
だ
け

e

e
ん
た
い

Z

に
、
青
(

の
殺
然
た
る
か
う
し
た
飯
山凪
の
う
ら
に

は、
時
ふ
ん
で
特ζ
ら
へ
る
、
賊
将
の
炉
、

官
つ
r
、

いV
か
に
抑
制A
た
る
も

の
が
あ
ら
う
e

ー織
も
織も
、
き
〈
の
獄
朕
の
邸
内
慨
に
.
吋

う

た
れ
て
、
時
を
の
ん
だ
。

が
、
穏
と
して、そ
の

吋
の
寸
川は、
蹴ι
g
M
げ
る
と
、
み
ん
な
を
防
総
に

そ
れ
ζ
そ

• 

- --- -ー ー・- -・・ ・・ ・・・ ー・

と
、
は
つ
昔
リ
犠
へ
ま
し
た

4
4
ρで
対
般
だ
ね
』

と
?
と
、
「
・

2

、
お
伊
あ
さ
ん
が
州
側
で
併
ん

で

ゐ
ま
ず
か
ら
、
で
も
、
も
う
舛
し
で
町
府
政
る
の
で

す
一
と
伊
ヲ
て
、
舛
訴
は
、

m
w
w
か
船
附
い
て
し
ま

ひ
ま
し
た
。
よ
凶
り
い
な
艇
を
嚇
ね

て
成
っ
て
滋
い
艇

を
し
た
と
が
、
時は
m
wま
な
い
綴
で
、
卵
子

悦
を
麟れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た。

祭
の
場
か
み
し
て
、
税
ま
れ
た
諺
の
露

店
邑

&
L

な

か
ん
し
ん

で
畠
冊
いw舶
は
知
れ
ま
す.

し
か
し
、
何
ん
と
怨
ふ
な

ぷ
が
け
の
設
で
す
ま
す
。

幻
の
織
を
炉
、

艇
に
倣
っ
て
、
ひ
た
む
き
に
千
必
の
務

、

を
つ

づ
け
て
ゐ
る
鮮
な
祭
、
対
の
ぷ
ろ
に

は
、
こ
の

銭
。
ぃZ

し
い
叫
す
脱
ふ
ひ
た
む
き
な
縛
句
作

が
、
熊
に
必

、

し
い
、

持
いも
の
h
ゃ
う
ふ
り
ま

し
た
。

列
し
伊っ
て
か
ら
山
田
り
附
〈
と
、

例
従
は
も
う

一
叫
に、
r
Z
4
C
M一を
T
け
て
ゐ
ま
し
た
。

『
ど
う
ぞ
あ
の
坊
の
ヂの千
訴
が
、
時
必
ず

。
&
ι

"
‘.
ζ

白・
6

す
A
Tう
に
」
訟
は
回
船は
ず
心
に
か
う

つ
ぶ
且T
き

ま

- ・・・ ・・・ ・・・・ーーー・・ ・・・・・ー・ーー ー ・・ー・・ーーー・・ ー ー・・・・ー『 ・ー・・・・・ー-・- -

し
た
.

そ
れ
か
ら
一一
砕
抑
制
Mぎた
あ
る
線
その
嶋
の
鵬
の

艇
の
均
磁
p
を

「
般
紙吋川
」
と
脱
税
の
厳
に
抑
制
ら

れ
な
が
ら
設
す
る終
手

の
J，
舗
に
、
時
は

事
浪
記

'
i
Hb
・
a
，

絢
A
Wひ
ま
し
た

。
そ
れ
は
い
ワ
も
と

は
治
っ
て
獄
法
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-
M陥
句

作
句φ
か

山
川の
併
可
を
も
ら
っ
て
中
ら
う
』

巳
ん

‘
。

a
'
~

。

b
z

か
〈
て
一
-
一
凶
人
の
者
が
、
削
タ
ク
に
乗
っ
て
、
徳

三
脱
の
日
付
似
仇
し
て
ゐ
る
、

O
慨
に
偲
惜
し
た
。

市
ん
で?
っ
た.

お
〈

企
s
b
t

車
内

「
奥
さ
ん
は
、
お
れ
い
山
込
の
手
前
、
こ
と
さ
ら
あ
ん
な

即
時
が
り
を
?
っ

て
ゐ
る
ん
だ
@
鵬
の
な
か
で
は
、
が

い
て
も

側
副
=
恥

制
引
に
地
械
を
叫品

心
。
、

せ
た
い
と
忽
つ

て

ゐ
る

に
ち
が

の

か瀕在て iiì~ 茸?え そひ
つも 、 ;ð{にれな

た えみ父モっしにい
と ら殺事い ろ 4惑をん
匁ゃれのてお三だ
つ な死主 ゐ~~ tIII~ 。

どた
んら
な、

にあ
恨2 と
む で

だ
ら
う
・

事2 三 るだ
を 史的だか
知L 望校 けら
むに 依然)1.
せこ、ら

よ の偵をせ

ぅ
、ー「

ぅ
む
、
き
う
だ、

〆〆

一ー
一

殺事i.~ . ~lb mみはの
行a・鎖エムつ 4患を手El. I 

B放っ木掌士店三を i 
をれて 二翠 瞬知1..;続
帯r-'" 事幸手町一号 ，、 の

5 2tF主主ナ長宅
ご ;(fí. ぞヘモ ￥a 二

二 Z1 41戸 外523gj

'-

『
は
つ1
1
l

」

ルZ

・
ら6

陣
ゐ

み

側
主
郎
は
、
少
を
え
る

M
r・思

ひ
で
あ
っ
た
.

あ
れ
ほ

ど
規
制
で
計
、
併
を
崎
郡

E‘ 

し
て
〈
れ
た
父
が
、
す
で

・
4
m
n
vz

に
ζ

の
世
の
人
で
な
い
と

，
雪
い

i
z

は
、
終
日
酬に
n
Mじ
ら
れ
な

の
倒.0 け

旅-;t ~~ 
ぬ ;;
現Z も
貸与
だそ
とれ
い 11
A、l.Iì7-1;

o l主主か
l だ っ
!と た
~Uまい ・
三 ふ
.QJI言
q 磁

}こ

刻ミ と

そ
し
て
略
封，

み
つ
て
、
川
均

一
・・
与

す
〈
珪

a
n
u
一

だ
ゐ

μ
-n

一

者
の
少

ー

い
、
仙
淋
し
い
コ
附
で
し
た
。
だ
が
、
必
も
-

一
判
断
併
に
附
明み
を
あげ
て
ゐ
ま
す。
吋
長

ん

蜘
峯
ど
.
，

a
酎
.
，
、

~
は
ず
立
止A
Jて
そ

れ
を
眺
め
ま
す
と
、
閥
十
を
鍵
つ

一
か
ぜ
え
て
ゐ
る
ら
し
い
崎
製
仰

の
す
「
う
し
る
に、

-

お
金
'
e

ち
O

量
と
こ
・

-
e

お

て

一
換

で
あ
ら
う
ト
小
さ
な
削
引
の
予
を
背
負っ
て

、
手
に

・
巳
つ

1
お
き
.
‘
ね
な
は
ん
古
い

t

E
t
、

一
日
怠
悼
腕
を
持
ち
同
じ
ゃ
・
2

に
「
制
裁
々
』々
と
4
あ

-
か
軍

・
正

s
ω

仲
ろe
-r

み

一
る
限
り
の
獲
で
叫
ん
で
ゐ
る
少
女
を
え
ま
し
た
。

お

-

阻
瓦
か

A
γz

・

7
N
ι，

a
a

一
お
、
そ
れ
は
、

ぃr
っ
か
・
の
般の
感
心
な
千
ん
針
ω
少

-
ヨ

F
悔
す

b

一
女
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

中
一日
ζ

そ
、
お
父
う
さ
ん

白

い
S

し
ゅA，
e
い

h
v

一
の
m
mま
し
〈
州

続
す
る
目
だ
っ
た

の
で
す
。

一
銭
の
み
擦
に
ア
緩
み

、
そ
れ
は
お

-

&
岬

y
h
e

c
e

一
父
う
さ
ん
を
ど
ん
な
に
沼
対
づ
けた
併
で
せ
う

。
寸

一

'

A
d
n

慣
を
ム

一
れ
は
お
父
う
さ
ん
に
は
、
ど

ん
な
に
山
崎
し
い
部
歳ω

一
・
亙

一
路
で
あ
っ
た
で
せ
う
。

一

2
2
t

骨
E

か

g

昔

あ
の
晩
少
女
は
私
に
「
お

俄
あ
さ
ん
は
紛
れ
狐
で

一
併
ん
で
ゐ
る
」
と
伊
ひ
ま
し

た
.

お
そ
ら
〈
お
伊
あ

-

m
俗
令E
や
曇
い

S

し
ゆ
っ
a
g
a

一
，
、

一
さ
ん
は
病

床
か
ら
こ

の
勇
ま
し
い
仰
畿
を
H
品浴

-

c
&

@
食
L

ぉ
‘
"
が

L
υ

必
A
V

一
ツ
た

穆
で
せ
う
。

紘
は
そ
れ
を
以
ふ
と
U

似
が
熱

一
〈
な
ワ
て
が
ま
し
た
。

-

み
相
，
、

h
RL

一

そ

れ
を
ヂ
ツ
と
丸
滋
っ
て
ゐ
る
・
ヲ
ち
に、
私
は
7

・

z
'
u
p
v
'

区
'
w

一
ト
そ
れ
が
依
然
自
分
の
つ
と
めであ
る
か
の
宇
う
に

…
こ
の
ヰ
紙
に
附
は
っ
て
「
概
飯
川

μご
と
鰍
い
っ
ぽ
い

.

《
わ
んc
ζ
4

一
，
、

b
た
L
ζ

・
・
匂
ぜ
い

一

に
、
依
呼
の
穫
を
塗P
ま
し
た
。

私
は
心
か
ら
畿



愛 一一闘一一母( t7 、

も
牒
〈
、
対綿のd
M
mに
山
町
き
つ
い
て、
そ
の
mrtg

在

み

が
ら
い
た
み
たかっ
た
よ
め
ぐ

と
泣
い
て
見

た
か
っ
た
。

悦
を
とぶや
う
に
し
て
、

制刊
が
叫mの
山
吋

か
れ
は

、

e
a
・
た
ロ
に
立
っ
た
@

色
芯e

uv，
，
、r

「
お
Am
ア
さ
ん
、
た
だ
今
反
り
ま
し
た
」

関
い
蹴
肌
悦
帆が叫
す
めF、
らさ
れ
、
被
持
破
か
ら
燃

ら
れ
た
縦
般
にかぎ
ら
れ
た
版
踏

で
、
さう
川
町
ん
で
、

-
M
W
Mmに
肢を
MAれ
よ
う
と
し
た
噌

「あ
て

お
似は
、

縦
=
恥l
l
」

'

h
x
a

b
a'

v
e
ル
、

m
O
だ

u
a
v
p

ゐ

清
和
氷
仲
刊
する
人
々
の
聞
か
ら
、

n
小
〈
も
そ
の
市

駅が
よ
み
つけて
、
帥
聴け叫附
して
き
た
の
は
、

例
の

の

立2 「と 「き
汲tl えと S紋 入反 〈
1こ? 、 つつ だ

外長 い て て つ
ヤ お き きはた

山号 似~ tl まい
のアリ しけそ
鈴l さ 合"た なし
可' ん つ 17 い て
を 、た 」 、

も何室。 何2
ら を 放e
つ 曾い お

て ふ 前líJ~
、んは
鈎止 で 、
っ す お
て・ め
き 倹I{ ' 1 
た It 、

子.. 11 ...， ん

でな 仰さ 悠を で
もい を三す
な か 'r_J'1. l 郎きよ
い 。 」‘ が」

、 も の

F時うで f長n

r呼てき;
f・.の お 12
堂、空子ユ 的主ヱ
ムで ほ !、

え 2a; 5
そ い 1zl・
の ..，; ~料 ヘ
大C::企 げ
匂~~ す吾た

2J 時
四畠ので

• 

C
&
'
ι
昌

ζ

ん
な
前
市
依に
、

在泣
い
た
り

、

憾で
てあ
たり
りな
、 語t

fíiI:èら
と ‘
ν、

』、
,. 

と
で
す

'-

る附主...， .... 
ま のお

で 1.t~ ω全 :
{ま 1': り 」

二月F 3
1li信 二 い
も之 、

女主 ñl1 .r;喝
lこ f~" < 
入いと隊2
tt.な に
る つ お
ζ て g.qを
と :if.~ 1) 
は i氏!I な
絢噂 lこさ
森容例記 ぃ
主 総E
せ す 御絢

ん
」制

が
に
、

搬
し

い
炉
純です
ひ
な
が
ら
も
さ
〈の

め

つ
酬
や
う
な
ゐ

定

日

に
は
、

キ
ラ
リ
と
錦
の
様
な
前
が
ひ
か

つ
て
ゐ
た

含
み
ゐ

ひ
と
ル
、

る
ら
か

4
4
9

hw峰、

|

|
滋
肘
る
入
荷
も
、
新
た
な
感
動
に
睦
ん
で
、

b
-
-
-
9

・
PR

‘
.

あ
ち
と
ち
か
ら
抑
制
の
崎町が
抽
出れ
た
。

阿
弥こ
の
川
町の
野
崎、
耐
附
却
に
が
える
鰐
似の

献
には
、

縦
一
-一
脱
も
訟
乙
裂
が
な
〈
、
憎
かに
吋

-

P
議
時
ぬ
た
刊の
と
リ
な
し
で
、T
m
ザ

う
け

、

-
M州
、
だ
け
の
紛
併
を
れ
ん
の

附
叫
にW
ま
せ
る

M
実
語
圏
・

占
リ
‘
‘
凶
胴

b
・
・4F向

。
，

と

淑
よ
〈

ω
隊
し
、

折
S
し
山
F
、
に
、

;
:;;

‘ 

『
誌
の
た
め
に
到
管
制
っ
て
、

州
側
却
に
蹴

-z
 

旋
し
ま
す
」

と
、

討
す
靴
を
げ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ゑ
0
0
邸
内
厳
正
、
と

の
悦繊
の
即
日
げ
た.

刊

か
ん
庁舎
詰

L
E

Z
b

ぃ
，

E

2
・

ご

也

に
感
激
し

、

火
山
川
少H
W
に
命
じ
て
、

川
日
午
後
七
時

a
a
a
zt
E

時
6
'
w

念
い

官
式
事

，、
r

守
事

・
店

舗
木
市
政を
刊
州
内
O
O
鰍
を
制
変
し

て
、

品川
甜
障
の
鉱

'
bz
o
 

を
制
引っ
た
の
で
あ
る
.

... - -- ---ー・-ー ーー . -- ・・・ー・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・ー・・・・ーー・・ ・ー・・・・・・・・・・・・ ー・・ ・ ・ーーーーー・ ・・・・ ・ ・・------_. 

縦
し、
埼
づけ
て
T

た
か
っ
た
の
で
す
。

あ
う

hP
e
h
-
-
Y

W

島理
主
審
会

み

網
4
・
5
hん

さ
ん
尺

康
弘
な
少
女
にl
i

。
お
そ
ら
く
見
送ん

の
慨
もが、
との
設
のJ
P
Vた
れ
た
に
滋ひ
あ

り
ま
せ
ん
。

慌
時
が
が
ま
し
た
。
そ
し
て
お
mAう
さ

た
鈎

睡

み
勿

〈
'
w
h'
旬

S
HP

ん
は
申
1

ム
に
立
っ
て
ゐ
る

弘
〈

の
作品
滋
l
ハ
に
殺

r
'
i
 

蜘酬
の
ぽ
‘
を
しま
し
た
。

「
:

メ
x
税、
縦
隊
」
「
制

鈴
」「
峨序
列
品川も
治

問?に
仲
っ
た
械
が
磁
ける〈ら
ゐ
、

-
M吋航
続
に

総〈
(
が
み
つ
て
、
g
dp
r
え
な
〈
な
る

伊
ん
嘗

畠
語
路
』
同
ア
苦

.
{
B

ー

ま

で
、

空
気
に
、
決

一
っ
と

ぼ
さ
ず
「
白
川
滋#
身

」

d
J

hv
n
L
a
司
J

・
事
告
正

と

叫
び
つ
ピ
け

ま
し
た
・
ぷ
も
叫
び
ま

し

た
。
少
k

は
械が
械
を
設
す
る
と
、

叫
制
限
さ
フ
に
--
ツ
ヨ

b
ら

包

，z

な
じ

リ
B
と
笑
っ
て

お
叩
頭
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

何
か

の
腕…跡で
も
あ
る
か
の
苧
う
に
脱
は
れ
、時
も.

叫
。

で
似仰
が鮎
れ
さ
ま
L
u
っ
て
、

特
幻に
倒的Tん
で
舵
M
m

を
し
ま

し
た
.

0
hL

・
えe
t
a
&

-
そ
し

て

み
は
、

少
女
の
お
父
う
さ
ん
が
ど
う
ぞ

­

E
S

ほ
ay

ぷ

U

U
F
e
A

か
へ

曹

川Hも
早
〈

無
事
に
凱
旋
し
て
錫
っ
て
来
ま

す
ヤ
ヲ
に

b

c
&

ゃ
う

-T
ろ

2
9

品
ゐ

'

と

抗日
が
柑
惜の援
に
、
心
の
山中
に
か
う
念
じ
ま
し
た
。

。
虫
6
?
，h

“
‘
u

c
&

少
女
も

き

っ
と
さ
う

思
っ
て
ゐ
た
棋
で
せ
う
・

設
が
一
吟跳
併に
ζ
さ
へ
た
千
叫
訟
の
盤
、

ち
か
ら
ヲ
ょ

に
ん
M
，

か
宇
一句

企

S
J

そ
の
力
強
い
千
人
針
は

必
ず
、

お
父
・
ヲ
さ
んL
‘
無

じ

が
い
修
正

b
刷

、，

WV
に
飢
政
さ
せ
ず
に
は

低
か
な
い
で
せ
う
e
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う
す
/
\
附
い
て
は
ゐ
た
が
、

,a 

-
』
んな
に
傍

多
度
の
五
位
の
出
家

• 

鍛

木

古

太

良R

の fをヨ1. の

明
、
緊
嬰
・
肢
の輸に
、
将禁
と
い
お
が
あ
り
ま
し
た
。
叫
が
察
し
く
、
怒
ゐ
として
を
りま
し
た
・

仲
昨
も
椀
か
ら
峨
ま
で
験
峨
に

m
wり
に
仰
て
は
胞
や
倣
を
織

へ
た
り
、
鴻
や
蹴
に
仲
つ
て

は
縦を
附
っ
て
を
り
ま
し

た
。
ま
た
店
の
隔
を
捗
っ
た
り
苧
刷
局
を
伊
ら
ぬ

m
Vは即時ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
のL
蹴
郷
をhwら
な
い
で
、

三
踏
を
儲
じ
ま
せ
ん
。
ま
し
て
惚
伽
と
い
ふ
税
を
ぱ
附
搬
船
っ
て
お
く
に
も
か
せ
つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん

な
郎
で
、
政
だ
燃
は凡
で
し
た
か
ら

、
そ
の
臨
の
刈
川
町
も

m
mれ
て
を
り
ま
し
た
。

を
階
、
・
』
の
が
裂
を
阿
込
仰
き
つ
れ

て
、

他
な
ど
を
滋
撤
へ
て
峨
か
ら
隊

っ
て
貯
ま
す
と
、

齢
特
に
脱
却
か
あ
っ
て

、
川川
が
鉱
勝
織
っ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、

「
件
除
は
慨
を
す
る
腕
か

9
』

と
酔
き
ま
す
と
、
伊
紙
が
、

『
よ
れ
ば
獄
で
す
.
い
ま
、
搬
を
倣
っ
て
ゐ
る
の
で
ぜ
う
。
鰍
を
椛
ふ
と
い
ふ
の
は
、
傑

w
m
b
E

併
m制
す
るF』
とで
す
、
と

て
も
鈍
いζと
な
の
で
す
」

と
一
昨
ひ
ま
す

と
、

そ
ん
な

と
そ五
す位ゐ
る 1"1
者島
/J' 

2 
L 
」

{ま

• 

' 



多一一

で
h
r
た
こ
と
は
な
か
っ
た
・

て
勲
る
から
、

外M
m伊
っ
て
を
れ
」

と
安
っ
て
、

駿
か
ら
下
り
ま
し
た
@
そ
こ
で
術
的
恥
対
も

み
ん
な
下
り
て
、

わ
か
か

喝
し

ぶ
九

H
F

Rd
AF

こ
い
つ
は
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
分
ら
な
い、
勝
飾
に
銀
総
を
か
け
て岨
恨
み

か
h
り
で
も
さ
れ
た
ら
臨
っ
た
も
の
だ
と
蹴
っ
て

を
り
ま
す
と
、

五
一
仰
は
た

だ
掠
い
て』
か
つ
て
鎖
に
双
り
ま
し

た
の
て

そ
の
鰍
の
ゆ
踏
に
臨
配
備
せ
た
税

対
・
え
こんな
摂々
が
苅
っ
て
僻
た
の
で
す
か
ら

、

ど
ん
な
こ
と
を
快
で
か

す
か
鈍
ら
ない
と
思
っ
て、慨
はが
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
時
に
は
臨
聞

は
が
っ
て

山
町
て
仲
っ
た
執
も
あ
り
ま
し
た
@
}
れ

~
rはh
w併
に
蛾
ん
で
ゐ
る
刈
川
町
営
側
川
併

け
て
双
り
ま
す
と
、
市
除
如
何
が
齢
に
瞬
く
燃
に
麟
く
村
を
織
っ
て
停
っ
て
、

防
御
に
邸
っ
て

、

新
伽
を
時
即
問
問
山

に
島
知a世んな
が
ら
、

『
船
舶
飾
は
仰
を
白

川町
っ
て
ゐ
た
の
か

ν

制
ゆ
か
彫
る
山
崎
と
邸
ふ
収
な
こ
と
を
m
v

っ
て
静
か
せ
ろ
・

で
な
け
れ
ば
、
特
秒
俄
だ
ぞ

l
』
と
骨
っ
て、酷
して
ゐ

'
v
m
を
苧
でm
wし
磁
し
て
ゐ
ま
し
た
・

船
停
は
腕
い
こ
と
に

m
mっ
た
と
、
脱
ろ
し
く
て
嚇
骨
っ
て
ゐ
た
・
』
と
も

邸
れ
て、
川
げ
き
ず
り
砂
と
さ

れ
は
し
ま
い
か
と
脱
ひ
ま
し
た
が

、

仲
川
町
の
あ

る
刈
で
し
た
か
ら
、
制m
m
w
け
餓へ
と
鈍
じ
て
、

「
こ
L
か
ら
配
の
ポ
へ
蹴
って
描
くh
mく・〆
僻
搬
が
おいで
に
な
り
ま
す。

仲
勝
除
憾
と
問
Mげ
き
す
@
そ
の
僻
艇
は
叫
が
附
く
て
、
郎
い
鵬
山
町
を
猷
り

撤
ね
た
舗
でも、
併
を静
め
て
}
酢
m
w排
除併
と
特
し
た
な
ら
ば
、
き
っ
と

と
は
あ
り
ま
せ
ん
』

「
そ
の
桝
艇
は
ど
ん
な
必
附
を

、

い
』
と
お
っ
し
ゃ
る
の
か
F
」

「M叫
が
伽
刈
よ
り
は
酢
併

の
乎
慨
が
伊
智
い
与
と
腿
ふ
慨
に、
似m
mも
臨
と

τ
，
、

“
‘
・

b

事
の

い
っ
て
お
憎
み
は
な
さ
ら
な
い
が
、
御
鈴
子
に
な
っ
た
称
を
ば
、
い
く
ら
か

剣〈
お
脱
ひ
に
な
り
ま

せ
う
』

『
ど
う
い
ふ
の
が
勝
争
と
皆
ふ
の
か
?
』

「
制'
h
r
の
m
m悔のm
mに
械
を
紳
っ
た
税
は
、
働
側
椀
の
伸
仰
や
で
す
・

m
mも

恥
町

階

建

・
旬

、証
を
偲
置
曽

E

・
8

4
Kも
H
M勺
子
で
す
け
れ
ど
、
顕
在
創
れ
ば
向
田
R
8.

う
な
の
で
す
』

「
そ
ん
な
ら
憾
のζの
臓
を紳
っ
て
くれ』

『そ
れ
は
紗
般
悦
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
《
い
ま
紙
に
ど
う
し
て

そ
の
鰍
鵬
を
ば
お
紳

り
に
な
り
ま
す
か
y

将
燃
にお
税へ
に
な
る
こ
と
が

}
邸
とんな
こ
と
を
争
ふ
も
の
か
、

斗
市恥
い

そ
の
執
を
溜
へ
て
絡
し
い
臨
に
、
慨
で
も
附
い
ふ
こ
と
の
附
ふ
併
と
儲

れ
て
、

制
げ
は
似
槌
と
な
り
ま
す
」

ふ
取
へ
ま
し
た
・
五
日
僻
は
・
』
れ
を
除
い
て
、

「
そ
の
僻
擦
は
山
内
を
勝
れ
ま
れ
て
、
-
』
の
触
で
も
剛
山
み
は
な
さ
ら
な
い
か

た
?

」

『
密
惨で
す
」

「
そ
ん
な
ら
峨
か
そ
の
備
艇の伊
を
お
酔
び
す
れ
ば

、

犠
へ
て
い
日
さ
る
か

• 

な
?
」

り iit.ヨ7. の l定

「
そ
れ
も
悦
を
こ
め
て
お
船
び
に
な
れ
ば
、
山
附
し

て
お
筏へ
に
な
ら
な
い
こ

"
"
H
吋l
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あ
る
の
な
ら
、
総に
蹴
っ
て
掠
宇
や
駒
山
町
滋
に
櫛
慨
し
て
.
邸

m
vを
甑
へ
て

か
ら
お
紳
り
な
さ
い
』

「
悌
隠は僻
艇
の
砂
術
品
'
と
智
和

っ
て
、

備
機
は
艇
は
お
っ
し
ゃ
ら
な
い

、

伸
和乎
に
な
っ
た
執
を
ば
悌
れ
み
な
さ
る
と
岱
っ
て
お
き
な
が
ら
、
と
う
し

て
胎
ぐに
散を
政
し
て
、
仰
向
に
勝
れ
な
ぞ
と

m
m
同
ふの
か
。
そ
れ
は

鵬
ら
ん

『ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
とを
ば
備
か
に
な
さ
る
の
で
す

ω

減
給
と
も
邸
は
れ

ま
せ
ん
。
き
っ
と
智
き
も
の
で
も
し
て
ゐ
る
の
か
も
勿
れ
な
い」

と
一
昨
っ
て
、
み
ん
な
略
か
ら
ん
ば
か
り
に
し
て
搬
し
み
ま
し
・
ベ
劫
は
こ

れ
を
必
め
て
、
吟
与
っ
て
鑓
に
誠

仁
、
す
ぐ
に
砂
を
わ
か
し
て
、

対
刊
の
敏
を
静
い
て
紗
し
の
け
て
、
船
併
で
ぬ
を
縦
っ
て

、

航
船
に
蹴
ひ
、

「
こら
、
憾
の
鵡
を
紳
れ
。
地
押
ら
ね
ば
掠

h
wしな
い
ぞ
1
」

と
-
rひま
す
と
、
税慌
に
こ
ん
な
に
ま
で
蹴
ひ

・』
ん
で
ゐ
るも
の
を
、
紳

っ
て
や
ら
な
い
の
も
い
け
な
い
。
ま
た
山
間
加
を
嫡
除
し
て

も
備な
・
』
と
だ
と

か
た
ん
\
僻聞は
く
も
あ
る
の
で
、
鴨
川
町
は

m
m
Eから
れ
り
て
、

械
を
紳
っ
て

や
っ
て
蹴
を
掛
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
働
た
町
駅
紙
越
は
瀦
を
縦
し
て
ひ
ど
く
都

ぞ
1

」
と
五
日
僻は
骨っ
て
、
加
をhrいて、
船
併
で
慰
を
酔
脆
か
ら
砂
っ
て
し
ま

ひ
ま
し
た
.

こ
ん
な
腰
刈
が
側
か
に
腐
を
妙
つ
仁
の
で

す
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
臨
ま

る
だ
ら
う
と
、

職
跡
もあ
わ
て
L
叫
慨
も
卦
は
ず

、

h
w酢
に
酌
た
税
制
均
も
蔀
ひ

に
嚇
い
で
ゐ
ま
し
た
。
ま
た
時
即
断
抑
制
刈
も
こ
れ
を
除
い
て
、

『
わ
が
滋
は
慨
を
な
さ
る
の
だ
ら
う
」

と
一
昨
っ
て
、

対
戒
を
快い
た
り
舶
を
都
へ
た
り
し
て
膨
け
ル
っ
て
貯
ま
し

た
。
動
は
これ
を
勝
て
対
聴
で
和
紙
戒
を
腕
め
な
が

ら
、

「
お
献
争
は
脚
ゆ

か
い
L
併
に
なら
う
と
す
る
の
を
、
な
ん
で
鵬
鉱
し
よ
う
と

，

a・

民

、

e
a

，
、
け

ず
る
の
か
。
今
朝
ま
で
は
お
碑
婚
が
街
る
し
釘
に
也
、
ま
だ
決
艇
が
足

り
な
い

と
脱
っ
て
ゐ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
縫
は
さ
っ
さ
と
め
い
め
い
の
伊
き
た
い

臓
へ
持
っ
て
、
山
山
は
れ
た
い
と

m
?
"叫に
儲
は
れ
て
、

→
h
~も
鰍
に
はつい

し
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
M
mは
品
川
て
ゐ
た
ね
刊
や
慨
に

布
動
紳助
な
ど
跡
伊
で

ゆ
っ

て
ゐ
た
引
や
航
船
な
ど
に
鋭
配
を
ゆ
ち
秒
、
剤
師
世
齢
を
蹄
し
く
除
て

、
針

即
眠
を
部
に
紗
け
な
が
ら

、

「
慨
は・」
れ
か
ら
醗
の
戒
に
停
っ
て
、
伸
砂
防
備
を
恥
ぴ

d
m，っ
て
、
鰍
伎

を
峨
い
て
筏
へ
な
さ
る
臓
ま
で
停
か
う
と
腿
ふ
。

m
mへ
な
さ
ら
な
わ
船
り
は

砂
峨
で
あ
れ
蹴
蹴
で
あ
れ

、

ち
っ
と
だ
っ
て
問
松
ず
ま
い
。
た

Y
/
\
附
っ

て
ゆ
く
於
へ
静
か
ね
ば

な
ら
な
い
』

と
一
昨
っ
て
、
対
臨
を
酔
り
勝
げ
て

、

『
伸
排
除
艇
よ
ゃ

、

て
は
な
ら
な
い
』

と
一昨
ひ
ま
し
た
。
す

る
と
和
紙
越
は
、

-、

お
い
J
t
I
」

• 

• 
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と
帥
引
き
な
が
ら
仲
き
零
す
の

で
、
和
紙
制
時
も

-
鰍
に
織
っ
て
弘
げ
か
う
と
し

l ‘ - .., 
五とお子
。. ??摩久
ては
、{峨

tr? の
た符・
う〈

tp 
ま 君事詰
1; ,. 
で る
、 つ

やも
つり
とだ
翻告ら
まう
り』

ま

か
う
し
て
既
に
蹴
っ
て
伸
静
防
艇
を
平

び
威
一

円

っ
て
明
き
な
が
・

h
か
き
ま
すと、
酷
際
一
ず

っ

た
隙
に
、
総
い
純

だ
か
ら
と
い
っ
て
灘い

.
6
%
・5

に
・

A
ね

腕
を
選
ぶ
で
な
し
、
向
い
楽
た
か
ら
と
い

定
ぽ

札
".

，

4
3

っ
て
剣
り
泊
b
Eず
る
で
な

し
、
帥
開い
た
h
吋

停
かっ
た
り
し
な
が
ら
ど
ん
/
\
停
きま

す
と
、
hF
mwれ
て
ゆ
る
稿に
掛
り
つ
き

ま
し
た
・
そ
して
そ
の
鳴
の
倒
紗に
削ゆ
っ

• 

て

f
uw同
，

W
比
四

・
・

さ
れ
」
と
云
ひ
ま
し
た
の
で
、

平
阪
を
出
し
て
衆
て
や
り
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、

『
こ
れ
は
斜
砂
き
る
は
』

と
骨
っ
て
、
ほ
ん
の
似
し
ば
か
り
総

に
依
ん
で
艇
に
鰍
ん
で
、
そ
の
撚
を

仰
て品川
き
ま
し
た
。
似

h
wは、

『
も
う
硲
た
か
ら
、
寸
峨
蹴
っ
て
停
ぎ
な
さ
れ
」

と
卦
って
静
め
ま
し
た
が
、
限
ル

れ
な
い
で
仲
つ

て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

F
そ
の
倖
俄
舶
は
鯨

が
骨
っ
た
燃
に
、
七
山
w
h
v

Fに
な
っ
て
縞
ねて
?
手
と
、
務
に
前

曹が
僻ん
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
船
り
に
砥
い

制
を
酔
え
て
ル
零
す
と
、
ま
た
そ
れ
よ
り
も

ご
尚くて鵬
し
い純
が
あ
っ
て
、
そ
の縦
に
怒

っ
て
貯
ま
すと
、
配
の
戒
に
協
の
船
え
る
臓

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
二
慨
に
な
っ
た
ね

が

あ
っ
て
、
そ
の
艇
に
芯
部
が
艶
っ
て
ゐ
て
、
紙
昨
院

を
明
き
な
が
ら
、

「
m
m勝
砂
川
附
ょ
や
、
お

い
/
、
』

と
嚇
んでを
り
ま
し
た
。
的
舶
を

b
る
と
抑
制
ん
で
、

『
わ
し
は
も
っ
と
こ
れ
か
ら蹴
に停
っ
て、
総
に
刈らう
と
腿
つ

.

た
.
けれ

ど
、
こ
与
で
伸
勝
砂
川
附
が
お
銭
へ
な
さ
れ
た

の
で
、
そ
れ
わ
恥
び

ゐ

税，

っ
て

「
わ
し
は
鰐
叫
し
て
、
時

に
蹴
って
伶
く
の
だ

が
、
峨
た
ら
う
が
や
貯いた
ら
う
が
織
は
ず
、
俄
な
ど

鶴
訟ら
ず
、
こ
れ
か
ら既
に砥
い
特を
性
、
え
て
』か
か
う
と

政
ふ
のだ
が
、

七
山
町
応
耽

っ
た
ら
わ
し
の
静
る
慨
を
き
っ
と
縞
ね

て
貯
て
お
く

れ
。
践
し
る
べ
に
ね
を
締
び
な
が
ら
仲
く
か
ら
、
そ
れ
を
脈
り
に
し

て
持
て

お
く
れ
。
ー
ー
と
こ
ろ
で
、
倣
か
か

べ
る
闘
が
あ
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
日

. 



. 
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‘，
角川

闘
っ
てゆ
き
ま
し
た
。

ゐ
た
と
こ
ろ
だ
』

と
卦
ひ
まし
た
。
的
伶
は
そ
れ
を
昨
い
て
や
酔
酔
な
こ
と
だ
と
蹴
っ
て

、

「
慨
と
お
続
へ
な

さ
れ
た
か?
』

と
齢
き
ま
す
と

、

ょ
た
て

-s
a
d

-
-
'

「
そ
れ
で
は
お
呼
び
怒
る
か
ら
駒
ぎ

な
さ
れ
』

と
一
ず
っ
て
、

「
伸
也
w
m
r
併
ょ
や、
お
い
/

、
、
偶
除
に
お
は
し
ま
す
」

と
峨
び
ます
と
、
総
の
村
か
ら
慨
とも
一ぜ
へ
ず
い
h
お
脱
が
し
てh
r

そ
の
傑
ま
た
七
酢
砂
っ
て
和
っ

て
静
ま
す
と
、

献
の
撚
に加の
齢
に
配に

蹴
っ
て
、
侠即応
ん
でを
り
ま
し
た
。
?
と
瓜
か
ら
、とて
も
織
し
い

紙
動
が
}
将
貯
え
即
て
を
り

ま
す
。
m
h
w
は

こ
れ
を
島
る
と
世
き
な
が
ら
幼

献
な
が
っ
て
、
瓜
に
出
占
え
て
ゐ
る
魁
動
を
ば
件
り
勝
り
ま
し
た
。
同
貯
隊
を
臨

め
よ
う
と
酬
明
ひ
ま
し
た
け
れ
ど
、

ζ
ん
な
必
だ
か
ら
た

Y
ル
う
し

て
仰
い

て
、
の刷
や
隣
な
ど
に
釘
は
れ
よ

う
と
践
は
れ
た
の
だ
ら

う
と
蹴
っ
て、
艇か

き
な
い
で
、

砂
ぎな
が
ら
蹴
っ
て
品
川
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
倖
ど
んなに

'
惨

な
っ
た
か
も
知
り
ま
せん
で
し
た
。

き
っ
と
断
般
に
俄
鈍
し
た
店C
せ
う
。
仰
向
rも
た
し
か
に
伸
砂
防
備
の
卸

踏
を
お
貯
き
し
て

、

が
ら
生
ふ
た
撃
を
勝
っ
た
の
で
す
か
ら

、
鶴
め

て
殿
山
川
で
は
な
い
と
脱は
れ
ます
。

そ
の
砥
蜘
は
ど
う

な
っ
た
か
針
り
ま
せ

多 一一。位五の1If.

て
、『

こ
L

に
あ
り
』

と
お
犠へ
に
な
っ
た
の
も
、
山
川

m
Mは、

「
飽
い
た
かね
」

と
一
世
ひ
ま
す
と
、
似

怖
は
この
骨
髄
を
皆
い
て
、

総
し
い
ぞ
ら州知
獄
な
い

苧
ら
で
、
ご
ろく

略
か
り
な
が
ら
砂
き
ま

し
た
。
議
あ
ら
し
て
、

「お
献
さ
ん
は
明
く
隊
り
な
さ
い
、
ま
た
七
伊
紗
っ
た
ら
持
て
、
わ

し
の
獄

倖
の
楠
艇
を
島
て
凡
さ

れ
」

、

-

「縦
か
併
し
い
だ
ら
う

と
蹴
っ
て
判
配
を
帰
っ
て
貯
ま
し
た
が
」

「
ち
っと
も
併
し
く
なんか
な
い
。
まだ
栴
る
よ
」

と
球
部
が
宇
中
の
で
、
的
舶
が

h
r嘩手
と
、

滅
的
に
阪
の
ま
ん
ま
慨
に
槻

ん
で
あ
り
ま
し
た
・
か
う
して
仰
向
の
酔
の
こ
と
を
鈍
っ
て
お
い
て
、
館
山
Wは

鈴

U
叫l
 

一-~

ん

ど
ん
な
に
磁
い
こ
と
を
し
た
刈
で
も
、

減
慌
に
欝
叫
す
れ
ば
、
こ
ん
な
娩

蹴
な
い
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
と
限
り
縦へた
さ
う
で
す
・

、

を
は
り
〉

木

金

卒
壷

, 
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谷
中
安
規
作
並
に
童

に は仰3
夢遺 骨t， fま
の な つ
Q'" る ね
え ‘ lこ
給奇人2 ゐ
4、のま
. 殿i lt 

lt ど
ちk え
"'J 
かう
'つ'っ
きつ
iこ tt.

ぬ
ぞ
あ

ほ
の
か

容
を
こ
め
て
除
っ
て
ゐ
た
な
え
ゃ
う
や

く
除
り

u，k
-
b

・
・
を
と

-
b

萌
a
v

や
ん
だ
あ
け
方
近
〈
の
がで
し
た
。
年
札
官、と
っ
た
尼

ゆ
-
Y

ゑ
勺1
6

。

さ
ん
が
、

勾
に
ふ
り
・
ヲ
づ
の
・
つ
れ
て
伐
内
に
な
っ
た

家
、
航
、

.
z

町
か
ら
町
へ
と
、
ゥ
ロ
ウ
?
と

渉
き
ま
は
っ
て
ゐ
主

-
情'
d
n
j
g
A
q

し
た
・
・
』
の
尼
さ
ん
は
かれ
て
か
ら

、

お
地
泌
さ
ま

。
&

U

主
応
・
ぃ
・

wお
v

は
人
の
旋
しづ
ま
っ
た
夜
ふ
け
方
に
な
る
と
、
事
制
生

剛
山
恥
昨
の
縦
い
体
保
蹴
の
も
と
に
お
あ
る
き
に
な
る
と

手
ぞ
』
と
ヤ
き
い
て
V
7
9主
し
た
の
で
、
一
勺
叫
に
た

O
L
B
U・

V
・
噂

R
a
F
L

・
4

た
叫
映
で
も
よ
い
に
お
繁
を
お
阿
川
み
仕
伐
と
、
モ
ウ

刈
しい
献
か
ら
、
暗
に
つ
け
協
に
つ
け
、

ふ
の
関
に

し
てあ
け
戒
滋
く
に
仕
る
と
町
泊
く
の
賠
鵠
を
山
町
て

さ
ま
よ
は
ぬ
酔
とて
は
な
か
っ
た
の
で
し
た
。
そ
れ

・
司
令
啄
令
ず
拍
盆
が

に
し
て
も
ア
川
、
お
地
紙
さ
ま
の
お
繋
は
舟
め
ま
せ

，
‘
色々
￡

ん
で
し
た
・
だ
が
、
老
犯
は
桜
町
し
ま
せ
ん
で
し
た
・

みかすそ
のらるれ
HlJ電 こ IJ~~ は
臓の が
そ大~ HI~ い
あ~来e っ
ちのるか
4L 目。~.II言{ま
ちにとき
とも恩恵つ
、、，っと

てね
ゐtU!~
た絡ま1
泊、さ

らま
でに
すお
。主ia

t!. ひ

レ
つ
も
の
や
う
に
な
じ

あ
り
が
た
い
鱗
対
そ
臥

の
な
かで
と
な
へ
な
が
ら
、
あ
』
叫
也

い
姐
熔
い
艇
の

蹄
ひ
ど
う
ぞ
か
な
へ
て
刊
さ
い

V
ま
し
、
と
封
じ
な
が

ら
鈍
い
て
ゐ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
を
り
か
ら
そ
こ
へ

、

昨
躍
し
怖
が
R
h
v
ehwっ
て、

泣
も
手
も
な
く
し
て
し
ま

っ
た
ζ
の
明
の
鰍
抑
制慌
が
泊
り
あ
は
せ
て
、
こ
の
ず

い
お
さ
ん
の3
く
と
し
て
い
ま
に
も
よ
ろ
め

き
か
』
っ
て
悦
の
ほ
に
勝
れ
か

L
り
さ
う
な
孤
を
除

と
が
め
て、

『
も
しJ
、
お
献
さ
ん
、

こ
の
鈍
い
の
に

、

な
ん
で

そ
こ
い
ら
を
う
ろ
つ
い
て
ゐ
な
さ
る
の
だ
』

-

-

z

 

と
柑
ね
ま
し
た
・
そζ
で
M
喝
さ
ん
は

句
通
伊
良
命

A伊

T弛

『
お
地
縦
さ
ま
は
、
あ
け
方
沼
く
に
な
る
と
お
裂
を

あ
ら
は
し
て
お
あ
る
き
に
な
る
と
争
ふ
こ
と
を
か
ね

が
ね
う
け
織
は
っ
て
を
り
ま
す
。
そ
れ
で
-
齢
、
榊

艇
い
十
お
磁
を
お
常
み
し
た
い
も
の
と

、

こ
の
や
う
に

お
稿
ね
し
て
あ
る
い
て
を
り
ま
す

』

と
特
し
ま
し
た
・

ー
，
.

h・
P
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「
な
に
、
お
ゆ
麟
さ
烹
な
き
が
し
て
ゐ
る
と
ゆ
ひ
な

ひ少 さ
Flt>つ.砂る
い <'飽か か
た ん k J '­
治、 t:. .)< 、

らのし
ではい
し、と

た心2 習い
。のひ

そ うか
れもけ
で でて
ハふ持f
タと爽包

2ニあ 打2
弓王宮 る が
な lJ~言 ~J
打。 をに
つ ABUt ロえ

て

。

E
‘,
rah 

「
そ
い
つ
は
ポ
慶
ょ
い
と
ζ

ろ
だ
っ
た
、
お
前
さ
ん

-

-

n

-

4

 

が
わ
し
に
お
迩
ひ
な
さ
っ
た
・
』
と
は
お
地
織
さ
ま
の

砂
川
川
保
せ
と
骨
ふ
も
の
だ
、
お
献
さ
ん
が
そ
ん
な
に

し
て
お
縞
ね
な
さ
る
お
ゆ
蹴
さ
ま
の
お
酌
で
な
さ
る

し

と
こ
ろ
を
、

こ
の
わ
し
は
よ
〈
知
っ
て
ゐ
る
の
だ
、

お
酔
ひ
特
さ
せ
て
あ
げ
ま
せ
う
、
だ
が

そ
ん
な
縦
械

な
と
ζ
ろ
へ
、
た
ピ
で
は
脚
れ
て
ゆ
か
れ
な
い
、
な

に
か
凡
さ
れ
ば
よ
ろ
・
』
ん
で
お
世
れ
す
る
」

間
附
閉
山
一

mは
ポ
ツ
ど

、
対
触
を
あ
ら
は
し
か
け
ま
し

M

除
a

'
h
j
U

4n

r
z，

た
が
若
い
た
駐
さん
は
そ
ウ
一
心
に
お
一
-
さ
ま
に

お
節
ひ
し
た
い
ば
か
り

で
必が
ニ
併
に
な
っ
て
を
り

時lr -，ま
い私E す
まはの
せ叡で
ん'2f;
、で

たな
ど lこ
こも
のさ
』加し
にあ
っ げ
ける
て も
ゐの
ると
荻・て
物2 も
で 00=

よ
ろ
し
け
れ
ば
さ
し
存
ま
せ
う
』

-
R
Fh
 

と
巾
し
ま
す
と
、

し

か
た

h

「
ま
ア
仕
方
が
な
い
、
で
は
お
出で
な
さ
い
」

と
一
昨
っ
て
僻
野
町
山
は
躍
さ
ん
を
世
れ
て
お
伽
換
さ

t

i

f

n
 

ま
の
と
よ
ろ
へ
愈
る
恥
に
な
り
ま
し
た
・
-
』
め
協
同
山
町

械
が
お
ゆ
附
さ
ま
を
跡
っ
て
ゐ
る
わ
け
は

あ
り
ま
せ

ん
が
、
飾
っ
て
ゐ
る
店
に
、
労
ざ
え
と
作
の
つ
い

た
宇
慌
の
を
り
ま
す
旨
』
と

を
鰐
併
に
蹴
ひ
総
べ
主
し

hw

'

a

&

a

a

 

た
か
ら
、
ζ

の
老
い
ぼ
れ
た
開
局
さん
を
だ
ま
す
叙
に

あ
衡

は
，
、
勺
令

‘
.

な
っ
た
の
で
し
た
・
そ
ニ
で
厄
は
熔
爽
打
に
、ま
だ

ひ
っ
そ
り
と
ね
し
づ
ま
っ
た
明
の
岱
践
を
し
ば
ら
く

9

虐
《
包

-
8

.
れ
て
ゆ
か
れ
ま
し
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
開
焚
打

い
へ

か
t
e
a
-

'

は
あ
る
家
の
門
口
に
た
ち
ど
ま
り
ま
し
た
・
そ
れ

は
、
ぢ
5
う
と
刊
すド
燃
の
すん
で
ゐ
る
殺
の
献
で

し
た
・
肺
野
m
mが時
瓜
か
ら

「
お
ぢ
ざ
う

さ
ん
は
」

と
対
き
く
訟
を
か
け
ま
す
と

「
獄
m
wを川
町
ひ
に
ゆ
き
ま
し
た
が
』

、

.
0浄

-
一

旬
〈

"
H・3

と
そ
の
予
の
観
の
ね
そ
び
れ
た
犠
が
奥
の
方
で
し

ま
し
た
。
さ
う
し
て
、
船
特
く
か
ら
一
低
う
ち
の
や

'
E
-
v

，
令a
v

慣
に
な
ん
の
m
が
あ
る
の
か
し
ら
と
い
ぶ
か
り
も
し

時
。

.. 

内
坦

ま
し
た
が
、
別
に
叙
に
と
め
る
磁
の
こ
と
も
な
か
っ

' 

. 

一r
u

r

一L

一

一

h

ぶ
一

一

a

‘

一
R
H

一

一

v
'C
3

・
・
-

一
銃
後
の
守
り
は

一

一
議
凶
品
川
航
航
船
の
砂
訴
に
な
っ
て
ゐ
る
郎

一

一総
蹄
刈
餅
で
は

、

総
・
川
一
蹴
ル
町
の
明
り
は
品

W
Mか
ら

一

一の
緊
急
か
し
て
伊
品
い
と
ぷ
け
て
を
り
…

一ぎ
し
た
が
、
制
時
制
川
砂
の
帆
慨
も
管
内
町
は
れ
た
鰍
お
一

一の
放
川
を
お
か
倖
ひ
斡
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

一

一
そ
こ
で
、
そ
の
窓
を
縛
め
る
た
め
に
、
十
蹴

一

一づ
h
bれ
て
鴎
く
、
伐
さ
な
抑
制
を
限
り
ま
し
て
、
一

一彰
此
が
鰍
ぞ
り
で
、
第
蹴
の
結
寸仰
に
つ一
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'1 、

、

-L1-

た
の
で
、

そ
の
ま
L
だ
ま
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
、

船
制

抑制慨
は
似
し
常
の
錨
い
ら

し

い
都貯
の
駅
泣
く
へ
瓜

‘ 

の い になをた
昏 庖 lまら 帰 モと
ひ はな{まむウ申E
な 紳 んと ζ 、し
り お40J 、 とおj;
，- な 考書そが 地句 し
:ー 隊f へ れ 1 1\・ 級九た
な決句 も以ぃ 米・さ
つ 打えな 外主 ゐまた

に然もい衣告て
し 打ミ での 、

てはやひ た
、 ~I() りとど

itl1さ ま か さ
のはしきへ
H己主ぐた ねう
のや。 をす
あ う附f ぬい

そら
}. ，ま

く れ
さぬ
と さ
鏑空 き
'つ 1;二
てと
行い

っ
て
し

ま
ひ
ま
し
た
・

感
さ
ん
は
お
砂
縦
さ
ま
を
鴻
まう
と
踏
跡
加
の
時

と
-
-
A
L

瓜
さ
し
て
よ
ろ
め
い
て
ゆ
き
ま
し
た
・
そ
の
時

年

の
腕
、十
紙ば
か
り
の
下
慨
が
蹴
脚
の
い

れ
も
の
を

か
』
へ
て
仰
て
き
ま
し
・
九
砲
は
怨
に
そ
の
苧
の
献

に
ふ
し
ま
ろ
び、

峨
そ
官
に
す
り
つ
け
て
を
が
み
い

-
』
・
・
五臥'

り

ま
し
た
。
さ
う
し
て
、
お
そ
る
/
\
ζ

の
子
供
の

数t 腐ふ「 を
へ 昆・お よ
ての t酢せ
ぁ r~~ 総5 て
If かき
たらま
か 111‘ iま
らて 、

館子全
法ど 1: 玄
もるそ
の -(-" こ
を供Z の
もの UI斥
~\ 1it'主
λ たづ

J J 詰
し .，. R~ 

ょ
、ー

一い
て十
能
づ
金詐
…
附
を
聡
い
た

雌
、ど
こ
で
も

一

一
。
.
・

5
y

'
I

一

一亦
併
に
窃
ば
れ
ま
し
て
、

ま
た
与
〈
聞
に
、

千
絵

一

-

t
'旬

、
必
偽

a
a

--'
'が
え
ト
昼
、
‘
，

M

­

一
行
人
の
引m
M附
か柑鳴
り、
線
制
、
川
敏
十
聞
に
な
り

一

一ま
し
た
の
で、
総
称
のm
m砂
崩
蜘1rぜ
ん、
般
紙
慰一

…干
さ
ん
事
、
館
内Mの
岐
川
が
似
お
と
な
っ
て
、
こ

一

一
の
十
郎
の
縦
め
に
、
賠
球
削
減
織
臓
に
獄
砂
の

蹴
一

一餓
織か
ねを御
船
一
郷特
し
ました
。

一

一
千
鵬
首
必
のω討
の
伐
の
蹴
っ
た
議やお抱

一

一ゃな
ど
の
仰
に
審
議
ゲ
を
滋
梯
っ
て
静一

一
き
ま
し

た
。

一

一お
綜
ひ
に
か
っ
た
締
結
の
慾
裂
は
、
さ

一

一て
W
ん
と
体
慈
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、
あ
ん

一

-

9
。
ー

一
ま
り
し
か
め
簡
を
し
て
んf
っ
て
も
レ
け
な
い
だ
ら

一

一う
し
、あ
ん
ま
り
蛇
刈
し
い
僻
除
b
zし
て
も
応
く一

一な
いだ
ら
う
。
な
ど
と
援
に
昨
く
ま
で
に
は
ず一

1

8

‘ 

一之
げ
が
ん
認
を緩
ん
で
ゐ
た
の
で
す
。

一

一
と
-Hろ
が、
総肱
へ
却
っ
て
、

議
さ
ん
滋
の一

一と
こ
ろ
へ
品
川
き
ま
す
と
、
服

mmの
仰
い
し
の
m
M引は
一

一対
肱
に
よ
ろ
こ
ん
で

、

ま
る
で
川
刊
の
伽
山
の

側
一

一に
服
し
て
凡
さ
る
の
で

、
知
ま
で
の
散
をは
…
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除
却
げ
ま
す
と
、
・
和
静
静
な
こ
と
に

、

感
の
僻
ん
だ

酌
のm
mに、
こ
の
肱
川
町
ら
し
い
干
慌
の
誠
が
か

H
AA
T

く
ば
か
り
総
艇
な
ゆ
鰯
さ
ま
の
お
鵡
と
し
て
捕
ま
れ

ま
し
た
。
肢
は
掠
い
臨
の
鶴
間
即
も
か
な
っ
た
艇
と
て

苧
の
総
、
肢
の
ふ
む
と
こ
ろ
も
わ
か
ら
ぬ
や
う
な
郁

総
て
を
が
み
い
っ
た
ま
L
、
い
ま
は
磁
を
は
が
れ

た
職
、
・』な
え
舟
に
も
し
か
ね
ま
じ
い
鶴
、
鶴

く
な

っ
て
ゐ
る
射
酔
の
こ
と
も
踊
れ
ま
し
た
。
宇
慨
が
ゆ
め

つ
け
に
と
ら
れ
て
砂
き
即
し
捕
な
鍛
を
し
て
鷲
り
都

Mと

・・
4

っ
た
取
に
も
臼
剤
約
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
に
併
に
も
、
町
闘
い
隣
の
あ
こ
が
れ

で
あ
っ
た
、

お
ゆ
艇
さ
ま
の
尉

い
お
翻
を
幣
む
こ
と
が
出
燃
た
た

め
、
そ
の
磁
び
は
、
い
ま

h
で
額
貯
を
は
り
つ
め
さ

せ
て
ゐ
た
鮮
を
ゆ
る
め
さ
せ
た
も
の
と
酔
え
ま
す
、

載
の
ぷ
に
う
つ
ぶ
せ
に
を
が
み
い
っ
た
ま
へ
も

う
、
か
ち
昂
る
鮮
が
も
な
く
て
、
ジ
ツ
と
し
て
ゐ
ま

し
た
、
や
跡
斡
な
こ
と
に
、
さ
う
し
て
ゐ
る
と
、
う

っ
と
り
す
る
陸
、

h
vh
待
機
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

や
が
て
‘
股ぁい
践
の
や
う
な
も
の
が
や
り
て
き
て
都

貯を
や
は
ら
か
く
、

h
vま
せ
ん
。
ど

か
らお
とし
もつ
な L
くむ
、 t!.

金主ば
色善治、
のり
光替で
iJ~ ~主
iまあ

の
ぼ
の
と
き
し
そ
う
て
き
て、

そ
の
な
か
に
は
椴
峨

の
僻
ざ
ま
の
都
い
働
移
か
宮
が
ま
れ
ま
し
た
。
き
う

し
て
、
備
さ
ま
の
m
w
J
e

仰
が
、
・
対
き
な
砥
動
の
磁
を

吾
、
，
憶
を
ほ

a，
一

も
っ
て
老
尼
の
側
へ
迩
よ
っ
て
乙
ら
れ
た
の
で
し

た
。
こ
の
蹴
に
し

て
、
都
知
貯
の
般
僻
に
と
ん
だ
誠
む

だ
け
が
断
慌
を
は
な

れ
そ
の
聾
動
の
ぷ
に
か
き
の
せ

ら
れ
て
、
厳
僻
刷
機
主
の
放
へ
と
滋
ざ
か
っ
て
作
っ
た

-』
主

で
し
た
。

し 欝降ふだっ
レしりけぷ
袋五いやがせ
の:æ華んぷu に
J:~ lj té. 史、な
にら~どっ
散ち のがま・たこ
り無" ま伝まの

・ か 敏幸たに
けをひ?のの
て管官 2ニ亡 、眠苦
ゐもし云み尽き
まなきょL に合苦
しく りプ〈当院長
た 、降ふ ミ いし
。そり￡今えた

誕のい宝生善ま
v いて，の
たてど肉t
"*、~身k う

あ
と

に
は
、

総ベ3必 財EE;T 医に与多 人をtまE お
L の なじ

もち すめ 、

へのす ん

• 

一秒
し
和
ん
で
佐
一
体
っ
て
、
肌
諮
問
の
叫
枝
川
識
は
悦
一
世

一

…き
な
〈
お
献
し
を
し
て
蛸
釘
に
お
除
婚
の
俄
酔
を

一

一般
す
こ
と
が
山
町
貯
ま
し
た
。

一

一
蹴
が
識
は
静
ん
な
と
て
も
戒
侍
で

、

蹴
械
に
伊一

一か
れ
な
い
の
が
一
概
磁
針
だ
と
臥
を
織
へ
て
骨
は

一

一
れま
し
た
。
蛾
っ
て
般
に
持
っ
た
刈
?
?

…

一ら
れ
る
や
う
な
総
艇
に
な
り
ま
し
た
。
一

一
撃
搬
出
が
-
献
よ
ろ
こ
ば
れ
た
の
は

、憲
司
機

一

一
・どで
、
船
閑
み
似

が
な
く
て
郵
船
レ
て
ゐ
ら
れ

る

一

石
川
か
ら
蚕
察
さ
れ
ま
し
た
。
ず
擦
は

一

一織
が
傑
の
般
都
で
、
が
慰
総
い
倣
僻
を
栴
っ
て
お

一

一ら
れ
て
、問機
ぎ
を
訟
雌
る
と
、
そ
の
瞭

b
'
b
4
h
r

一

一ら
れ
て
、
「
あ
な
た
却
は
壁
織
の
禁
で
す
ね
」

一

一と
機
し
さ
う
に
骨
は
れ
、
そ
れ
か
ら
蝕
削
ど
餓
僻

一

一般
に
椴
が
除
缶
、
、
跡
一

M
F
U附
耕
一
滋
は
猷
に
そ
の

一

一畿
に
銭
感
に
砕
い
て
蹴
へ
ら
れ
た
さ
う
で

一

…
附
訴
の
況
は
蚕
議
長
嶋
で
蹴
っ
て一

一知
ま
し
た
。
そ
し
て
お
の
献
艶

b
t留
め
て
を
り
ま一

一
・
て
門
を
は
り

v

一

一

a
十
冊

M
F，

h

一

ra, 
... jI

h--
十
・
・
・
・

川
L
・
h
・
-
.
，
，
s
s
，
，

... 
, 
.. 』
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可

…寸
i
l
i
l
i
1
1
1
J
州
1
1
1

1
1
1

J
つ
d
d
d

}
p
r
p
轍
ゆと
ゆ
で
て
伊
く
こ
γ
:

z

-

摩
川

一
d
F
4
F

山ド
μ
起

の
つは
もの
よ
震

は
ず

お
し
ゃ
の
ち初ために
ま
す
i

-
t

〆
M
F

•• 

h
足
、

-

大
医

舗
本
花
行

…は
み
法
か
し
こ
み
A
F，
た
ち
て
ゆ
く

一
短
歌
久
勢
約
付
金J
E
…
い間関口
義
援か
け
誌
の
わ
が
日

川
一
-
t

'
f
副
:
一
九

hf

k
\

一

利
歌
山

3
2

知
事
ぎ
わ
が
者
り
け
り
川

川
「l
i
l
l
l
i
-
-
u
円
1
1
1
11
1
トM
N
Nハ
M
F
r
l」
一誠
燃
のくる
た
び
簸に
開
府
の
必まま
長

野
必

m

-
M穆

川

f
l
i
l
l
1
1
1
1

1

1

1

1

1
1

1

1
1

1
1
1
1
1

1

1

1

1

一

i
.

“

{
{

一誠
&

は
鯨-
m帆
にや
は附
し
て
郊
のmm川

一
線
ぬ

米

三
雲

江
竃

一

荻

a
t
z

一ほ
ゑ
む
苦
し
み
を
也会
c

m
二

一世
き
ぬ
即刻かな

川
察
閣
の
弼
の
鈍
し

と
酪
じ
つ
つ
勝
る
き
…ほ
の
ぼ
の
と
明
け
静
く
手
陣
抵
の
ぷ

一
‘

総
戸
歌

m
g

一

訟
を践
や
り
伊
〈

…に
腔れる
融
会
肢
か
な

一
葉
た
つ
瞭
くまに
し
て
す
獲の
純

一義
げ
に
援「川
口一

一
一
u
h
h」…

川
内野
二

穏
なる議
長
壁

}

大
阪
均

山
と
の
こ
よ
な
く
野
で
ら
る
る
蛾

…ば
か
りのわが械
の
鷺

-
一
等
上
海

掴
議

悠
瞭

末
太
郎

一
路
み
に
械
の
慨
ほ
ぐ
し
貯
て
蹴
をど
る

一

似
信

三
浦
厳

守
油

:

国
ふ
の
般
に
ぬまん
鵡
き
宮
わが
な
舵
の
そなへ
こ
府
め

る
た
紫
お
も
ずレま
せる

裂
のル
る
附P
VMM
しパが
ふ

川島
て
が
て
り
擦
の川
町
:

:
甲

駅
に
すす
が
せ
舶
は
せっ
必
な

ば
め
る
怒と
な
る

(幅
野)
重
刷
巾
・
の
作4
t
te
ぞ
る
に
仰
の
E

.

m
rぬこ
と
を
除
する
が
仰
向
く
酔
き
総

ふ
双

俗
朱
H
h
s
-

m
宛
白
州向
同
窓伏
呉
川

=ぷ
餓

本
以
m
z

，

併
のを
しへ砕
く
あ
し
き

一獄に
抗
り
潟
に慨げ
品
川
の
併

と
悩
り
て

一ゆ
け
容
れに
滋
が除
訟をや
っ
つわ
…

…
聡
臓を必
の
轍れ
ば
符
中
く
む
か
ね
卦
の

γ

輔w
ぬ
抽
脚
原
嶋

一こ
こ
ろ

し

づ
か
な
る
か
な

一が
勝
る
縦
に
掃
の
ず
り
ぬ

川館
に
悦
し
世
か
ゆ

一今
ぞ
わ
長
選
の
す
の
み
部
を
う
ち一時E

;

h
N
a

一

;
:

敬
子

刷

ぞ
曹人の
議、勿止し
き
日
芸
人
3

一僻
ぎ
つ
つ際
ひに
す

一何
事
ー
か1
3〈
吋〈
趨
を
5

一般
献
の
鵬きもな
ず
み餅
の
腿
の
か川

?
s

t
，

一

山
口
阿賀
倒
見
智

一つ
つ
今
即
の
白
血此一伊き
絡
へ
ぬ

一げ
に
あ
る
なり
野、
佐

骨
凧
錦
曽
川
島
舗
也
邸
り
hvの
hv酌
械
や
け
し
慨
ごι
ぞ
必一

北
海
必

花
岡
刷

伶

一

応

部

=
一問
寝
沼
山

…な
す
艇
も
な
く
峨
邸
の
蹴
に
静

て
印
刷の一勧

くh
rと
は
脱
は
ぎ
り
き
な

"

恥
ん
艇
はと
に
も
かく
に
も
鞍れ
て
伊

一
勝
と
し
て釦
みつ
る
宇一酔は
鈍
くと
も
…

…勲
に
勝
る
輔
の
悦
き
く

一

双
都
小
山
零

〈
位
』そ
い
と
ど
伊
し
まれ
に
け
れ
な
さ
け
に

恥
て
あ
る
べ
く
も
な
し

小

嶋
中

村

4

ん

一
助
A
g
m
搬
の
ま
ま
に
し
ぼ
む
ど
と

い

山
内

小
の

袋
凶
山
宮

凶

僚
京
務
代
乎

川

川う
ち
け
ぶ
る
糊
の
鴫
よ
品
川

鰍
は
ドヲ
mw一

駒
田
き
て
きび
し
こ
の
時
舵
と
ら
ぬ
わ
れ
も
側
山
内み
併に
蹴
る
ま一慨
品即
時た
の
し
く
鮮
へて鰍
も
存
も
と川

…ら
し
つ
つ
印刷
踏
をお
る

…語
大
則

自
償
援
生
ιこ
と
の
鋳
る
べ
し
や
は

一h
vし
mHぞ
』む
公
昨
の
寸
つ
邸

前

…

-

m
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ぷ三孟

. 

の

救?

る

人;

生

設 小

.[人

の

あ
, 

士口

重良R

松初

ニ太

島田

中

h
a
F
L

と
‘

uE

昔
友
迷

時
即
時
は
、
糊
の
う
ち
、
い
つ
$
苅
山
川
川
崎
を
一
般
り
す
る
こ
と
に
き
め
て
ゐ

た
。
怒
明一附
…
併
の
酷
い
邸
、
材
開
怖
を
つ
け
た
が
叩
郎
甑
概

、
山
川
蹴
ふ
の
→
つ

m
v

概、
脱
税
品
川
脱
:
:
そ
し
て
靴
対
舵
ぎ
は
か
ら
眼
目
明
の
蹴
政
郎
副
の

m
r
m
m

を
勝
け
舶

の
斜
レ
蹴
艇
な
慨
す
ぢ
を
郡
山
賊
一

n
h
wへ
司
っ
て
き
て
、
川
議
一
明
、
械
部
暗
部

制m
mへ
と
山町る
の
で
あ
っ
た
。
似
齢、
こ
の
協
は
終
即
時
開
秒
間
十

一
純
一
慌
の
こ

と
で
あ
る
.

あ
ふ
、
露
骨
は
議
峨
入
悲
の
偽
か
ら
時
峨

一ZW
Mの
放
へ雌
らう

の

と
し
て
、

h
aお
や?
V

と
、
時
を
限
っ
て
し
ま
っ
た
。
山
町
間
関
に
抵
政
っ
た
殿
い
す

y
ト
を
叩
ゆ
す
る
や

う
に
総
っ
た
隣
町
は
、
ま
ぢ
ま

νり
と
峨
即
時
の
齢
を
除
隊
っ
た
が

、ハ
あふ
l
』
と
お

慨
を
蹴
る
く
す
る
と
、
立
較
に
僻
予
を
配
っ
た
。



教一一ひﾐ る人一一 生
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( 89 ) 

「
統
帥
椛
一-E
ん
で
し
た
ね
行
す
っ
か
り

、
お
舟そ
れ
し
ま
し
た
主
。
」

蹴
い
脚
知
町
僻
船
山
町
山
川
の

m
r僻m怖
を
船
ば
れ
た
蹴
酢
同
町
は
、
脱
獄
憾
の
し

た
柵

宇
の
織
を
船
訟
し
て
、

「
副
市
山
川
制
服
さ
ん
で
し
た
れ
。

こ
の
砂
滋
腕
に
お
似
ひ
で

す
か
?
」

と
、

bu
&

か
へ
し

た
。

『
仰
向
は
州

沢
民
服
、d
d
一
-
布
川

町V・
主
乱
杭
恥
唱
、
何
一
拍
砂
の
慨
に
山
川
除
し

て
き
ま

し
た
が
、
瓶
一-
E
ん
は
?
」

『
僚
は
ム
ハ
械
や
ひ
と
つ
宇献
の
骨
和
で
す
。
」

の

を.， ., 
量生官革l.L す
へ惣号る
てのと
ゐ先2
ま生まい
す:ま
J: {主
都?
襲」

ﾐiﾎi" 
や
ltJ: 
暫主

判
断
獄
た
ち
に
m
m艇と
か
抵
砕
と
か

あ
の
こ
ろ
か
ら
慎
む
訴
は
お
伊
き
で
し
た

ね
。
そ
れに
し
て
も
あ
な
た

は
よ
い
枇
鰍
の
お
松

に
怯れ
た
の
に
伊
し
い
労
ゃ
あ
り
ま
吐

ん
か
よ

「
按
献
が
な
ん

と
か
し
ま
せ
う
さ
。
も
う
蜘
体
制
臥
僻
働
の
尽
を

m
mった
い
ま
で
は

尋
?
も
し
な
け
れ
ば
い
ひ
た
く
也
な
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
ずp」

「
慨
鰍
と
、
腕
り
き
れ
な
い
の

で
部
総
酔とを
か
け
か
ふ
り
し
て
ゐ
ま
す
が

、

「
あ
』
、

た
、、

し
た
・
」と
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
」

し
か
し
、
焼
約
と
加
や
ら
し
い
州
十
雌
鮮
の
賊

bE
つ
れ
た
徳
山
酬
の
蹴
に
は
蹴
砂

の
い
ろ
が
か
く
し
き
れ
ず
に
あ
った。

そ
れ
か
ら
コ
議一
時
躍
し
併
って
勝
れ
た
のであ
っ
た
が
、
た
っ
た
寸
却
に
な

勺
て
酎
蹴
陀
齢
、
も
が
縦
肌
険
、
制
部
品
叫
胤
郎
官
の
叫
叫
ん
た

m
mを
邸
内
く
と
、
制
的
に
弘
知
が
ゆ
眠

対
るや
う
な

、

M
Uの
艇
に
帥
い
も
や

も
?
と
し
た
も
の
が
傑
る
や

Pフ
な
うす
ら
艶

さ
を
か
ん
じ
た
。
載
ぞ
か
さ
、
蹴
る
さ
と
い
ふ
も

の
が
怨
艇
と
い
っ
し
ょ
に

す
う

と
酢
針
か
ら
伊
』
そ
ぎ
雌
れ
て

』
か
つ
て
し
ま
っ
た
や
う
に
か
ん
じ
ら
れ
た
。

獄
へ
か
へ
っ
て
、
制
品
川
刊
に
搬
す

と
、
「
あ
な
たも
税制
な
ら:
:
」
と
榔
し
く
部

管れ
て
し
ま
っ
た
。
m
r、〈四
倍
の
鍬
搬
を
舵
う
て
粉
体
即
般

の
酔
附
僻働で
和

干
の
十
店
や
十
双
山
川
を
賦
へ
て

:
:
v
と
い
は
ふ
と
し
て
、
総
に
協
し

く
な
っ
て

• 

い
へ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

嶋
一
昨
時
は

.

開
山w桃
山
刊
か
ら
村
擦
に
か
け
て

、
蹴
齢
期
告
と
似
び
撤さ
れ
た
ほ
ど

の
訟
践
努
十
鮒
の
や
で
あ
っ
た
が

、

猷
械
の
般
慨
W
7

、
宏
容

斡
酔
の
献
と
の
慨
融
く
な
い
い
き
さ
つ
か
ら
訟
を
山
町
、
僻
能
川

品
協
も
伊
め
て
し
ま

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
。

裁
訟
の
総
し
い
m
m引
を
島
る
と
、
蹴
即
時
け
が
づ
け
る
や
う
に
い
っ
た
。

し
店
4
2
d

、
訟
制
‘
ム
河

「
才師
的の
こ
と
な
ん
か
侠
は
何
ん
と
も
思
っ
て
ゐ
な
レ
よ
。
そ
れ
よ
り
久
保
は

貯
み
の
駅
織
を
臨
し
た
い
の
さ
。
僚
を
企
ん
で
く

れ
た
駅
鰍
が
仲
う
い

v
・
中
川
か
、

そ
の
動
慨
を
い
附
り
た
い
だ
け
さ
・
」

掠
税
は
、
い
や
な
蹴
を
し
た
・

川
崎
町
即時
の
公
た
る
稼
働
は
、
慌
時
}
仰
向
に
抑
制
慨
を
う
た
は

れ
た
寄
齢
お
織
と
い

ふ
版
妙や叫
が
併
の
聡い
対
川町たも
と
も
m
m恥
船
慨
が
あ
っ
た
り
し
た
の
宏
総
裁
も

伽
っ
て
ゐ
る
の
で
、
除
併
に
、

時
即
時が
台み
の
駅
路
を
知
に
す
る
待
機
を
い
%

ら
し
く
か
ん
じ
る
の
で
あ
っ
た
・

「
艇
の
駅
臓
が
、
が
併
の
敵
い

M
で
、
い
ま
の
慨
掠
蛾
齢
と
か
必
勝
と
か
ど
範
醤
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. 

ひ
の
.

h州
企
だ
っ
た
り
し
た
ら
郎
防
胞
だ
ね
。」

『も
う
、
そ

の
服、
お
や
め
に
な
ら
な
い
れ
」

「
うん
、
必
き
う
。

あ
ん
ま
り
駒
山
間
ぢ
ゃ
な

い
か
ら
ね
J

そ
し
て
、
峨
昨
停
は

、

齢
に
-
艇
の
穏
と、
内
山脇
村
の
指
輪
め
い
た

潮
崎
い
砂

砂
与
をm
sら
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

砂
砂
と
その
ニ
鵬
の灘と
は
、峨恥
町
出
町

が
m
hに
時
膨
られる
聞
紙
の
筑
ま
で
僻

ん
で
ゐ
た
な
つ
か
し
い
殺
の
一秒で
あ
っ

た
・い

ま
か
ら
ご
十
慨
純
も
の
協
の
こ
と

で
、

も
う
す
べ
て
の
・』と
は
恐れ
て
し
ま

っ
て
ゐ
る
が
、
和
艇
に
そ
の
榔
と締勤
め
い
た
砂町
貯の
除
阪
だ
け
が
殴
ってゐ
る

の
で
ら
っ
た
。

ハあ
え

お
の
殺
さへ
仰
れ
ば
僚の献
の
動
猷も
贈
って
く
る
の
だ
が
な
あ
?
U

階
即
時
はもど
か
し
き
う
に
、
ほ
っ
と
航
船
を
腔
く
の
であっ
た
。

憤土

p
、
弓，公

あ
る
峨1脱
ひ
が
け
な
く
嶋
一
即
時
は
国
尚
一

概
筏
艇の
伊
予
のm
m慨
を
野
一
け

た
。
い

つ
か
仇情聴
と務
部峨
の
鮒
で
憎
がっ
た
と
き
に
は
、

つ
h
ま
し
〈
伽
般の
鉛
ろ
に

ゐ
た
四
十
紙
倖の
賊で
、

山町
制
といふ
砂体
加
は
側
部
を

か
つ
て
ゐ
た
。

船
艇
は
、峨即
時
に
甘
舵
に
お
酔
俳bEす
る
と
問
中
に
、

「
おた
す
け
を
航
き
に
ま
ゐ
り
ま
し
た

が
、
体
搬
伽
ぬ
き
い
ま
ぜ

ん
で
せ
う
か
?
」

之
、
山
町
え
る
や

う
に
い
っ
た
.

「
ど
え
、
お
鉱
や
、
船
側、
そ
ん
な
も
の
ふw併
叫
では
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

一

っ
、
わ
た
く
し
ど
も
の
齢峨
に
な
っ
て
い
た
r
き
た
い
と
例
じ
て
お
側
ひ
に
且
つ

た
わ
け
で
す

トが
・
・・
・』

「滋
仲だ
ね
?
』

峨
即
時
は
雌
か
ら
附
の
特
た
れ
に
、
部は
あ
ま
り
い
h
蜘仰を
し
な
か
っ
た
・

「
除
椛僻
の
や
う
に
仰
向

ど
も
玲
鵠
り
俄
一

識は
、

映
す
m藤
平
和…部一静
・2
m
wひ

に
く
る
の
で、

対
向仰や
宇
仰
向
に
静RW
い
も
の
を
骨
は
せる
こ
と
も
州艇
ま
す
が
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
鞠臨邸協
が
古
っ
て
伊
け
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
いv
h
p討
に
椅

綿
密
か
ら
械
拘
の
ん
W鵬
に
と
い
っ
て
川
町
ひ

に
川
市
ま
し
た
J

間
接、.

ぽ
そ弛め
た
。

と
こ
ろ
が
紙
飛
で
は
憎
鴫
と
し
て
伊
蹴
僻
齢
を
Jぷ
ぜ

.

‘
、
.
4

u
t

写

ひ
と
も

つ
れ
て
き
て
く

れ
と

い
ふ
の
で
、

銚
嫌
が
・
』
は
ご
は
な
が
ら
、
邸
時
の
昨A

，
事

例
Z

L
俗
航
者

q
ん
"
。

t
'

"
、

.
B

内

定
内

叫帽に
、

多
く
の
μ
h
制
問り
池
山
中を
助
け
る

と
依
っ
て
階
削
にな
っ
て
く
れ
と

組
む
と

&
之
が
沼
・
・
会
凶

m

い
き
な
り
傾
倒
h
z僕
り
倒
さ

れ
た
と

しγ
ふ
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
倣ゅ
は
伊
う
し
て
き
』
の燃
艇の
除
即
時
の
瓜
を
骨か
す
こ
と
は
即
駒
市

な
か
っ
た
。

ニ
峨の
鮒併
で
、
一
一
一
百
蹴
滋U叫
ん舘
が刊
磁
十
滋刊の
舵
川
町
に
ころ

げ
匙ん
で
恥
る
の
で
お
る
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
と
伊
蹴
慨
齢へも
総
僻した
が
、
離

も
緋m
mよく
こ
即
の
MA齢
に
なっ
て
雌
蹴ず
る
こ
と
を
瀦
僻
し
て
く

れ
な
い
の
で

あ
っ
た
。
艶
尽
つ
き
た
鍬
や
は
、
峨
一即
時
か館
跡の
干に
鍛れ
、
伊
つ
ては
欣一服

瓶一
-一
とい
っ
て
卸僻
のm
m僻
働だ
っ
た
の
を
脱
ひ
併

せ
、

臨
みに
き
た
の
で
ら

っ
た
.時

即時
は
、
そ
の
闘
を
き
く

と
、

お
慨
を
俄
じ
伊
な
か

っ
た
。
品VM
の
加
や
た

ち
に
減
肢
に
慨
も

を
せ
る
こ
之
も
山
p
u
く
せ
に
、

策
そ
の
船
や
た
ち

. 
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が
錦
繍
け恥
暗
に
あ
り
つ
け
よ
う
と
す
る

也
K
'
f

u

と

、
助
カ
も
せ
ず
に
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
ゐ

る
幣
艇のや
4
な
椴
慨
税
の
鋭
い
滋
静
部

と
レ
ふ
も
の
に
、
低
か
ら
の
敏
m
vをか
ん

じ

た
・峨

昨
同
町
が

、

「よ
ろ
し

レ
1

そ
の
M
.留
の
俄
紘
に
な

の

っ
とて
、 お

力~ If 
強宝 よ
1. . う

接言 1
で」

L ・
4つ

Tζ 
の
は
鎗号
然芝
の

昨~.砂鯨こ
込 め、二そと
な て 郷去 をし で
か 稽よさ「 てあ
っ lζ -， ~il1.郷怒 っ
たにか l減 } た
・ かつ卒G を
おぼ 三・4
つ れ紅ミ 艶
た」綜ZE
の | 籾2 多￡
は I '-。搬震
そと 星空一一
れ狂ぜ合ま {ほ
か曾t 寺Z 詑a
ら を の L1

ゆ
情
箆
の
家

-
時
昨
山
町
は
臥V
Uっ
て
蹴
る
く
な
っ
て

き

お
・
- .

酔
の-R
酪
り
の
俄
都
た
ち
を
た
と

へ
-
昨
紙に
も
せ
よ
鯨
概
山
崎
に
撚
へ
た
と

ν
ふ
こ
と
は
、必
鰍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
・

9 

b <>~ 

.~ 

- 、

‘ 

灘
柳
徹
簡
の
焼
鍬
が

、

船
艇
のm
m艇k

m
mへた
の
は
さ
う
し
た
即
で
あ
っ
た
。
船

艇
は、
械
翻
の
山
町

に
船砕
を
仰
い
た
が
、

そ
れ
が
取
っ
て
脈
絡
に
市
町
っ
て
ゐ
る

と
い

ふ
の
で
あ
っ
た
。
階
即
時
は
慨
燃
と
し

て

餓
を
磁
ってし
ま
っ
た
。

「
それ
で
、

い
ま
は
?
」

と
を
〉
\
と
、

「
山
仰
が
か
っ
た
の
は
問
・3
.
関
紙
の
こ
と
で

し
た
が
、

四
十
酢
邸
い
婚
か
ず
っ
と
つ

r

い
て
、

繋
5
1
3
3

し
た
。
」

と
、
開明
叫
加
は
猷
へ
た

。

• 

『
帽
同
桃
は
?
」

-
a
ι
m
a
-

「
こ
の
附
が
持ち
・
』
たへ
れ
ば
と
い
っ
て

ゐ
ま
し
た
が
、
き
あ
仲
う
な
り
ま

ぜ
号

か
F

」陥
即
時
は、酌
併
に
もmM俄が
あ
る
や

う
な
停
か
し
た
。
そ
こ
で
特潔
島
一
昨
ひ

に
仲
った・

灘
硲
の昨
叫
判
明
に
あ
る

m
m抑
制
の
訟
を

、

置
創
，

、.
句
史-
B

や
っ
と
傑
し
あ
て
る
と
、
胤
四
谷
に
し
た
か
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み
さ
ん
が
、

付
鵬
の
蹴
織
を
m
mって
ゐ
た
。

か
み
さ
ん
は
細
川
町

く
邸
れ
た
附
に
伽

の
叙
を
の
ぼ
ら
せ
て
、

「ま
あ
、
掛
川
底
砂
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
か

、

お
綿
に
お酌に
か
h
り
ま
す
。
」

と
η
智
に
お
船
併
を
し
た

・

「
伸
加
減
が
峨
い
さ
う
で
す
が

、

も
う
:
:
」

占ハ
舵
寸
附
と
脳
協
脱
ら
し
い
俄
悌
の
ど
こ
に
も
・
船
側
は
ゐ
な
か
っ
た

。

}
即

は
山即
時
の
ほ
ど
も
除
草
ば

れ
た
陀
艇
の
鰍
和
は

、

九w
m
m
m
m

に
も
機
臨
し
て
m
mも酢

ま
し
にM
Mる
に
仲
桃
山γ』h
で
は
防
蜘
も
搬
い
し
掛
仰
が
も
織
刈
の
た
め
に
よ
〈

な
い
か
ら
と
い
っ
て、

駒
山
肌
に
あ
る
酌
併
の
蹴
較
に
紛
ら
ぜ
鵡
山
口
を
さ
を
て
ゐ
る

と
い
・
糸
な
の
で
擦
問
時
も
ほ
っ
と
蹴
似
し
た
。

m
m館、
こ
よ
も
柏
市
た
の
だ

4
e
t

い
ん
C
《
・

2
b
a

hω

か
ら
、

そ
の
線
路
の
隠
宅
へ
創
っ
て
お日比
組
問
宏
し
た
い
と
い
ふ
と
、

か
み
さ
ん
は

駁
ん
で
飴
舵
く
部
品
っ
て

、

で
は
倖
綬
附
を
い
た
し
ま
せ
う
と
魁
へ
か
っ
た
・

そ
の
こ
ろ
鮫
職
は
総
特

ニ
丸
山Vま
で
し
か
縮
じ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
そ
の

m問
販
の

蹴
将
二
時
併
を
対
へ
苅
っ
て、
ゆ
る
い
制
献
訟
を
伊
く
と
、
情
出
や
腕
燃
が
つ

ピ

い
て
町
田訟
が
そ
のmm鯨
か
ら、
す
く
す
く
と
般
を
鯨

け
て
ゐ
た
。
階
馳
町時
と
船
艇

の
か
み
さ
ん
と
は
仇
か
た
持
駒
を

い
く
つ
か
替
に
討
に
ま
が
っ
た
。
す
る
と
廊
が

錦く
な
り
、
円
相
院
も
っ
く

り
も
一
部
め
か

し
い
殺
が、
帥
仰
の
併
な
い
織
に
機
慨
を

m
r

け
た
り
、

締
枕
つピき
の
般
に
艇
の
酔
の
こ
ま
か
い
献
や
舟
を
島
一

ぜ
た
り
、
部
和

し
た
船
艇、
勝
姉
九
戸
な
ど
を
蹴
砂
を
限
っ
て
き
た

・

「
こ
h

で
ご
ざ

い
ま
す
J

か
み
さ
ん
が
部
雌
っ
て
減
し
た
の
は

、

m
m聴
い郵
船に
献
儲が
伶
ら
れ
て
あ
る

h
H蹴
た
伊
ぴ
た
設
で
あ
っ
た
・
か
み
さ
ん
が
提
開
を
む
ふ
と

、

凶
日
制
な
mhド
げ胞

の
抑
制
狩
か
山
町
て

h
rた
。
附
山
下
げ
般
の
砕
股
勝
は

M
mの
総
いm叫
の
い
v
h般
に
、
舵卸悶

を
滋
へ
て
ゐ
た
・

鱈
隊
ぎ
れ
た
と
こ
ろ
は
締
勤
めいた
挑
め
かし
い
-
昨
た
っ
た
。

ふ
と
踏を
h
r

る
と
F
艇
の
艇が
あ
っ
た
。
時
即
時
は

、

そ
れ
を
肋
た
搬
附
、
山
巾
す

Uち
に
ず
う
ん

と
似
た
い
も
の
が
球
る
の
を
か
ん
じ
た
。
こ
の
締
勤

め
い
た
}
跡
と
い
ひ
、
麟
う

ち
の
糠
と
い
ひ
、

酢
似
の
裁
に
も
鴎
れ
危
い
除
般
の
そ
れ
と
ぴ
っ
た
り
勾
口
ふ
の
が

慨
ろ
し
か
っ
た
・
-

ハ
こ
h
だ
l

邸
い
慨
か
与
っ
て
臨

し
て
ゐ
子
縁
守
」
h
だ
ー

が
h
rんで
ゐ
た
殺
が
・
』』
だ
l
V

・
A
・
喝
島
民'
w

e

a
n

時
間
氏
が
心
な
ふ
る

は
せ
な
が
ら、

「
も
.、
郎
レ
・
』
と

、

こ
与
に
お
俄
ひ
で
す
か
?
」

• 

• 

主
w

u
g

，
、

阿
緩
ま
で
自
分

と
き
く
と
、

t

「
市
は
、

櫛
の
干
が
こ
h
に
h
wん
で
ゐ
ま
し
た
。
蜘
の
お

a
u
v
:
:
」

と
い
ひ
か
け
て
、
体
肱
臨
は
、
は
つ

K
L
た
。

「
あ
な
た
は
、
仲
峨
峨
械
十
鵬
の
邸
ド
さ
ん
で
し
た
ね
:
:
」

「
出
関
で
す
t
w
峨
峨
硲
十
艇
の
邸
宇
で

m
m川
縦
一
一一
と
い
っ
た
も
の
です
が
、

-
h
-

い
ま
は
役
府
守
・
止
め
て
ゐ
る
も
の
で
す
J

峨
即
時
の
恥
仰
が
し
ら
に
は
純
ぽ
い
も
の
が
給
ん
で
き
た
・

「
僚
が
知
の
磁
十
鵬
に
時
膨
ら
れ

る
閤
つ
の
続
ま
で
僻
ん
で
ゐ

た
の
が
こ
の
総
ら

し
い
の
で
す
・
:
:
さ
み

へ
て
く
だ
さ
い
.
あ
な
た
は
体
総
の
鰐
で
て
あ

‘ 
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な
た
の
織
と
僻
執
る
様
は
ど
ん
な
知
山
田
の
店
で
す

J

体
肱
聞
は
臓
に
苧

bz抑
制帥て
』
し
ま
っ
た
・

U
X
V
静
な
淑
併
と
で
も
い
ふ
の
で
あ
ら
う
か
、
似

品
昨
山
町
は
開
制
の
織

ω
r
b
錦
戸川

和
て
、

ゆ
く
り
な
く
も
島
併
の
抑
制
純
即
慨
を
溜
っ
た
舵
般
の
毅
を
総
し
あ
て
た
の

で
あ
っ
た
・

主タ

絹Z

。

墓E

し
か
し
、

そ
の
体
肱
聞
は
峨
即
時
に
は
、

.
m円山
附
か
伽
み

の
献
の
掛
慨
を
取
っ
て

の

は
く

れ
な
か
っ
た
。

あ
な
た
の
お
鴎
さ
ん
は
も
う
こ
の
船
の
刈
で
は
な
い
。
弘
前
慨
は
鰯
慨
に
わ
た
し

の
瓜
か
ら
は
限
れ
な
い
・
ま
た

、

伸
被
献
で
な
い
加
が
あ
な
た
の
た
め
と
腿
ふ
・

:
:
そ
の
倖
臨
齢
が
澱
と

、と
も
に
蹴
っ
た
の
は
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
・.

「
そ
れ
で
は
、
せ
め
て
お
部
だ
け
な
り
之
お
縦
り

bEさ
せ
て
く
だ
さ
い
1
」

こ
の
峨
昨
停
の
似
齢
の
ね
が
ひ
が
、
き

h
m即
け
ら
れ
た
の
也
、
や
っ
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
.

そ
の
摂
郎
、
山
市
昨
停
が
統
へ
ら

れ
た
稿
の
獄
附
へ
球
っ
た
の
は
械
も
ま
だ
九

m
r

に
な
ら
な
い
う
ち
で
ら
っ
た
・

対
儲
か
ら
だ
に
昨
れ
て
、
動
枕
凱
を
岱
つ
同
仰
ぐ
に
弘
げ
き
、

一
一
一
一
搬

h
r
F
』
い
ふ
の
だ
っ
た
が、

そ
こ
ま
で
鈍
レ
て
く
る
と
、

「
峨酢さ
ん
、
こ
主
で
す
1

〕
税
制
問
か
ら
苧
献
へ

こ
h

で
す
l

」

• 

• -
• 

• 

と
、

昨
よ
賂
，
か
し
た
・
帰
る
と
、
暇
院
の
体
蹴

一
回
、

の
舵
即
時
が
、

m
w
w
唱
の
倣
脱
の
ほ
と
り
に
炉
っ
て
ゐ
た
・

患
に
は
搬
の
加
怖
が
縦
献
の
慨
が
な
か
に
、
砂

U
4と
敵く
椴
仰
て
ゐ
た・

「
あ
な
た
の
お
鴎
さ
ま
の
お
識
で
ご
ざ
レ
茎
す
よ
。
ょ
う
〈
鱗
ん
で
あ
げ
な
さ

畠
B
C

い
・
き
っ
と
説
ん
で
を
り
ま
せ
う
よ

J

お
留
は
部
除
な
も
の
で
あ
っ
た
・

認
の
艇
に
は
紗
れ
が
献
げ
た
強
か
印
掛
川
貯
か
ダ

リ
ヤ
が
、
山
市
附
け
ら
れ
た
畑
山
聴

会
，
吃
A
V

aH
S

が
椛
く

紛
ん
で
あ
っ
た
。

「
臨
州
、

た
く
さ
ん
の
椴
純
で
す
ね
・
-
」
ん
な
に
お
服
り
を
し
て
く
れ
る
刈
が
あ

る
ん
で
す
か
。
僚の
官み
の
献は
鮮
砲射
針
の
蹴い店
だっ
た
の
で
す
ね
引
」

M
U
か
ら
の
郡
勝
抗
体b
Eす
ま
せ
た
の
ち、

峨
昨
山
町
が
慌

し
き
う
に
か
う
い
ふ
と、
昨

股
向
山
の
蜘
は

、

槻
え
た
や
う
に
断
り
の
知
町
の
邸
邸
の
蜘
に
そ

h
が
れ
た・

そ
こ
に
は
、
伊
称、
こ
の

砕
肱
艇
が
、

鈴
い
で
郵
の
献
か
ら
山
川

hrい
て
、
か
く

し
て
お
い
た
披
鮎
が、
臓
の
勝
治
に
、

ひ
っ
そ
り
と
結
ってゐ
る
の
で
あ
っ
た・

い
ま
は
料
れ
も
な
い
峨

批
2・

• 

「
山
町
脱
お
織
の
邸
」

諮
に
は
さ
み
い
で
あ
っ
た
が
、
態
停
は
そ
れ
に
は
偽

V
L
し
な
か
っ

た
の
で
、
い
よ
い
よ
峨
を
蹴
る
く
聴
か
せ
て
蹴
服
き
う
に

m
f
r
u
に
献
げ
ら
れ
た
駒

山
仰い椴
踏
を
島
成
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
・

• 

円安
は
h
V》

• 
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融
制
山
と
は
併
に
な

る
と
骨
ふ
こ
と
で

す
。
だ
か
ら
「
戯
僻
」

と
も
「
飯
郡
」
と
も

分
ひ
臓
は
みm
F

と
も
皆
っ
て
静
ま

す
。
館
山
間
働
僚
が
備

に
彫
っ
たmVを
脇
町
叙
す
る
織
に
か
紙

健
茸
ほ
4
a
u

胴

か
ら
『
成
泊
品
目
」
と
云
ふ
も
の
を
も

撚
し
ま
し
た
の
で
す
。
錦
町
判
僻
脱
税

制
併
な
ど
で
は
「
慨
り
の
持
」

と
し

て
十
二
郎
八
伊
に
断
獄
酔
の
織
り
を

縦
し
て
伊
り
ま
す
。

や
淑
に
『
齢
川
内
」
と
卦
っ
て
十
二

m
m入
山
町
主
題
め
て
静
ま
す
が

、

動
部

も
一
一一
}
一
あ
り
ま
す
・
榔
雌
で
も
前
い

民
・

9

ほ
a
o

砲
で
は
一
二月
十
抗
貯
に
し
た
ゃ
う
で

そ

す
。
峨
ち「
磁W
ぬ
」
鰍
二
十
一
砂
川

鰍
m
mの
備
に
「
醗
対
ね
て

一
-
一
郎
十
五

町
駅
郡
伊
一
河
川

勺」
と
山
町
て
静
る
さ

4，

で
す
が
、
織
的
即
怖
か
ら
「
十

二
隣

人
伊
」
に
な
っ
た
と

骨
ふ
こ
と
で
す
・

訴
は
舟
砂
の
臨
の
櫛
静
か
ら
ら
し
い

で
す
。ま

た
験
続
臓
部
の
伊
叫
剛
に
砕
い
て

も
ル
即
時
か
あ
り
ま
す
。
腿
ち

一
一
一
十
、

一
一
一
十
一
、
三
十
五
な
ど
で
す
@
併
で

は
対
紙一=十
五
蹴
戯
館
総
が
一
般
に

胤
ゐ
ら
れ
て
静
ま
す
。

b
e
E・
ゐ
々
、
」
何
?
，
，

.w

師
柿
敏は
殿
伽
婆
叫Y
阿
縦
割
珊
泡
盛
や

v
w
m
縦
断
膨
引
な
ど
の
撚
を
山
首
け
た

け
れ
ど
も
恐
に
瀞
たず
、
部
に
献崎

町
出
泌
蹴
郎
が

-
酸
っ
て
M
W
掛
静
滋
の

桝
に
ル
り
対
脱
却
川
に
勝
り
か
与
っ
た

の
で
し
た
.

期
鶴
俗
説
か
ら
畿
越
さ

れ
た
配
航

船
など
の
五
必
の
刈
滋
と
一
蹴
に
な

っ
て
六
一
明
附
帯
併

を
し
ま
し
た
・
一

成
に
一
部
の
潟
、
一
部
の
俳
砕
と
一
世

ふ
や
う
な
観
貯
の
減
能
な
ど
も
七
ま

し
た
が
、
も
出
口
併
は
材
紙
の
践
で
な
レ

と
M
Wっ
て
仲
村
で
叫
仰
を
船
ひ
絡
船
に

噂出
か
け
た
の
で
し
た
。

五
必
のr
r畿
は
訟
を
島
て

「
儲
は
松
町
鉱
山
の
織
に

川
怖が鍛
れ
てb
y

慾
に
な
っ
た
」

と
酔
鰍
し
て
叶
汁
ぺ
村

判
、
と
骨
ふ
隊

へ
停
っ
て
し
ま
ひ
ま

し
た
。
椴
依
は

z
-

-

a
'
u
ζ
 

そ
ん
な
般
に
は
か
ま
は
ず
、
価
格
比

W械
の
椛
織
の
鰍
刊
列
づ
引
の
腕
ず

る
抑
制
砂
を
蜘
ん
で
初
川
知
に
な
り
、
航

佐
官
隊
ハ
都
品
臨
蹴

〉
の
刊
で
恥
刈
一
心

の
刈
汁
計
刊

か
ら
磁
を
邸
ひ
骨
け

τ
総
帥
畑
町
船

亡

• 

「
胸
部
し
な
け
れ
ば
似
酔
を
島
町
た

ぬ
」と

卦
ふ
対
憾
倣
で
蹴
紛
に
苅
っ
た
の

.
で
す
が
、
m
m哨
印
刷

.

鰍
鰍
山
ー
な
胎
齢

や
印
船
な
ど
も
縫
っ
て
悦
が
蹴
れ
か

け
よ
う
と
し
た
載
も
蹄
叫
あ
っ
た
の

で
す
け
れ
ど
も
、
それ

ら
を
一
一
蹴

￠

向
く
船
舶
さ
せ
て
総
に
十

一
一郎
八

酢
の
克
服
に
取
ん
で
「
一
城
ゆ

」
を

得
、一
舷
砥
く
部
制
し
て

『
m
m併
僻
」

、品
。
ん
だと一f
m
p・
、τ

怒
縫

っ
た
鈴
に

「
歌
の
魁
滋
軌
を
将
め
つ

L
戒
を

ル
峨
し
餅
ず
、
除
服
し

て
鰍
貯と

な
く
部
し
み
を
川
町
け
た
・
偽
し
訟

の
他
都
執
よ
。
川
町
は
仲
可
ま
船
山
即
さ

れ
た
の
だ
。
抑
制

は
も
は
や
裂
を
叡

ら
な
い
で
あ
ら
う
。
捕
や
艇
が
は

脇
村
、MUは
蹴
蹴
の
獄
に
た
っ
て
、
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な
る
ば
か
り
で
す
か
ら
、
併
は
む
を

山
附
し
て
酌
き
ま
す
。
総
し
蹴
材
縦
な

も
の
は
「
畿
管
」
と
骨
ふ
こ
と
を
叫
判

断
に
儲
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
郁
傑
聡

「し

欝を
と
It 

態
ヱポ、

ば

感
知
町
は
献
蹴
し
た
の
だ
」
と
。

ぷ
が
験
慌
の
臓
部
の
都
機
だ
と

一昨

は
れ
て
静
ま
す
。
館
以

.

の
鰍
川
町
に
は

か
な
り
む
つ
か
し
い
箆
幣
を
誠
ぺ
て

蛾
蹴
の
慨
り
の
鵬
艇
を
鰍
く
搬
脈
し

て
静
ま
す
が
、
能
殿
鵡
が
腕
ら
な
く

、

-

可
V
I
v

e
h

銅
線
と
銭
円
刷
の
m

m
.
 

野
生
句
滋
伯
とを

の
大
限
直
属
.

慨
の
撒
聞
協
搬
は
町
九
川
町
内
叫
一
附
ゅ
の
撒
附

m

m
の
総
蹴
悩M
Uに
似
て
鵬
協
は
れ
、
慨

に
縦
判
長
似
し
み
く
。
川
崎
て

一
っ
と
し
て
酢
配
し
て
静
る
も
の
は

な
い
。
そ
し
て
獄
主
総
都
ず
る
税
も

な
勺
齢
な
一
概
の
働
協
に
保
て断

が
ち
そ
し
て
お
協
の
猷
に
魁
臨
し
て

仲
くの
み
で
あ
る
」と
一
ず
か
純
で
す
。

だ
か
ら
潟
苅
ゆ
一
献
の
砂
鴎
に
較

し
て
「
附W僻
」
と
蹴
へ
た
檎
で
あ

り
、
m
m
R
九
階
一
蹴
の
働
協
こ
そ
が
や

航
の
「
対
獄
鍬
」
で
あ
り

、

持
「
対

録
制
」
こ
そ
が
「
殿
献
の
続
減

L
と

し
て
酢
併
を
殿
献
さ
せ
て
動
れ
た
の

阿
j
w
p、
念

υ

で
あ
る
か
ら
、
念hH
に
『
南
無
」
し

『
蹴M
m」
し
伊
く
磁
に
、
叫
州

J引
に
般

献
し
伊
〈
「
駒
山
品
部
」
鵬
ち
臨
み
な

き
践
が
賊
へ
ら
れ
る
と
欝
ば
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
蹴
ひ
ま
す
。

お
は
慌
に
縦
桃
山
附
に
椴
慌
の
臓
部

を
島
た
も
の
で
、
僻
の
鋭
部
か
ら
は

「
鱗
慌
を
問
削
即
す
る
も
の
」

と
の
御

地
り
を
安
け
る
か
も
紳
り
ま
せ
ん
が

能
川
山
麟
慌
を
い
や
が
ぷ
に
も
隊
い
臨

に
m
mり
却げ
た
織
に
、
抑
制
滋
刈
慨
に

は
宇
が
勝
か
ず
封
般
か
け
織
れ
た

「
桝」
と
し
て
繁
郎
た
に

撚
き
れ
な

い
も
の
の
や
う
に
蹴
じ
き
せ
た
の
は

似
し
仲
う
か
と
蹴
ひ
ま
す
。

部
し
刈
闘
と
一
説
仰
向
溜
っ
た
か
け
雌

れ
た
尽
な
ら
ば
、
総
滋
の
取
に
い
く

ら
僻
慌
が
働
部
し
刊
さ
れ
て
も
誠
艇

が
m
mる
鰐
が
あ
り
ま
せ
ん
。
仰
向
滋
に

b
r
mでも
勝
る
臨
に
刈
附
縦
な
宇
献

り
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

そ
し
て
総
滋
が
僻
慌
の
総
に
保
て

村
山
し
で
も
般
献
す
る
こ
と
に
鰍
越
し

て
弘
叩
け
れ
ば
こ
そ
「
臓
部
伊

」
を
も

倣
っ
て
齢
務
に
い
そ
し
む
鮮
に
も
な

れ
る
の
で
は
な
い
令
せ
う
か
。
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こ
の
慨に
絡
が
刈
っ
た
の
は
あ
れ
か
ら
昨もな
く

の
縦
だ
っ
た
・
そ
の
蛾は
一
m
hパ
ーと
械の
殺
の
附

か
ら
阻
ま
で
脱
い
て
も
仲
除

に
も
山
内
寸
舘
併
か
っ
た

瞭
ゆへ
政
っ
た
械
の
刈
滋
の
臓
の
ぷ
で

は
寸
肘
邸が

眠
いで
静
た
・
そ
れ
で
も
削
除
酔
は
出
向
し

て
脅
か
街

開:
〈
後
編
)

中梅

浮

義

島
松
二

壷明

を
腿
か
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

時
ま
で
勝
き
さ
う
な

般
の
特に
あ
っ
た
。
m
N寸
臓
に
殴
し
、
船
を貯
ぢ
て

蛾
制
す
るhwが
都い
た
。
阿
川
純
ま
で
部
批
仰
の
や
う
に

封
。
蹴
っ
た
例
同
町
僻
の
そ
の
却
は
併
は
ど
こ
に
も

殿
山
せ
な
か
っ
た
。
船
村
山

が
ど
う
に
か
す
る
と
す

て
、

一
伎
で
も
川町
い
筑
併
で
も
ん
町
い

、

一
胞
の
ね
で

も
と
、
山
川
刊
蹴
り
の
軌
服
械
へ
山

r
m
m
に
持
っ
た
の
は

骨
量

‘

，

.. h

，

h

、
、

ベ
昨
『Hの
恥
だ
っ
た
が
、

ι
4
，
作
も何
ら
な
か
っ
た
・

川
町
を
以
っ
た
か

M
M
h
w
m
w

は
域
問
秘
似
の
附
聞
に
航
ザ

て
ゐ
た
m
m品
川
の
刊
か
ら

一
一恥
の
ね
そ
伽
Wび
な
い
阪を

伽
ば
し
つasや
っ
と
の
腕
で
酌
併
が
倒
滋
川
町
っ
て
ゐ

た
脱へ
持
ち
踏
ん
だ
。
や
が
て
雌ぴ紗
へ
た
院
は
も

'
C

時
ち
よ
か
‘
.

う
動
け
ず
に
へ
ナ
へ
ナ
と
鍛
に
党
り
御
っ
て
し

ま
っ

た
ね
が
あ
る
。
配
齢
の
階
は
脱

を
な
し
て
俄pm
w
の

総
へ
と
総
務
し
た
。
似
し

ω川
パ
引
が
附
へ
る
聯
は
臨
→

h
r臥
も
き
か
ず
、
や
が
て

m
p伽
?
限
る
聡
が
瀬
川

と
し
て
刈
刈
の
限
か
ら
殴
っ
た
。
似
の
恨
ん
町
ハ
伽
と
卦

は
れ
た
餓
も
、
れ
悦
は
仙
川
山
川
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
岡
駅
前

、

総
叡
を
が
ひ
せ
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。
倣
や
が

伽
仲
磁
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蛇
脱
し
ても
島
例
もお
はな
い
の
が
怖
の
も
の
に

も
骨
は
せられ
ぬ
と
、
mwん
と
-
rっ
て
も
儲
の
献
か

ら
ニ
川
た
り
と
も
跳
かぬ
m
h
w
m
r

抑
制
ぼ
で
あ
っ

た
。

械
の
刈滋
は
、

h町
も
織
も
な
い
都

刈
よと
鶴
り
牒
っ

て
も

.

mN倣
は
た
新
υ

の
僻
い
仙
川
腕
の
雌
く
な
ん
の
部

慨
もな
く
慨
に
似
す
っ
く
す
の
み
だ
っ
た
・

悌
燃
とし
て
伊
へ
る
械
の
川
場
か
ど
ん
な
に

舵

し
1

9
e
o

ま
ゆ
か
}
ζ
b

恒三
ら

ゑ
て
ゐ
る
こ
と
も
知
ら
ず
、
夕
刊
は
侭
紅
に
州
の
叙

に
階
き、列
搬
船
町
が
誠
一
一
桝
に
限
ヅ
て
ゐ
た
。

や
が
て
磁
の
丹
駅
れ
の
臨
時
も

W
-え
ゆ
く
崎
、
必

の
樹
に
即
齢
の
店
川
町
が
ね
の
勲
や
時
の
叫
げ
を
川
町
レ
戸
、

ゐ
る
の
か
持
て
ゐ
る
の
か

、

総
船
仰
いv
h
rの
都
か
こ
つ

一
一
一
っ
と
磁
れに
も
邸hwか
と
脱
ば
れ
る
問
仰
さ
く
併

を
砂
の
蜘
に
船内る
瞬、
そ
の
ぬ
き
な
いWか
ら
倣
は
飢

で
も
、
っ
き
さ
h
れ
る
十
う
な
府
へ
ら
れ
な
い
般
の

鍛
併が
蹴
の
即聞に
府
み
る
や
う
に
う
づ
く
の
だ

っ

た『
T
Y
さ
ん
、

位
け
へ
っ
た
よ
。
』

恥
骨が干
の
艇
に
ハ
γ
と
鮫
け
ば
、

持
た
り
階
の
鰍

恐
の
熊山町
で
も
と
、

鰍
き
に
山
町
て
ゐ
た
鰍
お
就
が

舵

• 

誠
へ
て
小
、♂
V
V
Jい
院
を
山
附
け
て
ゆ
た
っ
て
貯
た
・

部
臨
レ
般
の
叫
に
ゐ

っ
て
邸
に
階
的

し

い
磁
の
蝕
助
な

蛾
し
い
協
が
ボ
ウ
と
伊
い
た
が
、
島
問
時
に
地
即
に
山
闘

う
た
強
み
れ
、
執
く
官
ん
だ
蜘
も
く
ぼ
ん
だ
お
持

の
餓
の
縦
織
が
昨
仲

間仰
と
し
て
制
定
。

『
お
h
、
お
将
か
伊
っ
て
ゐ
た
ぞ
。
」

『
控
訴占Cん
は
。
」

『
ゐ
の
ば
も
蹴
ぎ
に
寸
帥
山
口
山
川
町
た
つ
き
り

、

け
へ
っ

て
か
常
ね
ん
だ
・
」

倣
蛇
は
山
町

り

つ
め
た
飴41蹴
んc
aり
船
ロ
掛り

こ

ん
で
し
ま
っ
た
。

&
だ
凶

.
e
ζ

『
う
ん
、
父
ツ
さ
ん
・
・
・
・
歌
島
だ

、

何
時蝿
も
ひ
ど
い

や
、

山
品
販
か
ら
印
刷
舵
の
放
滋
臨
併
協
し
た
が
、
必
艇

が
枇
怖
い
ん
だ
よ
、

も
う
・が
溜
は
僻
く
な
る
し

、

し
ょ

う
が
な
い
ん
で
献っ
て
駒市た
よ
、

蹴
く
践
は
ね
い
で

ね
え
.
』

b
z

“
.
m

・

『
な
ん
の
/
\
輔
副
く
な
ど
思
ふも
の
か
、

ま
あ
日
Tく

品
れ
:
・
・
さ

つ
き
械
の
識
が
規
加
跡
形
た
よ
。
舵
も

、

も
う
す
っ
ぽ
り
と
般
除
し
に
ゃ
な
ら
な
く
な
っ
た

『 よ
父eJ
Y 

/v 

蹴E
色2
tJ; 

aEE 
る

よ

f酷
まn
7ご
も
Q) 

• 

ど
う
し
て
苅
鉱
山

rた
ん
だ
い
J

s
a中
ほ
ん

企

令
、.

a可
挺
ぺ

a
'

c
u
n
z
b
§

胸
併
を
解
、ぎ
な
が
ら
父
の
後
に
あ
る
さ伎
の
米
俊

弘
昌

hF

"
‘

，
、
色。

もγ
円
品
た
お
坊
は
鰐
さ
の
あ
ま
り
臥
も
き
け
な
か
っ

た
。
間一町
眠
時
が
り
ナ
ワ
ナ
と
腕
へ
て
ゐ

た
。

e
 

『
父
ツ
さ
ん、
そ
』

L
h

、

そ
れ
は
よ

畠
，
、
ぺ
・

9
A
v
e

・

勺
a
-

-

a

作
兵
衛
は
巧
増
、
れて
ゐ
た
凶
作
下
・1
り
て、

紙
で
も

お
っ
た
や
う
に
お
持
b
訟
が
際
戒
に
伸
之
r
-た
。

s
a
円

三

2
P
幅
，

h
.

‘，
U句"
。

e
e

『
お
山
小
、
よ
れ
は
な
、

ゆ
め
の
明
院
の
隅
に
級
慌
の
活

h
rっ
て
ゐ
た
錦
町
別
の

M
Wへ
ず
っ
さ
げ
か
ら
ね
れ
て
倣

い
た
も
ん
な
ん
だ
。」

つ「
たそ
らん
いな
』 勺

、

の
にそ
。ん

なな
/" Iこ
だ綬z
i.l‘ニ
え lす
、て

そゐ
んね
なえ
に で
ぢ2 、

へ~(

おん
才t で

と

<
徴

せ

中

な
ら
ね

た
が
司~.

• 

た
ん
だ
よ
。
」そ

ん
な
縦
町
で
も
ね
え
。
」

・
・
い
え
ん
r
h
e
A

6

忽
‘
，

『
な
あ
お
才、
検
起
の
良
い
川
町
り
い
は、

世
の
小
の

伐
か
な
鴫
の
税
だ
。
か
う
な
っ

ち
ゃ
佐
波
が
ね
え
J

m
m
w
m
w

の
艇
は
舟
鰍
に
鱒
く
な
り

、

が
げ
て
ゐ
た

限
も
仲
除
し
か
併
せ
て
ゐ
た
。
お
持
だ
け
が
慨
に

載

っ
た
似
のm
m
p
に
山
町
き
た
い

や
う
な
山
知
山
加
で

、

『
い
・
え
、

と
も



( 48 ) 決一一ホA ーー 開• 

す
れ
ば僻
れ
断
る
仇
ん
の
般
を
併
特
に
な
っ
て
煎
へ
て

ゐ
た
。

「
な
ん
で
も
川
崎
い
か
ら
、

T
yさ
ん
、
そ
れ
を
怠
っ

て
荒
船
に
な
っ
た
ら
。
」

館
し
く刊
か
ら
蝦
き
匙
む
お
ね
の
臓
を
は
ね
の
け

て
m
F伽
は
旭
き
な
艇
で
駆
り
だ
し
た
が
、
そ
れ
も

や
が
て
僻
く
俄
く
純
く
な
っ
て
持
っ
た
。

ナ
』
ら
:
:
お
献
ま
で
そ
ん
な
臓
を
⑪
ふ
、
こ
の
特

，
、
‘

B

-
-
a

い

を
食
ふ
位
な
ら
こ
ん
な
に
後
ち
ゃ
ゐ
ね
え
、
お
才
お

献
に
は
、
は
っ
き
り
脱
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

こ
り
や
慨
は
特
ぢ
ゃ
ね
え
、
敏

郎
た、
|

こ
ん
な

』
と
歯
切
‘
忽
内

壌
が
あ
る
だ
ら
う
と
患
っ
て
ゐ
た
か
ら
こ
そ
、
お
前

に
も
船
鵠
さ
ん
に
も
い
れ
え
慨
を
件
ら
し
た
ん
だ

、

提
供
刊
材
ル
り
獄
、
千
附
臓
の
蹴
跡
へ
主
宇
を
矯
い

た
、
ヂ
桜一
よ
ん
で
、
長
率
の
静
香
、
が
ま
た

慨
かm
mめた
で
、
あ
ん
な
艇
を
し
た
っ
て
、
慨
が
と

れ
る
も
ん
か
。』
て
織はれ
た
νり
ゃ
ね
え
か
、『
f
艇

が
峨
を
即
時
く
す
う
な
も
ん
だ
・
』
て

、

で
も

一一一収
は

な
、
お
献
は
仙
仰
を
跡
み
仰
す
、
耐
と
勝
訴
さ
ん
で
鰍

隊
り
慌
艇
り
や
っ
と
除
ら
し
く
し
て
、
ゃ
う
や
く
瞥

こ
の
俄
だ
。
あ
の
階
、
お
献
に
も
、
船

っ
た
の
が
、

• 

訴
さ
ん
に
も
彫
っ
た
と
一
昨
っ
て
肋
せ
ず
に
砕
い
た

こ

れ
だ
。
応
へ
ばTm特
併
は
飢Vつ
な
げ
る
か
も
ゆ

れ
ね
え
、
町
将
令
す
れ
ば

械
の
品
加
が
一
一

一伊
や
閉
伊
あ

り
つ
け
る
，
た
ら
う
。
;
|

だ
が
そ
れ
き
り
だ
。
お
説
、
よ
く
除
け
、
艇
は
阪

の
将
だ
、
部
の
4
Mは
嫌
だ
、
寸
臨
が
千
邸
磁
胞
に
な

っ
て
こ
れ
か
ら
の
店
滋

bz磁
っ
て
伊
き
椛
を
臨
含
閥
均

え
さ
せ
て
品
川
く
の
だ
、
こ
の
踏
を
岱
っ

て
し
ま
っ
て

ど
う
な
る
、
こ
の
叫
削
減
の
あ
げ
く
に
は
械
部
な
ど

、

山
り
や
斗
槌・も
ね
え
だ
ら
う
・
悌

V
喰
ら
うとす
る
の

は
そ
こ
だ
・
品
川
し
刈
附
は
な
あ
、
慨
す
れ
ば
鰍
す

る
、
制
の
酔
院
に
は
縫
の
艇
な
ど
税
へ
な
い
の
が
ば

の
腕
だ
。
椛
の
齢
は
ま
だ
偵
の
臨
は
盤
戦

b
z会
っ
て

も
骨
き
て
伶
け
る
、

ω
猷
な
の
は
勧
桜
一
一胞
だ
、
お

材、
織
と
し
て
糖
4
Nの
憾
に
臨
み
か
ね
る
こ
と
だ

が
、

舵
の
骨
ふ
艇
を
凡
附
い
て
貼
れ
る
か

J

「
アイ
:
:
T
Yさん
が
、

そ
ん
な
に
ま
で
し
て
似

隠
し
て
ゐ
る
ん
だ
も
の
出
貯
る
艇
な
ら
な
ん
で
も
・
.

り
先釜 可b

~ 愛ま :
に い J
i殿子￡
かの
込ζ 可E
み憐t
上め さ
lデに
て 寝台

*"が
た子4
.を

抱Z

~ 
静
め
る
よ

『
伶
う
か
、
す
ま
ね
え
、
お
献
澱
へ
仲
っ
て
貼
れ
る

合
M『

翻
っ
て
ど
っ
ち
の
説
。
」

「
m
r
-
刊
の
ずっと
F
dの
穆
た
、
お
時
か
ま
だ
川
怖
さ

い
鴫
斗
中
丸
町
っ
た

こ
と
の
あ
る
献
一一
一
お
っ
さん
の
ゐ

る
喝
た
.
」

「
そ
こ
へ
停
け
ば
怖
か
織
の
・

-
--
J

W
ち
る
澱bE部
ひ
っL駒
山
る
恨
ん
山
門

m
vのM
Uは、
-
昨

ひ
m
wれ
ぬ
怨
献
と
、

部
砲
し
伊
ぬ
叩
州
都
と
が
、
似
の

ほ
のM
Wで
鮫
踏
の
雌
く
府
き
狐
・
中
の
だ
っ
た
。

『
附
は
か
う
や
っ
て
鍬
恥
叫
が
税
へ
司
法
ん
で
ゐ
て
ふ

と
仰
向
の
や
う
に
蹴
ひ
即
し
た
ん
だ

、
お
献が
仰さ
い

階
、
を
ほ
の
お
鍬
か

m
rん
だ
階、
殿
い
や
統
一
-

一ど
ん

が
貯
て
な
、
溺
ら
し
い
慌
の
税
や
、
札

W
M叫の
献
を
し

た
問
、
服
店
お
哉
と
い
ふ
、
け
な
げ
な
対
九
千
の
艇
を
醗

し
た
よ
、
お
臨
の
織
に
帝
臓
に

hが
そ
骨
っ
た
と
い
ふ

対
宇
の
慌
を
な
あ

、

や
麟
は、は
か
り
M
Wれね
え
躍

の
鉱
山
間
だ
っ
さ
、

h
v舟
の
卸
特
艇
を
十
も
二
十

も
野

ふ
鈍
を
ゆ
っ
て
る
っ
て
だ
。
そ

れ
で
酢
一
将
の
対

h
?

と
あ
れ
ば
鈍
に
栽
酢
は
ね
え
さ
う
だ
。
お
献
も
純
叡

百
触
の
附
の
干
だ
が
抑
制
か
や
職
か
、
み
め
よ
く
鎚

れ

• 
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4ナとて
ば 云い 来・
ど はて
んれ村主
なる IJ、ー
に綴・ !耳1ま
で盆告だ
も、{!lI"
総・み ん
管I~ が だ

に
な
れ
る
、
・
・
・
・
さ
う
だ

仲ん
と
か
骨
っ
た
な
あ

、

つソう
て、む

こ 然き ・ う
のう
村吉だ | 
を 、 l

1l)J手 そラ
け lL シ
てにヤ
突くなメ

れ
る
か
い
、
。
し

「
お
父
y

さ
ん
・
・
・
・
』

お
訴
はm
Nに
酢
く
だ
け

で
ら
っ
た
。
そ
の
澱
の
崎

で
除
制
併
で
船
た
、
出
向
縦

と
、
働
の
識
の
憎
い
、
株

ち
ゃ
く
れ
た
秒
、

υ

蹴
の
み

た
い
な
や
郡
山
市
か
慨
日
レ

錦
之
な
っ
てmp
w
M

の
特
に

か
の
句よ

彼
女
を
せ
め
る
の
だ
.
い

く
ら
械
の
織
と
は
一
昨

へ
あ

ん
な
m
へ
、
酢
材
の
対
が

炉
を
ま
か
せ
る
な
ん
て
、

ど
う
し
て
も
純
情
はしな
か
っ
た
が
、
山
ん
の
肢
で
あ

る
間一
二お
っ
さ
ん
が
慌
の
か
慨
か
ら
昨
潜
っ

て
川
結

し
を
し
、

告
さ
て
静
ら
れ
ぬ
の
を
械
の
織
の
聞
で

慨

へ
抑制さ
れ
、
公
の
m
p
m
wも仲
ん
の鰐も
野
-
け
ず
に

狩
ん
だ
のはみ
な
、
れ
作
封
さ
ま
燦
め
山
川
の織
の
お
織

と
引
制され
て
や
っ
と
山崎
加
をし
た
峨
には
酢
も
い
た

く
貯
け
て
ゐた。

「
お
献
も
舵
[
唱
か

う
し
て
訴
して鮮
さ
れ
た
の
は
献

で
も
ね
え
、
み
な
械
の
般
の
織
な
ん
だ
。
併
の
部
レ

。
企
し

&
し
K
M
V

ひ
&
L

-
Aは
知
ら
ね
え
が
、
年
寄
の
人
は
み
な
知
っ
て
る
ん

だ
。
啓
一
去
っ
さ
ん
の
戦
を
な
、
そ
の
時
断
は
酌
の

熱
い
日
刊
に
こ
の
砕
脱
は
餓
に
か
け
て
も
か
へ
す
こ
と

だ
と
舵
の
臓
に
鈍
っ
た
ん
だ
。
お
持
制
・
」
そ
そ
の
時

-

わ
し
を
お

ほ
‘
ヲ

袋
、

が
来
た
ん
だ
。
俄
の
宵
負
ふ
べ
き
荷
物
を
お
前
に
ま

-
M
と
み
，

で
わ
け
る
昨
引
は
摘
阿
ま
ね
え
・
... 

附
は
怖
も
な
く
舟
ぬ

、

陥
館
に
な
っ
て
も
こ
の
腿

榔
を
明
る
。
け
れ
ど
こ
の
艇
を
明
る
に
は
槻
の
刈

訟

を
み
ん
な
の
殺
を
あ
ん
ま
り
ひ
ど
く
飢
ゑ
さ
ぜ
て
は

蜘
酢
だ
、
ど
う
し
て
も
斜
猷
ヲ
肢
を
し
の
戸
、
百
や

二

百
の
ね
備
が
却
時
な
ん
だ
、
お
ね
静
ま
ね
え
:
:
か

う
し

た
欧
郷
な
艇
と
な
り
宇
と
な
る
の
も
蹴
舶
の
仰

. 
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『山東t
お 父と 、 司ほ
=n. 夕 、だ
のさ 、、

除要ん ，、~
に、 マの

込行。 ィ t~
胤的 く 行い tこ
の よつな
や J てつ
う :!l.!< て
なれく
M~ I れ
が l
ーー しー・

椛

溢T
h 
て

，、

、

，、

、

3
・

3

aTm
M
1ず'

「
さ
う
し
て
央
れ
よ

・

恨
んp
m
w
は
宇
ι
r
・M
Mして
部
が
似
を
慌
し
賭
ん
で
し

ま
っ
た
。

『
で
・
弘
前
砧
・

-

-
-
J

『
ぽJ
e
Nにほ
の
艇
は
い
け
ね
い

、

服
部
さ
ん
と
も

h
rは
ぬ
も
の
と
鳴
ら
め
て
井
れ
J

そ
の
僻コ
仰は
栂
拡
い
て
即
き
に
~
砕
い
た
。
前
三

お
っ
さ
ん
般の苧
純一戒
を
榔
総
く
た
れ

、

昨
日
一
棋

の
m
m加
を
件て
、
紗
べ
て
な
m
Mりて
お
将
が訟を
仰

ょ
う
と
し
た
階
。m
h
w
伽
闘
は

-
a
z内

宮
、

.
6

台
市
宮

『
お
才、
も
う
一
路
、
加
を
簡
を
-
-
-
-
J

『
で
は
お
ず
さ
ん
、
た
っ
し
ゃ

l

健
在
ん
に

も
骨
は
ね
い
で
・
-
-
-
J

お
羽
は
慨をは
ら
っ
た
艇
を
た
っ
た

一
昨
静
り
除

け
て
蹴
の
峨
を
称
え
て
侍っ
た
・
そ
の
徐
に
倣
却
の

即
時
叫
が
仰
J
mど
鎚
し
い
山
町
山
知
を
作

っ
て
ゐ
た
。
mm
F

併
は
そ
れ
きり僻
れ
た
ぽ
知
町
き
品
ら
な
か
っ

た
@

流3

れ

星i

を
の
F

の
背
械
の
伊
謀
議
偽
容
を

紛
れ
て
ゐ
た
。
続
は
五
十
泣
い
が
、

M
M
F
-

な
卸
か
蹴

ま
で
た
れ
艇
か
に
訴

か
にm
F
m
w
と
榔
載
し
て
ゐ
る

信
号
台
。

e
u
乃

も
の
ヘ
ど
こ
と
な
く
焦
燥
し
き
っ
た
所
が
あ
り
あ

り
と
そ
の
Wべ
て
の
艇
除
か
ら
鰐

せ
ら
れ
る
の
だ
っ

た
-「

削
除m
Vどん
、
儲
か
に
お
側
ひ

に
拠
た
、体
抑
制
ゅ

の
附
仰
な
郁
槌
で

、

艇
の
艇
に
も
特
は
な
い
。
械
の
動

が
加
川
町
内

m
wどん
の
と
こ
に
為
ると
臨
いで
佐
放
な
く

附
む
い
た
織
だ
J

山
山
一
m
n
m
w

は
除
ぢ
て
ゐ
た
蜘
を
側
か
に鵬き
、
都
っ

て
併
慨
し
た
・

『
川
町
ん
と

か
秒
併
し
て
刊
さ
る
ま

い
か
。
」

そ
れ
を
除
く
と
恨んpm
vは
叩
削
除
に
山
附
い
た
酔
を

か

っ
と
除
服き、
作
品
品
の

が
へに
じ

り
ふr
n
M
た
。

「
伊
討
さ
ま
、
飽
か
臨
ま
で
、
そ
ん
な
艇
を
田
町
う
て

P
2
・
併こ
そ
駆
る
磁
はね
久
的
町
拍
手e
ま
、
怖

い
て
刊
さ
れ
、
:
:
」

特
協
が日問
問
診
し
た
仰
川
町
内

m
w郡
山
叫は鍵
般都
間も
な

く
幣
る
貯
を
能
っ
て

か
、
錦
町
貯
に
な
っ
て
町
く
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
器
除も
舟
燃
に
拘
き
く
な
る
の
だ
・

『
伊
却
さ
ま
、こ:
:
こ
:
:
れ
は
特
で
は
ご
ざ
ん

せ
ぬ
。
飢
踏
で
が
す

・

m
w却
さ
ま
こ
れ
安
械
の
船
で

会
っ
た
っ
て
一
一
一
伊
と
は
も
ち
ま
す
ま
で
こ
の
持
ル

り
の
俄
に
、
こ
の
械
を
ず
:
ゆ
く
に
は
慨
が
対
酔

か
と
骨
・
中
に
こ
れ
よ
り
対
併
な
も
の
は
倣

に
お
り
ま

す
ま
い
、
館
は
限
の
材
、
機
は
畑
山
の
純
だJ

山
側hrる
作却
の砂
に
は
総い蹴
い
蹴
蹴の
停か
一

m
mに紳
ちて
ゐ
た
。

「
蹴
魁hjr
J

『
や
却
さ
ま
、
十
の
臨
ぞ
き
ら
し
て
し
ん
ま
っ
て
、
そ

の
輪
切
お
っ
て
し
ま
っ
て
、

ζ
の
械
は:
・
一
給
与

航
は千
臨も
概
略・
・
・』れ
か
ら
椴
似
の
刈
滋
を
白

か
し
て
此
れ
る
で
す
・
や
枇
さ
ま
、

m
b〈
僻
齢mwの

勝
ひを
除
い
て
時
さ
れ
、
駅
の

似
い
純
織
と
祢
た
ね

え
、

貯
ん
で
も
儲
は
明
り
ま
す
が

、

健
か
艇
も
こ
れ

を
ど
う
か
哨
っ
て
:
:
、
日
せ
い
。町
駅る
い
仰
向
は

川崎
い4
こ
ん
な
一-
一特
も
榔
い
た
柑
ル
り
の
機
は
、

仇刊

が
除
け
れ
ば
柄
、
これ
が
舵
っ
た
刈
に
砕
か
れ
、
臨
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の兵ぺ腎量
管2 僻と
をは (111"
聞R そび
くれて
のを秩量
を考E は
何E へ煎ー
よる金Z
りとの
のあ波望
然高のを
しitI;.tう
みでつ
にそで
死b のせ
ん貸手う
で合Z や
ゅの.

2r 波互作き

• 

や
す
・
・
・
・
・
・
」

舟
鰍
に
鰭
へ
た
践
は
も
う
僻
か
な
か
っ
た

e

『
静
ま
な
か
っ
た

、

制
川ι出
(
僻
ど
ん
あ

L
:
:
し
っ
か

り
し
ね
い
、

制
ロ
か
け
て
こ
の
脇
台
強
あ
ん
た
の

説
ぷ
つ
い
て
畿
ぜ
る
、

し
っ
か
り
し
て、

熊
一
審

ど
ん
、

」

『
仰
設
さ
ま
:
:
よ
ろ
し
く
た
の
み
ま
す
・
:
:
お

s
h柄
、
い

才
が
、

お
才
は
!
」

u
p温
問
、
い

「
ぃ
、
え
総
さ
ん
が
、

・

お
才
さ
ん
が
、
あ
h

。

」

そ
の
時
は
も
う
m
p伽
は
伊
封
の
艇
の
M
Wにあ
っ

て
瞬
静れ
て
ゐ
た
。
山
肌
例
制
さ
う
な
磁
縦
で
あ
っ
た
。

刊は酔
h
wの
獄
。
勝
訴
は
鰍
山
川
械
と

m
m獄
総
を
呪
っ

て
昏
れ
と
のm
h
w僻の
併
に
よ
り

、

田
町
一
一
一
と
コ

h町
村

俄
に
お
っ
て
ゐ
た
。
七

、

入
η
成
苧
に
航
服
械
の
材

税
が
嚇
し
て
ゐ
る
だ
け
だ
っ
た
、
職
山
川
の
船
も
ま
さ

か
と
銃
叫
し
て
ゐ
る
ら
し
か
っ
た
・
こ
の
紘
一
?
妙
れ

ば
靴
川
慨
に
柏
が
勘
ル
る
、

m
w・3す
れ
ば
こ
の
械
は

• 

似
し
で
も
嚇
か
る
・
そ
の
鴫
の
特
に
あ
っ
て
駒
山

w
h
r

な
憾
の
翻
伴
か
配
っ
て
ゐ
る
の
だ
っ
た
ー

コ仰
は
腕

っ
て
吟
の
が
炉
問
し
て2

・
畿
に
は
お

羽
の
敵
い
切
悌
か
ラ
シ
ヤ
メ
ン
翻
と
な
っ
て
伊
く
臓

に
時
られな
い
枠
綜
かム
ラ
ム
ラ
と
婚
の
純
く
蜘
聞
く

の
だ
った
・
そ
の
時
様
い
三
つ
の
鍛
山
田
伽
が
一
二
百
臨

詳
の
第
一
僚
を
臨
し
臨
め
た
。
そ
を
君
臨

訴
は
や
は
りmF
m
w
さ
ん
が
綬
じ
ら
れ
て
ゐ
た
迦

り

だ
。
側
そ
れ
が
躍
り
つ

L
お
る
の
だ
・

「
鶴
一
一
言
。
ん
・
作
読
さ
ま
へ
:
:
』

総
企
司
化

a
u
F
-
s
b
M
M

ぬ
ん

剛
相
官
は
立
ち上
る
な
り
叫
ぶ
と
底
け
山
川
し
て
一
-

一人

の
執
を
つ
き
錯
す
の
と
附
ゆ
だ
っ
た
。

「
お
献
さ
ん
滋
、
こ
予
を
除
っ
て
ど
う
す
る
部
制
悼
ん

で
鍛
も
ね
い
。
鵬
械
の
鰍
仰
の
叫
加
を
.
し

v
h
え
。
m
w

っ
た
っ
て
械
は
鍛
封
勝
か
る
だ
け
、
佼
ゆ
昨
は
蹴

り
か

，、
b

・
9
・
‘

ら
先
き
が
m
bし
む
ん
ぢ
や
ご
ざ
ん
せ
ん
か
、

私
ら
は

鰍
仙
刊
の
艇
、
俳
れ
て
ゐ
や
す
が
聞
の
お
は
、
い

L
え
、

M
a
w
w
mん

御
一
三人
ざ
ん
。
」

熊
山
の
献
す
腕
が
作
一
説
へ
絞
る
仰
向

一
一
一の
駅
に
邸
い

ま
で
に
駅
い
て
ゐ
た
・

『う
る
せ
レ
ゃ
い
こ
の
伊
蹴
・
」

‘ 

}一疋
の
乎
の
械
が
献
く
成
っ
た
。
叫
附
き
ル
れ
な
い

-一
一々

は
桜
山
に
仲
つ
で
か
か
っ
た
。
そ
れ
か
み
も

な
く
鍛
は
誠
に
訟
っ
た
鵬
に
は

一
一
一一
椛
の
織
を
m
mき
艇

し
て
ゐ
た
・

『
m
h
w
m
w

さ
ん
、

解2
し
て

*< 
ん
*~ ・
t 
制
酬
は
や
っ
ぱ

り
や
く
ざ
だ
っ
た
J

そ
の
一
詐
を
総
倖
に
倣
は
山
町
向
山
川
掛
か
ら
鶴
り

砥

ふ
搬
船
へ
併
を
官
げ
た
。
仲
砕
か
で
お
訴
が
倣
の

hr

を
中
ん
で
ゐ
る
よ
う
な
符
か
し
た
。

山
明伊も
ま
た
、
け
ろ
っ
と
湾
鮮
で
対
郎
か

m刷
協
の

踏
の
加
の
ぷ
に
野
る
の
だ
ら
う
。
銃
剣
に
は
問
時
か
­

m
mに駅
い
て
ゐ
た
が
、
出
仰
れ

m叫
が
}
つ
砕
を
肋
い
て

総
れ
た
。mwいて
も
γ
一
つ
砕
を
船
レ
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
錦

、
こ

の
械
へ
艇
の
織
燃

料
がh
rた。
h
r封によ
っ
て
臨
め
てmF僻
の
陀
憶

が
山
間
か
さ
れ
た
・
械
の
刈
滋
は
み
な
附
川
市
河
川
町
対
峨
献

と
m
D取
得
制
し
た
・
相
肌
川
柳
の
刈
滋
は
粉
践
に
制
服
は

れ
た
舷M
N
W
艇
を
昨
て
た
。
仰
向
即
純
物
の

m
m刷ひ
の

械
に
躍
っ
た
縦
し
い

m
v
m
の
略
たった
ゐ

二
忍
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な にてに
地"
濁~ fr.l.lo 
料 4P
なか

らあ
る

• 

空襲歩譲
れす「も
てる念:f
もと{鵬

勧ろと
らにな

て念E て
も傍若

で
あ
る

~崎町ね

，Eおん

{弗:
鞍1

者主

に

贈te

死 '

中

般
鶴
品
ー
な
い
や

う
な
鋭
艇
な
ら

『
和
磁
の
創
僻
』
で
あ
る

『
和
感の
俄
鰍』で
あ
る

m
rんだ
「
鰍
鰍
」、
舟
ん
だ『
必
附
』
で
あ
る
。

ア
ナ
タ
が
脱
僻
なさる
時
に
は

「
死
ん
で
来
いl
」

之
、
餓搬に
-
tひ舵
っ
た
が
、

掲
一
昨
っ
た
溺
り
、

し
、
除
隊

m

ず

死
ん
で
邸
ら
れ
た
山?と
な
っ
て
は
、
何
ん
だ
か
済

ま
ぬ
や
う
な
、
吋
駒
な
い
や
う
な
偽
が
し
て
な
り

ま
ぜ
ん
。
執
し
、
ω
x
h
r

り

「
mrん
で
駅
られた
|
|
』

こ
乏
を
榊縦
く、
物
艇
なく
、
悔
い
こ
と
だ
え

• 

• 

野

魁

子

猷
じ
み
臨
ん
で
腕
く
砂
献
を
帽
し
ま
す
・

川
町
帥
u
h
T
除
り
「m
rん
で
蹴
っ
て
l
l
」
限
ひ
た

-
M
L

，
内
必
晶
，
、
"

か
ツ
た
の
で
す
@
句
ん
で
蹴
る
l
!

と
は
溜
ν
治

安
の7
ナ
タ
に
m
rに
除
っ
て
、
鰍
し
く
的
れ
殴
っ

て
蹴
っ
てm
rて
限
仏
た
か
ツ
た
の
で
す
・
線
し
く

脱
税
に
即
時
い
て
館
服
務

科
?
と
し
て
鰍
る
か
、
揚
ほ

齢
制
慌
の
裁
が
と
な
って
隊
って
も
、
ぉbwに
郡
安

の
ア
ナ
タ
で
な
い、

限
必
の
蹴
艇
を
骨
け
て
砕
い
叫

し
く
、

ω制
限
く
、
対
に
貯
ち
て

、

靴
M
Dの
倣
ほ
と

し
て
桜
川
町
し
く
、

.

ア
ナ
9
の
m
r蹴
の
猷
ら
れ
る

の
を
沼
へ
た
か
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
慨
鵬
ら

ん
や
、
『
税
店
」
は
腕
川
、
防
川

町の
対
般
刈
で
け
あ

り
な
が
ら、
「蹴
般
の
航
路
駅
北
ご

と
し
て
併
沼
へ

4・
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• 

ょ
う
と
ば
、
誠
仰
向
勝
俄
せ
ぬ
こ
と

で
は
な
か
っ
た

が
、
鍛
り
に
も
酔
服
な
、
獄
惜
の
臨
み
で
あ
り
ま

す
。
献
し
、
よ
〈

「
死
ん
で内
さ
っ
た
|
|
」

「
白
骨
に
蹴
舟
を
し
て
同
さ
っ
た
|
|
」

秘
は
蹴
し
い
。
却
は
邸
側
い
は
で
一
一
附
で
す
。
同
川

・

服
い
つ
か
は
似
ず
m
r
な
ん
な
ら
ぬ
。
ア
ナ
タ
で
も

縦
で
も
必
ず
m
r
k
y
な
ら
ぬ
併
で
す
.
総
鮮
で

m
r

ぬ
か
、
脈
問
桝
で

m
rぬか
、
限
か
で
舟
な

y
な
ら
ぬ

併
で
す
。
峨
じ
m
r
ぬ
な
ら
、
そ
の
m
rに
混が
、
川
町

し
で
も
阪
の
除
め
に
な
る
や
う
に
、
静
脈
の
除
め

。
&

氏
宅

d
F

に
な
る
や
う
に
、

人
の
お
め
に
な
る
や
う
に
.
円x

b
き
し
て
も
耐
附
の
餅
め
に
も
、
必
の
倖
め
に
も

な
ら
ず
、
航
っ
て
刈
令

部
し
め
た
り
、
日
川を
回
収
ら

し
た
り
、M川
を
艇
か
し
た
り
す
る
や
う
な
恥
喜
雄

な
ら
、
秘
密
き
し
て
も
御
し
て
酢
慨
に
な
ら
ぬ
。

誌
で
弘
容
で
も
な
い
の
で
す
.

切&
ω
r

a
w

hu'
"
n
I
V

そ
の
療
を
思
ふ
と
若
い
ア
ナ
タ
が
、
私
ゃ、
ァ

ナ
タ
の
m
w似
却
さ
ん
滋
を
山
町
し

m
wいて、
即
時
い
Mm
br

な
貯
に
放
を
し
て
市
さ
っ
た
こ
と
は
、
持
制
に
悦

か
ら
、
制
い
こ
と
だ
動
向
明
ら
し
い
艇
だ
之
お
総

ひ
し
ま
す
。
ア

ナ
タ
の
お
銭
さ
ん
や
、
お
階
さ
ん

は
雌
鴎
勝
い
て
み
え
ま
す
・
腕
い
て
は
ゐ
ら
れ
る

が
、
仏r
m
w
を
鵬
か
し
た
川
市
政
に
ア
ナ
タ
は
搬
や
、

仙
炉
問
ゃ
、
m
-
克
服
抑
制
の
隊
w・に
較し
て
も
対
ぎ

な
抑
制
併
を
し
て
ゐ
ら
れ
る
・

h
w除
りγ
ナ
タ
は
川
町

か
っ
た
。
ア
ナ
タ
は
旭
き
な
餅
を
し
な
す
ツ

た
の

ね
E

拘
‘
.
8
Z

だ
と
私
は
思
っ
て
居
り
ま
す
。

倣
僻
は
、
必
は
舟
ん
で
も
、
品

r
Mだ
け
は
鯨
骨

き
す
る
や
う
に
、
そ
し
て
常

一瞬
撚
範
が
ゆ
拠
る
や

う
に
と
附
ふ
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ツ

レ
が
制し
て
訟
の
諮
ミ
義

足
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
・
日
川
の
跡
め
に
併
を
附
て
、

川
仰
を
嚇
け
、
必
を
磁
ば
せ
る
こ
と
で
す
。

M川
を
部

し
ま
せ
て
酌
併
が
齢
制
す
る
こ
と
で
な
く
、
ば
の
砕

め
に
慨
ろ
酢
併
が
目
指
引
き
て
部
し
む
こ
と
で
す
。

鋭
艇
は
「
絞
備
の
断
獄
」
に
な
っ
て
、
品

V
M川
が

蜘
即
時
し
、

島
町
併
が
や
ν
に
隣
け
て
、
臨
開
放
を
棋
ひ

、

勲
加
を
蹴
け
る
こ
と
で
す
・
品

VM川
の併
が
附
け
る

こ
と
を
慨
れ
て
ゐ
た
ら
、

h
w放
を
町
制
ふ
こ
と
は
山

県
ま
せ
ん
。
品
VM川
が
甑
批
艇
と
な
り
、
船
併
が
敵

僻
船
山
ιな
っ
て
、
時
帰
き
に
お
蹴
の
倖
め
に
舟
ぬ

こ
と
で
す
。
総
れ
る
こ
と
で
す

・

山
内
滋
は
、
「
削
議
」
を
、

・併
滋
は
斜
く
は
駅
剛
一
時

に
蹴
鰐
し
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
磁
は
川
町
に
制

し
て
『
伐
に
隠
っ
て
』
ゐ
る
だ
け

で
あ
っ
た
・

と
こ
ろ
が
、
側
、

γ
'ナ
タ
が
恥
ぎ
た
鋭
艇
の
即
断

舵
ー
と
な
ツ
て

、

酢
の
献
で
縦
践
し
て
船
せ
て
ぬ

4F

っ
た
。
仰
向
遜
は
競
い
た
。
そ
し
て
陀
の
静
き
た
鋭

備
と
は
、
き
う
い
ふ
船
に
伽
き
た
鋭
艇
の

h
r誌
と

な
っ
て
勝
え
る
こ
と
だ
と
い
ふ

、

い
h
仙W苧
将
を

舟
せ
て
日
さ
っ
た
。
川
町
滋
も
ア
ナ
タ
の
畿
に
瞥
い

て
叙
艇
の
緊
と
な
っ
て
怒
し
そ

.

そ
れ
を
脱
へ
ば
、
ア
ノ
燃
倣
凶
品
川
が
、
峨
緑

、

蹴
蹴
と
か
蹴
即
仰
と
か
、
臨
隣
に
な
ら
れ
た
一
慨
に

、

ア
/

『
舟
慨
に
臨
せ
ら
る
と
も
、

ヨ
ノ
擬
一
昨
は
ず
ば

あ
る
べ
か
ら
ず
』

搬
は
『
鋭
備
の
郎
市
縦
献
に
続
ひ
さ
し
、
蹴

献
に
お
も
む
き
て
臨
ん

p
m
r
M
を
献
め
ん
こ
と
、

制
刊
紙
の
が
訟
な
り
』

と
静
慨
を
も
脱
出
耐
と
し

て
、
併
を
紙
し
て
、
紋
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併
問
抽
郡
の
蹴

献
に
叫
制
球
せ
ら

れ
た
の
は
、
慨
と
い

ふ
也
前
即

哨ら
し
い
、
制
m
r搬艇
政で
せ
う
、
「
鎖
倒
腕
・

眠
』
で
せ
う
。

獄
蹴
入
十
、

蹴
備
の
働
か
勝
以

.

肘
に
、
知
徹
を

即
し
て
、
「
澱
倖
の
榔
般
を
脱
が
ん
が
た
め
に

」
そ

の
一
保
静
敵前九を
も
の
せ
ら
れ
た
獄
鮮
は
、
航
、と

い
ふ
砂
が
で
せ
う
。冊
か
もア
ノ
「
も
ろ
こ
し
穂

慌
に
、
も
ろ
/
\
の
や
識
だ
ち
の
砂
併
し
斡
き
る

る
船
鋭
の
鋭
に
も
判
的
ず
・
:
」
と
ニ

W餓
れJ
H部

蹴
U
し
て
脳
和
し
て
ゐ
ら
れ
る
舵
除
は
、
悦
と
い

ふ
仙
川
鵬
な
、
溺
慨

し

た
お
銘で
せ
う
、

ド
ヨ
に
八

十
の
抑
制
刈
に
し
て
あ

れ
鱒
の
が
蛸
甑
の
静
け
る

刈

が
あ
る
で
せ
う
か
。
川
北
地

u忌
さ
う
と
し
て
議

す
る
m
m執
が
あ
る
記
ら
う
か
。
滋
仙
川
政
岐
に
し
て

鶴
め
て
山
町
hrる
蹴佐
ま
で
の
般
際
で
あ
り
ま
す
。

「
鋭
態
臨
」
で
あ
り
ま
す
。

念一一~ t暴一主 弥

件
のm
w崎
町
の
税
制
V
身
体
の
併
を
胤
て
鋭
僻

-
mの
骨
め
に
鵬
ば
れ
た
齢
慨
に
糊
し
て
、
倒

、

却
が
併
を
創
側
儲
の
蹴
批
仰
の
除
め
に
械
ぜ
ら

れ
た

の
を
貯
て
、

秘
滋
は、似
た
蹴
隊
併
齢
、

2
J

• 

コ
ノ
静
賠
償
に
昨
い
て

、

c

吟
いT島町ぎ
、

山
肌に
昨か
う
と
撚しま
す
.

倣
鰍
仙肌

開
山
町
き
}
つ
す
る
の
も
、
店
に
が
け
ず
に
、
防

御
ぎに
な
っ
て
鯨
-
較
に
秒
き
ま
せ
う
。
そ

し
て

臨
一
つ
側聞く
の
も
、

掠
駿
一
つ
す
る
の
も

、

山
町
制
市

る
だ
け
刈
を
紫
さ
せ
る
よ
う、
島
併は
制
臨
ん
で
h
p

を
m
mげて
、

蹴
のR
の
対
格
ち
、
誠
心
の
村
へ
酌

侃
b
hじ
て
、
的
ら
部
し
む
こ
と
を
訴

し
く
蹴
子

る
ほ
ど
に
な
り
ま
せ
う
.
そ
し
て
川
町
滋
古
川

山跡
に

「
鍬
砂
あ
る
蹴
同
町
杭
」
に
な
り
ま
せ
う

。

m
仙
川山刻
印
川
は
、
総
仇

ザに
叫
がっ
て
『
鰍
一
の
間

総
ん
し
し
・

容
の
股
死
者
」
で
あ
っ
た
@

搬
船
も
ア
ナ
夕
、ι持
に
、
件
の
制
品
川
防
部
へ
の
殿

町
町
都
、
「
邸
材
部
」
へ
の
舵
砂
あ
る
際

m
r棋と
な
っ

て
、

川
叫
ず
が
b
z
p
て
、
h
fを僻
げ
ま
せ
う
。
ど
う

か
抑
制

.

の
脱
き
を
除
て
ゐ
て
ぬ
き
い
。

m
r
-
を
併
蜘
に
は
し
ま
せ
ん
.

ア
ナ
タ
の
死し ア

をナ
活い タ

かの

し

ま
す
.
〈γ
〉

x 

)( 

x 

------------------------------------------------------ー・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

h
b

。

ぽ
な
し

昭
和
三
題
調

総
叫VW
Wさ
ん
M
F河
川
町

"

で
似
惜
し
た
と
と
が

る

り
ま
す
・
と
ζ
ろ
が
、
備
対
は
似

一部
が
触
ら
な
{

な
っ
て
が
が
っ
た
の
で
す
。
そ

ζ
で
州
川
町
が
肢
が

さ
ん
に
、w
m
mの椛
鮒
をm抑
え
て
ゐ
な
い
か
と
時

ね
た
と
と
る
、

艇
が
さ
ん
は
、

税
減
は
鍛
え
て
ゐ

な
い
け
れ
ど、

W
T
か
れ
ば
締り
ま
す
。
対
ら

の
w
rの
鈍か
ら
は
餓
訟がMAえ
た
か
ら
、

と
絞

内 耳E・ へ
お る ま

削~ '" し
、 ヤ た

IIlJ~ シ ­

~ グ
ひ のl
埠: IH 
起き
っ

た
II~を

も

t昭
三，

て
b 
b 

れ "'" .... れ
かそおる
ら ~l.、か
書留 ぢ 、い

泌氏や笑宮?
を、 つ‘ 必

殺' 笑E て 、
つ ・ヲ 1.)
ち て ら
ま 1.J れ
」. て る

と災;《 と
息苦れも
さ) .ツ

て fω; 』
ゐ注E
る 3て
と 、

ζ と

• 

ろ
な
ん
だ
か
ら
4

ね 『
、 健T
或事 の

る ・T
がJZF
人え で
に 、7

1V Z 
うイ:­
fD 1'Il-
血もい

をゆた
tEH か

し'に
て 批~

~女E
つは

『 人~ ... た
うはふん
ん治産むだ
に.つ、よ

<(:>た随~ ...:
、 の長け

仕か t，~~

-LYvmE 
yzh42 
手ELE
ん 九

ぢで
や 、
つ :t た
ー の

2 吋
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溜談翠己相i「dFZさイtP家事長

• 

• 
中

村
燐
康
師
拾
得
闘
• 
• 
• 

• 

三
車
占
拠
へ
の
質
削
除
A
d
N舎
に
住
所
流
名m
m
m
J

f
の
ト
一H
M仰
相
餓
係
自
冊
。
己
主

路
上
限
名
ば
W
L

山
県
り
と

病
気
災
都

高1JS る てザaf つ /面画、
eo の -, 'IJ、 、ヲて I r""
bで燃あ鋭或宏 、o'
Yく ナリる dp 人主

i s;: 2 きそ為132
二ま云A・ ξ f ん少雪輯哲

tat本222va長髪み
ぷ=つがで JZs.Tお
み て 鍛え毛言にあ .
m- uz - mきる
総 4時だっ掛此2 しが劫
下品があ し刑E た主H で

宅
、
い
.r、

死t.~
:l{'主ぬ
の A
-,& 
た〉

3、

P ._ 
と
云い

なれふそ『油、 .I~、
白した こ の 死L 。 ほ~ )
然E 宗と 「手持ま段 、ε~/
教常数雪 1.1 死LK Ztn 
で | 朱与翁・与 L. の ふ
す l 閥t 」 詑為事Fき も
がと人E が ze- し の

! す2宮崎 2 2 2 
も て :士宮をひそZ 「&

す ;izqk ま ま併す
て検ししと 12 とぜ
It:' 的E ら云いぺはう

わ
く
に
ふ
る

る
と
と
で
あ
リ
、

設
が
闘
で
も
古
い

い

e
A
Vむ

と

ζ

ろ
に
は
さ
う

一X
ふ
設
慨
も
ら
る

,
E'LrlM 

に
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
は
悶
始

V
仰
の
が
航
か
ら
献
幣
さ
れ
た
飯
山
町

で
あ
り
ま
ナ
。
街
慨
に
な
っ
て
も

み
鰭
〕と
か
「
急
務
」
と
か

い

n
b
E

ZR
ふ
新
も
あ
り
ま
ナ
け
れ
ど
も
、
い

島
罵
ん，
W
5

・
偲

づ
れ
も
「
組
閣
総」
と
か
「
挑
リ
」
と

e
ヲ
b

z
ι
b
"
"

“

か
の
俊
郎
が
「
附
示
」
に
な
っ
て
m

ゆ
る
「
吋
叫
繁
μ」
に
で
っ
た

-
aA
V
Z

盆
じ

も
の
で
す
。
枠
内人
に
瓜
つ
て
は
「
m

p
だ
っ
た
の
で
せ
う
が
、
燃

=
示

か
ら
仙
川
山

w燃
側
を
す
れ
ば
「
縦
断

m

b
伊
豊

必
」
で
あ
り
ま
す
。

-
h

‘
k
p
h
v
。

ι
e
b

そ
れ
も
此
方
が
恐
い
務
を
し
て
叫
柚

札
ば
似
る
械
、
鳩
附

一
引
か
に
鰍
っ
て
蛇

@守ト
A
同
少
〉、品
ι
H
mん

L持
母

い

『
娘
組
織
封
」
に
迫

は
れ
る
の

れぴさ I主
主宰令てれな
にが てい
はて/1，1>とた

伝k感走る 一 石酔と
ぜ岱与1J;l!定正へ
ざ ;L3 始L しJ!P.'
る β' 的E て鎗之
を 二世 1;t}; 厄;A 的
l~~r仰雪てに
11: - '.l の もそ

f 掻h伴、 ι
な主111 が遺b な
るさ の 4眠~~

で
す
.

も
の
で
ナ
-

b
b
b
z

ζ
金

制H
a

然
し
こ
ち
ら
に
惑
い
事
を
し
た
副
知

え
が
な
い
鴫
は

、

さ
う
対
し
て
m
wぽ

'
Z
L
 

・
に
は
な
リ
ま
せ
ん
。
理
諭
を
知
っ
て

h
h
E
r
p

噂
8

a
れ
ば
似
る
程
一
笑
に
叫
聞
き
れ
川
知
一

-
R
U

・
レ'dv
u
'

リ
去
ら
れ
て
し
ま
ひ
ま
す
が
、
心
刷
出

げ
ん
し
ゃA3
ζ
&

し
ひ

b
z
I

ゃ

現
象
の
取
を
知
ら
な
い
人
止
は
矢

議
議
長

つ
で

つ
て
仰
に

す
る
宇
う
に
な
り
『
州
議
枇
」
の

一
関
蹴
と
も
な
り
ま
す
・

時
の
拐
な
ど
に
も
磁
紛
の

'
r
e
-
-
u
h
v
o

世
w

・6
b
し
や
め
ア
抱
轟

A
，

俗
ー

行
が
と
か
刑
判
判術
品
馳
の4
k

i

行

。
や
お
車

内
相
や

e
e
-
-

者
な
ど
が
「
御
前
の
昨
刑
訴
は
或る

i
t
;
;
 

仰
の
殺
り
だ
。
御
阪
の

一
般巾
に
は

M
mられ
て
併
な
い
地
が
あ
る
僻
だ
.

い
ま

-
n
い
Z
偽
酔
と

そ
れ
は
今
か
ら
幾
代
前
の
人
だ
@
だ

か
ら
掲尽
を
叫
品
目
引に
伊
都
し
て
や
り

守
た
ら
e
c
&
&

E

な
さ

ρ
」
な
ど
と
釧
前
日
の
療
を
歓

'' 

b

a
E
・

へ
て
耽
る
の
が
あ
り
ま
す
。
何
践
の

鉱
で
も
批
い
山
川
の
は
姉
ぽ
に

な
っ
て

崎
町
る
の
が
あ
り
ま
ナ
し
、
ま
た
「
一

般
ω
怖
に
」
な
ど
と

J崎
縦
断
の
艇
を

ねAは
れ
ま
ナ
と
お
滋
い
紛
城
崎
に
は

「
m
M
M
討中川
叫
」
に
な
っ
て
伊
る
と
か

「
山
川
段
目

」
で
肢
併にな
っ
て
伊る

L
L
a
v
 

死
者
な
ど
あ
っ
たり
し

て
「
そ
れ
が

然
り
ι
し
た
り
か
」
と
肘
っ
て
苅
邸

ま
A
J

Uさ
し
て

お
然
リ
を
す
る
と
と
に
も
な

-
主K
Vと
栓

い
レ
ん

る
の
で
す
。
そ
れ
も
亦
一
つ
の
紛
紳

.. ，‘
，
警

Z

終
援
に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、

術

協
「M
W働だ
」
と
町
ふ
慨
が
も
時
さ

'

U
A
V
よ
b

に
ん

いれ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

-
W
H
は
弱
い
人

w
L
か
ん
巴
やs
b
Z
ε
a
h
F

州
市
知
的
&
総
へ
た
ゆ
で、
さ
う

fA
A

巴
e

-
e

噌
・
4
予
や

m
bι
一
ぽひ
ふ
ら
す
「
行
者
」
な
ど
は

前
る
「
脱
叫
町
の
船
桝
』
と
昨
っ
て
も

よ
い
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

例
制
で
は
「
附
料
」
を
山
町
き
ま

す

が
、
む
し
ろ
「
眺
料
」
よ
り
も
『
蹴

縦
」
に
場F
T

み
ま
す
@
つ

ま
り
「
崎
臨
M
m」
よ
り
も
「
が

W
M」

3
・
事

ρ
ん

r仰
を

に
本
訴
の
凶
m
mが
あ
る
と
し
て
阪
P
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ま
え
吋
ち
醗
の
鵬
ぽ
ば
か
りの

川
刊
さ
な
「
蹴
料
」
は
艇
も
す
れ
ば

「
紙

付
繁
」
に
怒
り
射
い
の
で
す
が
、

炉
艇
の
略
慨
を
も
時
み
る
「
艇

e
u

じ
っ
ち

ゅ
‘
，
、

少
量
使

命
事

起
」
の
事
貨
に
前
日
す
る
間
続

婦
、

叫
にMMM
の
川
町
滋
，

M
び
励
帥
聞
の

税
制
慨
を
“
お
し
て
「
ず
す
時

ひ
を
販
じて
献と
な
し
m
wる
」
部
州
問

E

曹
、
主

わ

た

的
な
叙
"
を
描
聞
き
立
たせ
ま
す
e

そ

暗
'
向
危
S

E
γ
F
、

れ
が
本
格
帥
な
の
で
ナ
.
つ
ま
り
人
々

を
僻
録
、
師
な
M
w
m
m

に
配
ひ
続
ナ
A
γ

う
な
舵
へ
は
椛
憾
の
効
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
-
m縛
叫
に
税
ひ
世
た
ナ
も

の
で
な
{
て
は
「桜
ひ
」
と
昨
ふ

誠
対
な
税
制
叫
ま
で
が
〈
な
っ
て
山

r

--w
 郷
ひ
ま
す。

就
い
税
を
し
た
と
一
宇
中
断
般
の
あ

ひ
と
と
か
，
、

る
人
は
兎
に
角
と
し
て
も
、
さ
う
し

た
が
鍛のな
い
W
ず
な
例
制
叫
が
が

る

似
品
斜
に
肘
て
批
っ
て
最
多

の
賠
り
だ
」
と
卸
は
れ
た
較
は
舵
に

骨

P
E
L

食

隊

気
の
務
な
還
り
で
す
。
よ
し
一
か
を

蹴
っ
て
対
同闘の悼
の
隙
か
ピ
「
奴り
」

を
な
主
と
し
て

b

、
訴
の
強
い

h
E
v
b
t
M

噂Z

与

b
s
u
r

の
期
々
が
配っ
て
立て
川
町る
管
が
あ

9
ま
せ
ん
。
が
し
P
Hに
蹴
っ
て
伊

て
酔る
の
で
る
る
aと
す
れ
ば
それ
は

「
減
，
防
戦
縦
」
を
が
っ
て
伊

る
に
叫

し
い
も
の
で
す
。
そ
れ
な
ら
子
織
の

鍛
鍛
を
栂
ふ
川
町
配
とし
て
の
ぴ
肘
も

b

は
か

な
〈
な

っ
て
舟
ま
す
。
そ
ん
な
馬
鹿

川
市
た
艇
は
な
い
併です
。
ま
た
「ωさ

か
ら
「
が
」
を
吟
ず
る
と
と
は
集

ま
せ
ん
か
ら、

獄
る
戚
蹴
も
鈍
い
の

に
楚
に
ず
鮮
側
に
も
円

山崎
」
を

m
mっ
て
お
っ
か
ぶ
せ
る
艇
が
仰
闘
が
る

舗
は
あ
り
ま
令
ん
・

僻
し
て
術
総
で
は
「
般
僻
」
を
僻

ヤ
主
主
み
量

喜
ほ

u

f

静
的
に
H
地
て
m
り
ま
す
。
ω
ち
内
分

の
純血
寵
か
ら
が
る

僻
艇を
「
五
郎
献
血

」

-
E
Tひ、
川
叫
敵
婦

な
鮫
鰐
を「賊
憾

ま
い

戸
、
規
日

同
胤』
と
-X
ふ
?
?
な
H
H
AHで
す
・
そ

ん
な

「
燃リ
」
な
ど
と
ぽ
ふ
脱
船
幌

な
誠
艇
な
斜
純
に
滋
は
ず
に
、

一
城

の
露
を
撲
さ
せ
る
議
謀

総
叫に
麟
ん
で
、
も
っ
と
蹴
る
い
鮒 "'"持、

うち
に に
なな
つり
で、

下全 日!
?を.mlt・

い必t

んあき
阻恒 と

ひ .喝
し ぶ

迷
信
と

正t
信;

\串
山WJ
滋
悦
と
叫
悦
μ』
のm
m
M
m

に

戸
署

E

』

，
、@
'
h
τ

い
軍

，

川
リ司、

協
ー

し
て
そ
の
O
A畿
と
か

官
製
と
か
を
W炉
ら
品
耳
鳴
き
い
.

ずせ
。う

か
ら

dhら議会
主んれとム

1、空豆f ~~ 
i主 で 11fttl 
古 &と !f
-Po 武
bt 即哲
吉で車立を

(⑧ ま
づ
対
舵
が
の
五
つ
に
総
て
舵
抑
制

，

眠
時
すっ
た
ら
よ
い
と
椛
じ
ます
。

一、

時
れ
険
併
の
殺に
磁

‘,

,
t, 

し
帆
付
る
か
何
う
か
@

俄
例
に
総
て
締
結
が
球
判
官
に
封

.

.
 
《
す
‘

e
Ap
f
b

ゐ
'
ζ

仰
し
、
品
叫ん
で
お
磁
を
殺
然
と
し

て
時
株
ず
る
僻
錦

、

が
桝
仰
に
燃
て

時
句
な
り
阪
府
な
り
が
酷
し

t

枇
脱
し
て
伊
〈
V
械
が
、
十
一
川
が

十
一
川
な
が

ら
が
蹴
し
w
bる
る
も

宜

ナ
.の

な
ら
、
川
町
づ
時
ぽ
と
山
内
っ
て

よ

い
で
せ
う
。

二
、
防
併
の
.
叫
が
鰍
併
に
お
も

ゐ

ε

ね
っ
て
品
川
る
か
何う
か
@

戦
術
の
停
一
献
縦
を
俄
じ
な
い
宇
う

に
、

…
吹
純
た
ぬ
を
し
た
り
お

a
h
e
L
e
Z

勘
定
.

A泌
を
ど
げ
た
リ
す
れば
、
自

然
副
骨

髄
もが
対
の
坊
へmrを
が
せ
る

か
ゐ
目

"
は

、

で
あ
ら
う
と
考
へ
て
鈎
ゆ
る
お

ペヘ
引
が
を
似
ふ
の
を
娩脱
し
て

帥
削
る
で
ヲ
な
似
併
な
ら
ば
批
縦

「
誠川町
」
で
す
。

三
、
俄
ず
る
輔
の
み
に
械
脱
に
帥

u

r
を
円
満
す
桃
山

w，か
磁
か
。

倣
ず
る
勅
に
は
『
婦
が
を
叫
制
し

て
宇
っ
た
り
お
銭
を
儲
け

さ
せ
て

，、

危

C
O

れ

央
れ
た
り
」
ず
る
や
う
な
依
仙
皿
M

MHの
敵
縦
な
ら
ば
と
れ
ま
た
『
獄
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l
z

t
u
-
-
Eゐ
ま

る

れ
」
で
す
。
た
と
へ
ば

婆
天
織
を

u

t
。
医
・
ぷ
ん

官
い
n
・3

御
然
り
す
る
と
七
伶
分
の
鮎S
H
U
F

渇
つ
ま
い
&

品

集
る
な
ど
と
公
ふ
獄
の
も

の
で

置
か

お
担
と
い

山γ
に
納
品
ひ
世
間
ナ
と
一

石
ふ
や
う
な
も

の
な
ら
、
町
岬
山
骨
制
時
ひ

の
は
川
附
即

か

串
《
重
も

下
の
ヤ
ク
ザ
感
俊
で
す
か
ら
若
し

そ
れ
な
ら
ば
タ
務
禁
制

但
い
じ

u
v

z
・
・
る
レ
ん

で
す
.
大
曲
部
訟
を
心
と
す
る
品
開

ぷ
9
め
が
、

店
。

.
­

偽
に
は
恵
み
と
そ
あ
れ
、
同
聞
と
云

ふ
も

の
は
ザdmな
い
舗
で
す
。

五
、
説
徽
や
鰍
際
宇
智

献
を
併

し

b

z

織
し
て
即
応
る
か
何
う
か
。

1
z
-
-

b

九
r
日
k
z
，
、H
U

φ-

口
仰
は
無
鎗
滋
綿
回
以
上
で
あ
り

鰍
削
除
時
で
あ
り
山
町
鍛

即
時

で
は
あ
り
ま
す
が
、
制
し
て
そ
れ

ナ
-

が 例主本主う と .1~'k 油、問
、 へ t\~な かじ何a 、

官rk ばのも災三なう 1.1k
じ 1f?k 制I，r.の鯵完いかじ
な ず偽.な とか 。な
けるでら か ら い
れな l;t Iま のと 当時
I! らあ惑を弱ま云U に
池哲夫Z リ1Äf~ をつ b�; 
2疑側主主で 輿透 ず を ー
のへせ あへ、H 興J聖

火ひゃんつるがj~ へ -
のる・て や$tl" る

み 穴の の

や
、

. 

第る 生

~の
と弱 如
れけ

月

• 

• 

う 2般会意ががの m・飽きせら
ながが是e無むでSl~がんを
~U デも総E 語"し すが勺，t ・無む
へツうささかよらむ縦し

4F チa か 4t4Lh リ~1.. しナ
G jタ り ・I~ て ・ ー約防る る
{まげ 、働E I 、. 和服務Ftfk も

υ~l}そ か 引3 し~ 1."5与が.仰舎の
袋へれ 手τ な て rll~ め 《 にで
面E て 際主 ぃ不ふ iこら 績を依よ{主
知I~' F，i~手t の命1 そ れ光正つ あ
何か るのに 行雪れ るさ て り
に予想[9 お ß・ら もれ 封î~ ま

カ
ム
フ
ヲ

1

ジ
ユ
さ
れ
て
う
ま
〈

純
ら
れ
て
似
て
も
、
仙
川
叩
吋
か
は
新

事

i

い

冊
附
さ
れ
ま
せ
ぅ
。そん
な

の
は
ま

ふ
ま
で
も
な
〈
針
枇
で
す
。

叫
却
す
る
に
倣
例
に
総

て
山
川
燃
が
臨

め
ら
れ
蹴
利
品
卸
な
地
に
な
れ
る
宇

L
hか
ろ
'
昌
志
フ
し

ι

う
な
指
摘
仰
な
ら
ば
「
定
信
」
で
す

が
、
崎
川
町

た
っ
て
も
「
が判
明
叫
が
首

都
』
の
よ
う
に

、

.
骨
材
封
一
軒
で
あ
り

a
，
、

ふ
か
し

ゃ
《
れ
い
Z
，
、
ゐ

品
帆
ば
か
リ
滅
〈て、

批
晶町
一山
附
山
添
へ

俄
の
節
制
も
し
な
い
な

ら
、

時
ゆる

・
・F
a

弘
説
。

『
逮
へ
る
称
』
で
す
か
、
υ

、
い
〈
ら

し
ん
&
ぞ
う
‘

打
川
仰
が
あ
る
と.
Aっ
て

も

そ
れ
は

「
獄
俄
」
で
あ
る
鵬
で
ナ
。
訴
は
化
圏

刈
叫
にも
慨
椛川
崎にも
W慨
さ
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
と
で
ナ
"

バ
川
仰
の
『
議
」
な
ふ
げ

ま
す

と
叫
叫
あ
り
ま
す
が

、

そ
れ
的
の
川
町

品
4，
=
宝
飽
い
た

H

加
古
も
御
山
m
い
ま
す
ま
い
か
ら
、
山
内
償

訴
で
町
四
蛾
献

m
wひま
す
。
'

僻
し
局
長
悦
とJq散と
の
V

M
mで、
ま
だ践
し
み
m
mの
婚
に砕

い
て
は
略
し
て
伊
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
は
ま
た
出
向
吋
を
伊
て
崎
日
げ
ま

す
・
批
し
川
町
を

W
っ
て
昨
へ
ば
「
椛

和
事
・

2
9

一

i
拶
-
L
ι

伐
に
畳
め
仰
る
」
も
の
が
「
誕
臼
』

で
す
.
だ
か
ら
「
広
町
が
に
時

減
しよ
う
と
し
て
伊
る
ばは
時
似

の
僻
伊
都
で
す
。
僻
説
抑
制
の
俄
備
は

雌
創
出
に
似
て
蹴村
山
闘
m
v
p
ν
?
m
n

い

の
で
す
か
ら
「
吋
俄
」
で
あ
る

時で

ナ
•••••••• 

••••
•••• 



(UJ. 悌一一童文?首一一鎌

• 

J 

官
ん
骨
場
合

煩
悩
と
は
?

• 

(ー)

「
間
断
」
は
『
印
刷
ひ
憾
み
」
で
、
日
間
滋
に
ハ
ヅ
キ
リ

し
た
蜘
官
邸
が

m
m却
し
て
酌
な
い
織
に
館
以
附
溜
っ
た

『
初
へ
」
を
防
て
情
航
す
る
と
こ
ろ
か
ら

、
山
町
燃
に

白
川
町
・
な
世
古
川
棚
や
府
間
を
態
さ

ど

る
を
静
な
く
な
る
の

で
、
持
「
慨
峨
校
側
」
の
お
潟

、

た
る
「
磁
ひ
」
を
和

し
て
蹴
際
と
一
対
っ
た
の
で
す
。
線
ち
儲
蝋
と
し
て
の

鵬
僻bお
ま
与

「
限
蹴
」
の
m
vに
鳴
っ
て
伊
伊
け
た

も
の
で
す
。
だ
か
ら
「
般
」
と
も
特
し
ま
す
。
が
か

「
滋
般
」
し
て
削
っ
た
放
へ
伊
く
か
ら
で
す
。
さ
う

す
る
と
館
協
と
し
て
「
峨
峨
瞥
悌
』
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
れが
骨
め
い
よ
く
ま
す
く
野
誠
ん

で
伊
き
齢MM御
以
「
秒
間
」
が
伸
し
ま
す
の
で
「
貯
」

と
も
「
臨
」
と
も
「
鰍
」
と
も
「
貯
」
と
も
「
獄
」

と
も
「
側
部
」
と
も
川
島
「
線
総
」

と
も
特
し
潟
伽

白
川
な
蜘一僚
か
つ
い
て
静
る
の
で
あ
り
ま
す
。

り
で
な
し
に
蛾
鰍
仰
に
も
縦
問
曹
と
し
て
ハ
ツ
キ

p
蹴

じ
h
rつ
船
じ
て
伽
く
の
で
す
が
、
か
く
し
て
蹴
め
て

山
内
滋
の
由
き
る
都
か
パ
ツ
と
溜
り
を
き
し
た
隙
に
蹴

る
く
な
り
、
刈
獄
の
砂
仰
が
附
附
に
な
っ
て
彩
る
と

-
t
は
れ
ま
す
。

偽
る
に
そ
れ
が
ハ
ツ
キ
リ
倣
ら
な
い
の
で
、
伊
う

し
て
も
『
勘
」
に
靴
鰐
V
船
じ
「
榔・舶
を
慰
す
る
は

」

が
臨
く
なi
y、
隣
っ
て
対
か
ら
白
川
の
除
溜
っ
た
「
税

へ
』
が
勧
弘
司
、
取
ゆ
る
「
郡
山
に
な
っ
て
情
郎
か
撒
め

ら
れ
て
伊
く
の
で
す
・

こ
の
「
併
鵬
」
が
品
川
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
か
ら

蹴
憾
の
「
践
と
篠
山
附
な
「
曹
と
が
怒
し
て

ず
そ
件
の
被
験
附
な
も
の
を
「
地
取
」
と

-
v
u
u

、

蹴
峨
峨
な
も
の
を
「
都
政
」
と
作
伊
け
ま
す
。
む
の

蹴
慨
を
臨
も
よ
く
鵬
慨
す
る
も
の
が
耕
ゆ
&

「
十
二
殴
蹴
」
で
す
。

十
二
蹴
献
の
こ
と
は
川
町

れ
船

餅
を
餅
て
磁
し
く
斡
し
が
げ
除
い

と
祝
じ
ま
す
が
、

対
慨
を
特
し
ま
す
と

て
動
…
臓
ハ
齢
低
限
び
勝
敗
が
倣
ら
な
レ
こ
と
〉

二
、

知
能
、
鋭
、
祭
議
制
の
俗
〉

一
-
一
、
臨
ハ
剣
勝
、

阪
総
〉
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問
、
得蝕
ハ
味
封
勝
創
ν
封
勝
と
桝
船
と

玄
、

六
…
心
円
五
説
滋
び
骨
髄
の
駒
山
附
蛸
に
鰐
般
般

か
眺
納
税
〉

六
、
m
m
ハ
射
伐
の
駒
山
鰍
と
併
砂
と
の
鰐
鵬

v

七
、

?
蹴
般
|
'
地
制
限
船

U

八
、
震
み
器
開
絡
み
鵬
、
併
に
配
っ
て

樫
る
部
地
。

九
、
馳
〈
総
鰐
ω

-
o、
h
w〈
税
務
附
一
ヂ

二
、

儲
〈m
m続H
酪
し
か
ら
ざ
る
獄
協
〉

-
二
、
戦
総
m町
内
川
村
跡
地
町
の
隊
約

)

ザ
ザ
か
ら
そ
れ
を
れ
即
時
附
と
す
る
仰
仲

間間
が
懲
り
潟
伽

隙
か
ら
践
に
ザ
か
懲
り
ま
す
が
、
そ

れ
が
ま
た
泣
に

な
っ
て
作
r
r
v八
W
Tの
鵬
腕
を
側
似
し
鯨
脱
す
る

織
に
、T
MM、と
一
昨
ふ
「
勝
以
を
腕
節
り
、
同
恥
と

一
宇中

総
部
が
ず
と
卦
・
糸
町
舷
船
鎚
な
ど
が
山
間
じ
て
酌
燃
に

r
rか
弱
めら
れ
る
の
だ
と
一
対
ひ
ま
す

。
郎
ち
「
肉

眼
術
総
」
が
仰
心
艇
と
卦
ふ
「
郡
山
を
批
ず
る
の
で
す

か
ら
、
お
や
殿
町
に
「
際
情
跳
」
に
働
悩
さ
す
れ
ば

『
鍛
」
に
な
る
鳴
で
「
獄
倖
』
の
か
は
「
蜘
臓
併
」

か
「
陳
情」か
の
舎
に
州
市
な

ら
な
い
の
で
す
。

働
市
ら
ば
「
蜘
峨
」
を
『
搬
」
に
艶
似
さ
ず
に
は
仲

う
す
れ
ば
よ
レ
か
と
一
ず
に

、

緩
み
鵬
得
」
か

ら
「
馳
」が
俗
づ
躍り
、
減
倣
の
ぷ
に
白
川
な
鰍
臓

を
し
た
の
ち
に
ゐ
?
と
一
プ
航
路
な
「
場
」

が
限
りMげ
ら
れ
る
蹴
慨
を
た
ど
る
と
、
貯
淑
よ
り

も
胤
ヂ
恥
微
に
枕
脱
し
て
伊
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

b

・
・

9

に
祭
が
付
く
で
せ
う
。

-
』
の
「
附
刷
新
」
に
は
荒
神
除
夜
…
鰍
仙
と
か
八
十
八

此
ゆ
と
か
百
十
二
品
と
か
白
川
.
あ
り
ま
す
が
、
仰
向
山
川
拘

艇
な
も
の
と
侍
る
べ
き
も
の
は

て
恥W批
以
〈
恥
W
Wぬ
び
骨
叫
れ
に
靴
艇
が
る
悦

〉

二
、
訟
靴
以
ハ
一
於
伊
け
て
叫
側
部
ず
る

M
U
、
地
町
駅
、

h
w蜘
幣
〉

一
一
一
、
驚
〈
ぺ
な
る
惑
さ

れ
た
汐

四
股
肱
魁
〈
制
法
劫
の
は
〉

豆
、

蹴
慌
時
地
ハ
MFAfい
な
ど
の
純
き
滋
般
に
靴

惨
事
《

'
y
n

m
mず
る
心
v

'
L

モ

-
n
L

i
x'

の
「
r
A利
俊
民
筑
つ
の
す
るど
い
心
の
使
者
〉
で
、

揺
が
限
っ
た
の
は
能
川
に
僻
る
「
校
以
」
が
お
る
織
に

昏
と
か
般
と
か
の
m
m
wのぷ
に
附
け
る
坊
へ
と
か
、

静
る
と
か
僻
い
と
か
骨
ふ
除
献
に
m附
す
る
か
務
、

と

, 

か
、

恐
は
叫
仰
と
か
却
と
か
骨
ふ

m
r郷
町
附
な
税
へ
と
か

の
}
郡
山
げ
け
た
「
翫
殿
」
が
蝕
じ

、

そ
れ
に
僻
っ
て

雌
っ
た
「
鳩
山
胤
』
が
懲
り

、

締
め
にm
mひ匙
ん
だ
ら

蹴
酢
に
ず
寵
す
る
「
楚
楚
」
が
般
り
、
時

て
「
滋
依
」
鴎
ち
「
総
統
脇

魁
」
に
苅
っ
て
部
し
い

伽
圃
，
、

実

h
h
v
i
v
a
v

ゅ4

考
へ
が
な
く
な
っ
て
来
る
の
で、

先
づ
配
レ
い
内
柄
数

に
山
町
っ
て
「
敏
悦
」
を
限
り

、

潟
滋
儲
のhr郎
町
で
あ

る
『
対
応劫
』b
z限
れ
ば
対
勝
「
級
官
の
酢
」
が
総

務
Z

地
っ
て
拠
て
『
減

t
b

均
」
が
な
く
な
り

「必
g

肢が
内

」
が
眠
ら
れ

「
?
をm
rるこ
と
の
い

け
な
い
こ
と
に
も
仰

が
伊
い
て
川
市
ま
す
。

燃
し
除
の
「
動
的
以
」
と
卦
ふ
も
の
は
砂
部
で
は
刈

っ
て
も、

す
っ
か
り
こ
び
り
伊
い
て
仲
て
跡
鰯
悦
に

も
館
蹴
僻
峨
紛
の
沢
町
地
品
加
を
恥
昨
日

勤し
ま
す
が、
そ
れ

が
践
に
「
忠
政
」

と
骨
ふ
も
の
を
般
慨
川
町
に
恨
り
民

げ
て
恥
る
の
で
、

加
配
訟
と
郎
献
と
が
ご
鈴
せ
ず

、

鮮

総
『
動
」
が
Mv
y
m回
を
ゆ
ち
同
内
げ
て
、
切
削

h
wに
訟
を

獄
山
町
す
る
こ

と
が
山wm
rない
の
で
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
酪蹴慨
に
俗
て
附
に
「
m
V般
」
を
脱
獄
し

て
伊
く
や
う
に
M
MVけ
ね
ば
な
ら
な
い
鵡
で
す

・

ハ
と

の
努
つ
ピ
〈

v
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浄
土
Hを
中
心
に

「

阪
神
浄
土
生
る
!

ー

在
家
の
方
々
の
手
て
|

-ー".. 見

期・讃そ劃mz
しえ叙eを
ててにilH
ゐ 、打うき?干

る 主長会た

時L

吟学出
閥抗5 湾-征
前tn: 土兵
ま ま? を土
全議 婚に
￡込 る

;接
続い位，~

• 

銃
後
の
必
を
錬
る

侮
遇
曾
舘
の
講
畿

員

委
部
む
例

で六いて .
中~1J'tて主I!~
村吉にゐ績を
勿校はる自完
成雪'.lf-"点Elf

川
川
清
斗

'
只
今
お
山v
t
'十
一
H
H
M
"
を
受
精
h
y
-一週
'

B
を
掴
唱
し
ま
しk.
と

れ
か
ら
反
相情味
餓
幸
せ
t
m

4

つ
晶
り
で
す
が、
七
月
抽
商
事
た
り
の
事
を
忽
へ
ば

グ
7
a
F
感
じ
の
k
h
r唱
の
で
、
平
易
で貨
に
飽
し
4

存
じ
ま
ヲ
.

曾
は
「
崎
博
士
」
の
名
物
と
ゆ
し
ま
す
か

そ
れ
事
る
鍔
に
喝

之
、
ゐ
る
と

一
耳ふ
か
‘

俄
仰
籾
駿

興
尤
略
俊
な
質
問
2
0

ま
す
が
V
除
雪
の
鈎

に
は

一
帯
E
t
へ
口
調f
t

〈
刷判
りま
ヲ
L

、
鈴
めt

e
人
キ
銭
。
錦
勘
唱
に
圃
輔
仇
輔
申
な
い
人
に
努
め

τ
窓

生
す
に
也
大
U
R州
民
利
時
主
駒
田
闘
で

S
L
V

ま
す
が
、A
v

n

般
の
「
翠
統
か
織
械
か
」
均
質
問
に
お
す
る
山
中
村

発
症
の
血
管
へ
に
『
これ
ら
拡
大
騰
に
し
て
併
し
℃

〈

此
恒
国
々
と
あ
り
そ
の
お
紙
械
は
刷
判
る
の
で

す
が

申A犯
の
な
凶
聞
には
日
本
M品
目V
阿
木
町
MF
曹
の
密
政

問
つ
t
h
s
や
う
に
、
健
闘
耐
と
の
か
う
し
k
m
U
肱

俗
"
な4
弘
は
齢
制
せて事
A
v
tt
up
a
C
M晶
ム
の
F

7
・

貸
枇
の
方
除
問
問-
人
で
4

繍
惜
円
は
次
々
に
幅
制
ら

し
〈
代
つ
豆
町
量
生7
.

念
仰
の
穴
・
訴
の
解
伐
の
鈎

曹

4
W
A
位
低
〈
り
山
唱
し
鳴
か
札
℃
主
い
の
だ
と

紘
静
止
す
.

仰
の
醐m
H
h
m
tb
る
a
喝
の
を
そ
の
隆

副
皿
せtバ
何
年
仰
n
m
の
M円
h
m申
容
凶
必V
A且
閣
僚

へ
悦
孤
L

t
暢
総
書
れ
t
k

い
の
で
す
か
ら
お
図

。
巾
し
上
げ
ま
す
ハ
府
内
叫
・

よ
以
内M人
V

V
『
滞i
x』
十
一n
m
の

「
川
柳
敬
神
川
ゐ
巴

怯
透
舗

必
製
巳
A
V骨
朱
4

川
則
M
m
hv
t
御
m闘
相
酬
や
H
提
よ
ろ
し

〈
耐
制
上
げ
ま
す
.

仰
勘
刊で
紘
鍬
に
院
て
の
鎗O
T
M
r
s
'

般
事
つ
℃
門=
一堺
、
三
十
三
夫、

穴
融制
、三
身
の
釦

g
h
w溺
分
共
?
に
〈
、
問
り
ま
す
放

￡
る
し

〈
輔
副
み
ま7
ハ
兵
巾
岬
・

秋
側
鎖
之
助
〉

-
va
野
志
願
先
佳
昭
仰
向
気
御
見
舞
山

叩
上
げ
ま

す
・

一
日
唱
H
十
〈
御
念品
百
の
阻
碍
御
嵩
刷

。
品叩
上
げま
貫

ハ
品
開
戸
市
・
桜
井*
-
M醐
〉
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F
L費
量

F
F

-
E
F
-
x
h
--
r
・
"
'・ρB・E
・F
-
r
*
弘
-c
喪
主
語
、

.0・
ぃ量
供・
r
・ν
・
ト
・
v重
量

・
E
-F
・
・‘F
揖
量

--
R
r・
d

h

匝
6・
・

t
・e
.
，.• 
h
h

h

-
h

、
，
‘
‘
対

戦
線
に
輝
く

N

峰
げ
土
μ

2
E
実
誕

重
量
革

命・
U0・
γ
6
係
省
予
‘
S
S
T
-
c
・
幻
受
‘
君
・
い
重
量

'・
8・事
--
r
-
c
言
語
加
費
量

彊
P
受
益
軽
量
益
弓
語

、.
5
・言
語
将
軍

r量
単

位求
事
桜
窃
曜
ぷ
繋

B
d
e
司
色
、
銃
器

戦
場
に
光
を

血
ハ
へ
る
ゾ浄
土
8

0
0
部
隊

鈴
木
義
導

十
月
も
徐
す
と
こ
ろ
今
日
一
日
と
な

り
ま

し

た
。

去
る
二
十
八
日
出
征
以
来

始
め
て
内
地
よ
り
の
慰
問
ロ
聞
を
孤
き
寝

ぴ
努
ん
で
捌
い
て
H
Aま
し
た
ら
、
災
担
問

土
宗
よ
り
の
御
慰
問
に
捻
し
我
知
ら
ず

稼
名
口
に
掛
け
び
歎
惑の忽
を
致
し
ま
し

た
。

「
調
印
土
」
の
御
本
を
奔
見
し
で
は
陣

中
出
品
札
は
て
た
心
中
に
懇
愛
の
心の
ふ

り
か
L

リ
来
る
を
感
じ
、

民
間
間
に
光
明

を
符
た
る
が
如
〈
、
容
中
の
務
火
に
接

し
た
如
〈
、
冷
え
き

っ
た
心
の
氷
の
消

け
て
念
仰
の
巡
き
氷
の
流
れ
附
づ
る
を

掛
川
じ
ね
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
悲
無
脱
出
常

制
限
我
身
の
我が
身
を
背
骨
ぴ
、

何
を
致
す

も
こ
れ
品
目
御
息
報
叫
酬
な
り
と
一
心
に
御

影
公
致
し
て
ゐ
ま
す
。
御
蹴
陪
晶
体
に
て

a

T
4の
勇
土
は
品
目
々
大
槌元気
に
働
い
て

ゐ
ま
す
。

誠
に
飢
修
に
て
跡
中
川
明
晶
君
主

て
も
な
〈
自
作
の
組
封
筒、
慈
し
か
ら

ず
御
併
し
下
さ
い。

品
加
は
制
帆
舎
な
が
ら

伽
押
絵
山
中
上
げ
ま
す

。

元
気
を
つ
け
る

最
適
の
グ
浄
土
8

0
0
0
0
様

山
内
七
三

吹
き
来
る
風
も
何
時
し
か
秋
の
涼
風

と
な
り
ま
し
た
。
此
伎
は
党
移
土
宗
よ

り
山
山
さ
れ
し
慰
問
袋
が
務
・
に
も
刑
執
の
手

に
縞
け
ら
れ
、
と

れ
も
ひ
と
へ
に
御
仰

の
御
力
な
リ
と
怒
滋
し
て
ゐ
ま
す
。
叉

陣
中
に
於
て
心
を
静
か
に
し
て
元
紙
を

つ
け
る
に
は
最
越
の
歎
へ
の
本
「
穆
土
」

ま
で
も
お
迭
り
下
さ
れ
、

暇
を
見
て
は

干
支
の
下
に

奔
読
す
る
。
浄
土
。

0
0
0
0
緩

佐

田

明

山
執
は
先日
御
心
織
し
の
御
慰
問
枕
択

を
羽
総
数
し
ま
し
た
者
の
一
人
で
ど

ざ
い
ま
す
。
赤
心
の
数
の々
御
口附
布

難
〈
努
受
精
紳
の
綴
と
し
て
の
『
静

土
」
、
子
え
の
寸
僚
に
齢
制
硲
の
憩
ひ
に

雌
揮
し
〈
拝
見
し
て
ゐ
ま
ナ
。
私
の
貸
家

は
信
仰
家
揃
ひ
で、
特
に
惨
な
ど
は
秋

の
取
入
れ
の
忙
し
い
叫
吋
で
も
ニ
時
に
は

起
き
て
、
私
の
銭
に、
無
事
凶
の
銭
に

盆
せ
る
よ
う
に
と
御
怖
に
お
す
が
り
申

し
て
ゐ
る
と
の
療
で
鰐
し
さ
に
泣
い
て

ゐ
ま
す
。
私
も
村
の
御
住
験
か
ら
頂
い

た
御
守
践
を
肌
身
は
な
さ
ず
身
につ
け

て
叡
知
れ
ぬ
検
閲
に
e参
加
し
、
円
以
前
線

を
豚
馳
し
て
ゐ
ま
す
が
、
御
仰
の
御
蜘
川

護
か
米
だ
一
部
も
受
け
ず
、
感
削
聞
の
う

ち
に
絞
っ
て
ゐ
主
ナ
。
先
は
取
殺
へ
ず

御
続
出
叩
上
げ
ま
す
。

以
は
ひ
っ
h

努
徹
し
て
ゐ
ま
す
。
時

間
紛
糾
の
折
柄白
出隙
日
本
の
銭
に
来

世
作
商
品
北
限
な
き
品
副
総
の
骨
略
者
御
養
が

闘
に
・4
wび
ま
す
。
大
震
の
銭
に
こ
そ

骨
掃
き
銃
後
の
倒
赤
織
の
伐
に
と
そ
我

身
は
笑
っ
て
一
目先
制
柑
闘
の
貧
を織
す

療
が
間
集
る
の
で
す
。
向
獲
の
折
柄

愈
会
御
健
勝に
て
御
健
闘
を
お
品
刷n，

山
叩
上
げ
ま
すの

『.先
は
有
難
〈
御
続
出
干

上
げ
ま
す
。

必
の
糧
「
浄
土
」

0
0
都
世
陣
諸

問

蝿

雄

時
下
秋
冷
の
候
と
な
り
ま
し
た
。m

土
宗
管
長
線
に
は
愈々
御
批
健
の
市ゆ
と

葬
祭
市
上
げ
ま
す
。
下
っ
て
私
も
お
蔭

様
に
て
何
の
後
り
も
な
〈
験
ひ
に
従
務

致
し
闘
家
に
御
家
公
由
叩
上
げ
て
ゐ
ま
す

き

て
昨
日
は
赤
織
と
も
る
慰
問
の
口
削
荷

を
御
怒
り
下
さ
れ
官官
器
開
う
ど
ざ
い
ま
し

た
。

御
守
蝿
怖
は
大
切
に
し
て
御
守
袋
に

入
れ
肌
身
に
付
け
ま
し
た
。
品
物
は
機

水
と
別
け
かH
っ
て
新
き
ま
し
た
。
殊
に

・
支
郊
で
は
嫡
刷
物
・
と
で
は
入
手
し
が
た
〈

新
開
を
地
方
よ
リ
送
り
来
た
る
を
見
て

は
背
骨ん
で
ゐ
る
布
晶体
で
す。
体
制
の
慰

問
袋
の
巾
に
入
っ
て
ゐ
た

「
将
土
」
七

月
続
は
脇
村
に
喜
ん
で
績
み
ま
し
た
。
験

闘
は
必
死
の
一
大
事
で
す
か
ら
家
数
。

積
物
は
脇
村
に
務
総
し
て
鎖
み
ま
し
た
。

〈
中
時
〉
師
側
々

と
火
設
な
療
を
諮
き
ま

し
た
お
株
L
下
さ
い
。

先
は
伽
抑
副
臨
努

A

御
自
震
単
一
の
制
悼
を
お吋前日
由
干
上
げ
ま

す
。と

ゐ
に
掲
げ
た
手
紙
は何
れ
も
泉
滋

m
よ
り
滋
目
立
た
慰
問
袋
に
衡
す
る
原
勉

か
ら
の
生
々
し
い
碕
鍾
濠
ふ
御
.
献
で

あ
る
。
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s
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E
E

量
E
aR
霊
安
周
囲
句墨

書
E
=

M
EZ
E
-

--
E
錨
m
-
-u
聖

一-E
a
E

-E
言
空
軍

-S
語一
E
f-
-冨
露呈
昌

E

言

明
書
-
Z
E
m
-
-揺
髭
E
-
量
=

-a
g
a-
-u
言

=

童
m
言
語
E

E

・
R・
-E
歪E
'
誓

一E
E

H-
ER
-
-陸
信
b'E
言語
霊

E
n-
-塁
話一-
E
E贋
信組
豆
一&同
書
量
量Z
-S
S
戸・雷
雲
g
a
-
a
a
E"
畑

町
・

一

滋
賀
森
岡
家
春

一

沼
間
寝
向
山

…
学
ご
ざ
丈

一術
館
の
総
ゅ
の
ら
け
な
き
震
か
な

一勧
の
加
に
?
ゃ
く
が
樹
祭
利
…

一作
・
一θ
f
w
z
L撃
で
Z
E
E
-
玄
と
び
わ
れ
均
一

一《
t
t
T

れ
終

土
砂
被
告
に
水…貯
れ
臓
の
七
円
安
川
一

"

政
荻
鈴
木
白
山
町

…
;
鰻
江
八
年
扮一

北海浴
;
;

一献
の
蹴
艇
か
ず
締
お
と
な
る…議
は
日
ユ
十
バ
日
れ
れ
れ
れ
し
…

一十
らげ
は
尚
昆
詳し磁
を
妙
る
鍛
ち
か
く
と
Y
Y

一械
の
答
ふ
り
(
れ
に
に
寄
ら
に
あ
蜘
し
ペ
;
…

う
沼
ぷ
〈
れ
℃
丸
〈
な
っ

t
b
る
ι
然
回蝉
申

…

制
制
仙骨
蝉
園
江

成

・

蝿

加
山
凶
古
川
岬
八
温
子

一
内
務
総
山
知
能
主

…縦
割川や
擦
の
蹴
も
か
ぶ
し
く
部
砕
か
み
の
白
鳥
せ
て
擦
る
』

一擦
の怨
1抗
争
川
:
…

引に
い
批
の
が
此g
A
非
常
に

"

-一
縄
文
ぬ

HU
厄
局
松

'

大
飯
総
本
犯
行

…
3

ぜ
ら
か
る
r
mH
向
後
惑
の
罷
ど
憾
の
機

一議
の
酌
む
議
長
の
腕.

一か
ま
き
り
の
払
川
崎
い

w
Mふい
け
一

帯
遣
い
州
事FL
Z
く
附
れ
かh
m
a
潟

一惑
に
す
て
お
め
1
J
獄
誤
ら
ふ
れ
の

v
u
r日仏

軍

合
J
一
お
鰐
り
枇
ら
し
い
後
骨
格
泌
を
世
間
み
ω

淘

内
州
安

掛
町
四

郎

…

刑
制
京
一
一
一野
戦
江
怨

…
…
山
出
品
川
間
関
悌

一
一一議
悲
痛
の
慨
に
ひ
ど
き
な

一郎
を
か
のmu
p
rい
し
崎

一議
に
酔
へ
い
?
射
し

γつ
…

m

ら
§
・

仰
と
公
ム
前
々
し
き
で
あ
ら
引
・

一

本

郷
新
聞

a

砂

…

熊
本
縮
図

…

治

手

羽
海

腕
子

叩

…
;
EE
V
J
V
3
7
を

一容
の
槻
緊
急
の
限
え
く
る

…蹴
懸
島
て
ゐ
て
鰐
の
儲
か
な…パ
チ
シ
コ
の
慨
に
し
て
を
み
ぬ…

一十
智
鰍
衆
山
出
に
向
ひ
媛

→
つ

℃h
…

貌
岱

奥
村
快
水

…

mH
絵

祭

1
RM

一
-
g
減
千

m
a

犬
一

山

p
h
u時注
目
け
れ
?
→
尚

…蹴
戴
や
鮮
の榔肢
は
ま
の
あ
た
り一様
に
容
す
搬
や
欝

一
長
伊
藤
と
な
り?
?
m

m
4

河
川
は
い
・
吐
宮
泊

目
咽
一
均
一円滑
聞
い山川
川
川
均一

山
口

HH
問
見

相

一

政
京
鈴
木

白

舟

一

東
京
芝
怠
々

m

m
u
品
川
川
一れ
る
い
山
町
川
町
一

UU
M削
一一υ打
…仲
う
し
て
も
械
の
蜘
蹴
に
砂
た

ん
と
す

一働
問明
るL
蹴
を
配
る
勲
に
惜
し
め
り

…r
限
酔
の
榔作
って
航
し
秘
縦
一

川

る
・

解
開
捕
し
者
・
札
2
6

で
隊
内
容が
浪
乃

一

蹴
久
見

石
公
紺
山

S
一

大
飯
山
ハ

庖

竹
総

…

m阿
蘇
館
開
局
臥
吋
町

一
%
削
切
れ
れ
吋

3
じ
-

J
Z

一ス
パ
イク
の
腕
伊
く
露
や
憾
の
蹴

…礎
に
蹴
ひ
駒
山
砂
の
議
か
な…畿
に
蹴
を
矯
め
て
隊
郎
総
‘
…

V
E
量
-
-E
E
-
-z

z
E
=

・量

-
E
E

--E
忌
言
E
E

量

-E
r
-
ZE

E

-E

S
E
E
E
-

-
E
・R
・-
E
E-
-
E
E

E
F
--E
E

Z
E

R
-霊

・2
量
-E
2

5

草
壁
画一言一
・5
喜
-
-霊

童

品
目E
-E
E

S
E
喜

善

言

語
面
E
Z

u-
-E
E
E
S
E

E

--Z
E
E

-
s
u

• 
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解法

説語

戦:
陣:
に
臨
む
と
き

a・

杭
総
恥
膨
駁
鰍
へ
の
波
乱
虹

み
陛
ほ
'
"

“
b
ω

晶
司
ぽ
ゐ
事
，
、

H
E
a
'
h
.

‘
ろ
む

鳴
陀
の
が
い
願除機
の
幹
恐
を
宏
はA
Y、

仔
の
お
少
佐m
m制

ぜ
歩
、

h
pの
締約
中一的
を
慨
ば
A
Y、昨
一
船
総
級
生
燃

は
ざ
れ

ば
、

め
の
織
に
船
る
取
ら

4
1、
仰
向
山
川
は
関
川

m
mら
斜
搬

を
峨
へ
て
街
悼
す
。
れ

ιれ
材
開
附
の
r
u総
怒
り
。

時
み
や
い

へ

う
宜
ひ
と

e
h
ぢ
ゐ
陪
・
恥
い
な

弓
箭
の
ゆ
燃
に
生
れ
た
る人
、
た
と
ひ
山
本側
に
紋
ひ
が
を

幻
ふ
と
も
、

制
似
せ
ば
椛
艇
に
料
じ
舵
泌
に
ゆ
叫
ら
ん
と

2
ぽ

と
ゆ
め
ゆ
め
錠
ふ
べ
か
ら
やJ
e

ハ勅
修
制
岬
岨
岬
巻
二
十
六
〉

慌
時
対
鵬
脱
出
町
は

、

路
総
臨
七
艇
の
献
の
船
俄
燃
に
瞭
ず
る
勧
告

で
あ
っ
た
。
七
都
と
は
佐

一議
叩
掛
川
即
時
m
m叫
ん
熔
艇
峨
際
総

中

村

努キ

康

鵬
、務
、

総
艇
が
七
つ
で
あ
る
・

『
鍛
ゆる
脇
島
の誠、
船出く
湾?を
鰍
す
る
も
の
は
幅
七
艇
な
り
、

応
対
担も
腿し
」

之
一世
はれ
る
ぬ
の
賂
酔結締ひ
で
あ
っ
た
。

悦m
M刊
の
山
町
健

艇
は
佐
辺
郡
山
町
憾
同
情
ハ
併
の

規
制
崎
山
川

〉
に
山
町
ん
だ
mm

傑
露
の
脱
会
時
間
即る
と
す
る
も
の
で
、

山
口出品傑
祭
最
し
一
僚

は
、
m
m
m
問、
静
一
側
、
m
m一
牢
竹
川
町
帥
仰
や
惜
掛
川、
勝
一
昨
、

峨
崎
、
階

秒、
M
m
M
叩
欝
一
時
期
初
出
、
際
齢

、

野
一
秒
、
ね盤、
誠

一鵬、
勲
一
蹴
字
、

終
ぷ
秒
、
務
な
ど
す
の
で
あ
っ
て

、

俄
お
く
は
ない
が

揃
儲
獄
対
な
臨
舵
だ
っ
た
。

制
川
鰍
は
剛
山
艇
が
一
艇
が
加
川
島
の
側
ゆ
と

側
側
せ
ら
る
弘
前
臓
の
根

に
撚
し、偵
のm疑
問
附
の
一
夕
、

、

d
w
r

訟
に
争え
る
「
前
勝
一
伊

・芥

鵬
燦
」
の
郷
ゆ
で
あ
る
。

十
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「
か
鵬
邸
鯨
」
は
件
の
『
伊
亦
鵬
鵬

m
w」
の
宇
で
あ
ら
う
ど
『
船
齢

織
僻
阪
餓
」
に
卦
っ
て

m
Vる
が
、
七
都
総
酢
に
は
「
伊
狩
鵬
仰
向
静
岡
の

ぞ
か
駿
齢
、
出
漁
民

一店
の
勝
手、と
な
り
、
陵
町
内
二
純
八
郎
、
崎

町
鍛
偽
俄
般
に
隙

m
mす」
と
あ
る
.回閉
と
側
聞
と
の
橋
野
か
あ

る
か
ら

ハ
タ
キ
p
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、
縦
即
時
た
け
は
川
町
撚
る
ゃ
う
で
あ
る
。

示
話
』
に
は

『
m
m
m一一
議
八
郎
一
回
腰
鋭
機
船
を
対
縦
叡
隙
熊
ぴ
に
開
制
慌
の
部

m
mに
搬
へm
M偽
を
齢
制
す
.
ぉ
附

J
ハ
山
町
に
部
動
一
一

一静
の
鴎
敏
和

の
獄
告
を
内
務
し
て
峨
に
崎
っ
て
山
町
め
駅
付
り
。
備
の
搬
船
の
献

が
に
鯵
の
訟
げ
て
齢
ふ
べ
か
ら
ず
。
蹴
じ
手
府
十
酔
に
欝

叫
移
入
政
争
峨
・
を
助
て
搬
船
と
し
て
腕
献
す
る
の
時
間
じ
き
十

筑
間
叫
回
戦
を
艶
溜

ふ
て
お
を
除
め
ら
る

L
に
傑
て
鎖
鋤
蹴
舵
す
.

出
回
戦
一
一
一
首
州
議
船
主

ぬ
。
叫
拍
醗
四
鵬
勘
定
、
撃
が
鵬
器
、

佐
川
和
か
附
加
鯨
臥

]
W'骨
た
せ
ら
る
」
な
ど
川
町
て
骨
る
。

縦
断
跡
似
に
僻
る
と

『
偽
る
に
崎
町
の
銀
総
争
、
厳
併
の
お
ま
り
動
静
を
鋭
敏
し

h
r前

八
割
山
れ
や
の
融
鹿
を
搬
船
と
し
て
駅
慨
を
た
く

み
し
か
ば
、
跡
が
を

さ
し
却
し
て
市
町
め
ら
れ
し
階
、

M
W釦m
m附に
断
じ
て
、
制
純

一
一
議
十

一
郎
十
京
眠
、

か
の
搬
船
に
隊
ふ
に
、
ま
づ
ぷ
々
に
献
じ
て
斡
す

機一一隊

• 

に臨むと一一ー曹

ゃ
う

, 

融
和
純
ゲ
糊
山
々
な
り
と
も
戒
艇
を
鱗
ん
で
鍛
似
せ
ば
俄
鋭
腿
ひ

な
き
町
、
長
篠
宮
城
，
V
て
総
ぐ
畿
を
椛
ず
と
艇
も
、

そ
れ
は
織
の
艇
に
僻
し
て
の
ど
か
に
臨
縦
せ
ん
慌
の
艇
な
り
。

和
町
長の鶴
ひ
魁
皆
川
叫
に

ま
か
せ
ざ
れ
ば、
峨
聞
の
銀
織
を
抑
制
服

の
舗
に
制
併
に
僻
り
て

m
N併
八
虫
干
の
脆
へ
蹴
ひ

m
wべ
り
。
叫
町

鯨
恥
即
時
期
の
歎
に
鎚
れ
て
明
航
の
部
に
念
館
一

n

る
。
態
み
て
は
仇
(
僻

の
・
叢
る
子
、
結
き
て
は
や
般
の
議
長
さ
ん
が
備
に

艇
をm
fみ
を
桁
て
ば
、

問
制
川
山
脱
脂
に
し
て
、
脱
税
磁
酷
し
縦

し
。
ね
ザ
し
ぶ
明
日
叫
の
鰐
な
る
い
は
れ
を
政
ひ
、
山
間
銀
の
鵬
む
べ
き

郡
山vを
時
れ
ず
ぱ
、

か
へ
り
て
艇
の
践
に
ど

川
リペ』
に
せ
ら
れ
な

ん
。
邸
く
椴
織
の
h
vを
雌
め
て
縦
ち
に
府
側
の
山
慨
を

M
Mひっ
べ

し
。
偽
れ
も
T
a
h
w

て
倒
れ
を
勝
る
砕
し
と

一
昨ふ
こ
を
一
般
世
鰐
へ
が

た
し
。
回
目
鰍
の

h
r轄
を
も
愉
て
ず
、
俄
山
口
の
幣
掛
を
も
接
ぐ
る

抑
制
俄
ら
ぱ
即
い
ば
砕
い
一
訴
を

J
m
dん。
、p恥
し
け
れ
ば
、
山
以

店
仰
せ
ら
る
L
ゃ
う
」

と
あ
っ
て
蹴掠
の
滋
砕
が
綜
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
邸
付

一
一議
十
一
加
す
込
町
」
と
あ
り
、

『
A
w
d
Fには
「
邸
付
一
一
一
縦

十

周
十
五
郎
町
」
と
あ
り
、
献
の
『
七
航
駒
山
酢
』
に
は
「
勧
純
一
一
戦
入
肘
」

と
あ
る
の
で
、

件
除
に
も
綿
引
用
の
ぷ
に
邸
醤
ひ
が
あ
る
。

だ
が
秘
獲
に
は
伎
の
臨
そ
ん
な
悦
猷
は
ど
う
で
も

よ
い
艇
で
あ
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る
。
砂
だ
件
の
憤
慨
が
献
の
鮮

m
mと
そ
れ
に
蛇
す
る
出
向
仰
向
山

m
M川
の
お

搬
し
の
知
県
が
仰
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

情
勝一亦
鵬
と
し
て
は
倣
僻
と
一
世
ふ
も
の
と
蹴
鰐
と
の
糠

m
wが膨
れ

ず
『
蹴
鰐
は
賦
醐
献
で
あ
る
』
と
恥
て
静
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

政
に「
蹴
鰐
は
川
内
を
艇
す
の
が
叫
則
的
時
た
か
ら
」
と
皆
ふ
常
舶
に

し
か

勝
て
静
な
か

.

っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
脱
ふ
。

総
し
織
しも『
般
戦
の
間
服
は
店
を
糠
す
に
お
る
」
の
で
あ
ら
う

か
。
除
の
峨
附
の
純
ひ
の
砂
部
に
施
て
判
例
へ
る
と
、
「
制
副
総
」
と
一
昨

ふ
も
の
は
「
m
m鰍
』
の
動
燃
で
あ
っ
た
。
暁
ち
ん

r
w府
民
畿
に
偲
へ
て

静
た
酌
が
滋
が
、
叫
均仙
川
の
雌
動
に
俄
っ
て
燃
に
脱
殺
し
肌
副
総
臨
ち
川
町

酌
が
と
し
て
応
部
鶴
を
し
て
勝
る

檎
で
、
そ
れ
がW
ゃ
な
ら
姑
燃
し

て
静
蹴
の
砂
酌
が
に
な
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
加
の
執
必
を
織
し
制
作

め
る
よ
り
摘
に
持
殿
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
殿
、
制
時
慨
を

動
ぎ
て
撒
酸
の
皆
川

vヴ
v
m
q
も
お
に
獄
加
し
て
船
却
を
駒
市
し
て
貯
た
と

こ
ろ
へ
、
即
俗
的
問
に
も
跡
が
競
艇
の
知
蹴
が
蹴
鵬
し
て
、
科
婦
の
蹴

船
酔
縦
で
あ
る
必
殺
に
配
す
る
「
刊
以
山
政
』
の
待
針
か
館
院
に
な

り
、
ゆ
郊
の
新
阪
が
郡
川
に
獄
却
を

砂
て
、
一
秒
の
鰍
臨
時
郎
総
に
仰
向

は
な
く
な
っ
た
椴
ゆ
る
跡
駒
即
慨
が
貯
た
織
で
あ
る
か
ら
、
崎
町
に

除
け
る
般
織
と
艶
靴

、と
の
峨
に
も
か
の
艇
臨
時
を
野
け
て
協
に
献
部
鵬

艇
と
な
り
、
仰
仰
い
て
賦
斡
に
ま
で
膨
蹴
し
て
~
か
っ
た
の
で
ら
っ
た
。

• 

• 

「
腕m
w
m
蜘
裁
紗
」
の
九
に
は

「
飢
副
総
と
特
す
は

m
m般
のm
vし
出
ひ
け
る
蹴
都
の
獄
伽
に
山
町
り
た

る
や
、
部
し
は
、
料
開
館
脇
な
ど
に
て
静
り
け
る

が
、
鋭
鵬
蹴
隠

の
ルr
v
-
殿
織
鱗
磁
の
俳
h
v峨
の
時
よ
り
一
一
一
様
に
縦
離
し
て
「
官
銚

」

と
概
し
て
併
に
考
寄
り
し
揺
が
り
。
滋
続

出
刃と
て
崎
町
の

山
肌
に
掠
り
儲

m
m、
伊
仙
認
め
は
た
り
、
航
船
げ
愉

Pげ
ル
り
縦
し

て
鍛
術M
M
m
r

伊
け
な
ん
ど
し
て
、
助
て

の
般
に
跡
併
に
彫
り
、
対

織
を
も
艇
と
も
せ
ず
、
伽

劫
の
併
に
前
き
、
か
ず
3
に
的
引
の
部

般
に
す
臥Wち
て
い
と
ど
訟
の
鍛
李
鵬
き
け
る
」

と
骨
っ
て
静
る
が
、
こ
れ
だ
け
の

箆
勲
で
も
鶴
即
時
か
伊
く
や
う
に
、

鈴
郡
山
間
な
弘
知
機
で
慨
に
俄
へ
る
と

か
、

都
し
く
は
艇
部
の
駅
限
や
齢

俄
を
す
る
の
で
は
な
く
、
叫
ザ
だ
部
隊
の
鰍
併
と
か
倣
り
と
か
効
酔
と

か
し
て
静
た
の
に
砂
ぎ
な
い
の
に
、
問
切
に

m
っ
て
静
貯
を
蹴
m
mした

り
「
蹴
智
」
と
卦
ふ
撒
砂
を
縦
ば
ど
に
し
た
り
仰

向山
間
白
川
な
艇を
し
­

て
酷
慨
す
る
織
の
郡
勝
乞
読
の
仲
に
僻
っ
て
苧
が
る
ば
か
り
で

一

な
く
、
織
政
の
僻
併
に
も
倣
は
ず
、

称
川勝
勝乎
な
総
郷
を
な
し
慌
に

一

冊
劫
に
殴
織
を
し
即
け
て
酢
た

の
で
、

仰
向掛
聡
札
宮
駅
脱
却
'
る
骨
め
に

一

戦
併
に
僻
っ
て
眺
献
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

持
制
殿
を
開
館
す
れ
ば
一

紛
へ
て
そ
の
M
滋
を
献
ゲ
に
僻
っ
て
艶
す
必
勝
も
な
い
の
で
あ
る

。

一

『
雌
繁
』
と
し
て
の
貯
の
袋
は
艇
を
口
ぼ
す
こ
と
に
あ
っ
て
」

• 

、
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も
、
滋
蹴
鰐
の
対
間
的
拘
は
政
側
跡
を
俄
す
も
の
で
し
か
な
い
の
だ
か
ら

蹴
斜
揚
も
の
を
判
別
仰
と
し
て
の
抑
制
刈
却
を
貯
て
鰐
般

と
す
る
酔
蹴

は
な
い
部
で
ら
お
。
と
こ
ろ
が
獄
鱗
は
縦
慌
で
も
腕
識
論
殺
に
あ

っ
た
か
ら
、
蹴
と
卦
ふ
こ
と
も
獄
鯨
-
の
「
・
和
総
山
部
蹴
」
は

「
齢
制
仰

の
斜
が
勝
る
こ
と
は
純
で
あ
る
」
と

し
て
強
制
加
を
続
き
な
い
の
を
路

蹴
の
川
刊
は
と
し
て
の
み
抑
制
へ
て
酌
た
の
で

、

山
川
を
秘
す
こ
と
は
雄
知

、

な
鰍
で
あ
り
し
姥
て
伽
仲
に
殿
町
制
と
は
一
世
へ
敏
郎
阪
に
は
「
店
を
鶴

す
」
織
の
双
，

r
鈴
り
蹴
す
な
ん
て
JL
r
rい
こ
と
で
は
な
い
か
と
税

へ
ざ
る
を
体
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

燃
し
掠
れ
だ
と
館
開
「
膨
鰍
執
」
と

一昨
ふr
い
い
を
貯
け
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
し
、
憾
。
て
擦
も
幽
寵
さ
れ
て
し
ま
ふ
で

あ
ら
う
か
ら
、

さ
し
づ
め
裁
手
を
m
w鵬
に
泌
は
せ
な
く
て
は
な
ら
ぬ

備
で
、
都
砂
の
β
に
も
郎
総
の
ぷ
に
も
俄
部
り
が
蝕
じ
て
勲
る
。
邸

ち
「
儲
協
」
と
「
倣
僻
」
と
が
跡
ひ
潜
っ
て
『
仲
う
や
る
の
が
よ
い

の
か
」
滋
は
ざ
る
を
保
な
か
っ
た
の
も
駒
山
配
は
な
い
の
で
あ
る
。

惜
働
問
か
献
に
は
が
か
鵬

・併
狩
鵬
と
一骨
ふ
邸
七
十
が
あ
っ
た
ら

し
い

こ
と
は
時
総
に
持
や
か
貯
え
て
勝
る
の
で
鰍
る
の
で
あ
る
。
捻
悦

郎
総
機
織
の
酌
が
の
伊
に
燃
て
も

、

部
し
酌
仰
が
や
般
の

m
fを勝
れ

ば
、

融
掛
川
町
に
悦
僻
の
殺
は
機
的
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と

一昨
っ
て

「
紙
滋
の
獄
僻
』
ザ
織
に
は
総
陳
さ
う

し
た
mm砂
と
か
腕m側、
とか
は

験一一f'>鋹l に臨むとー- . 、

. 

• 

材
開
献
で
し
か
な
い
や
う
に
も
闘
い
は
れ
る

。

酔
抑
制
に
骨
く

m
vきか
。
取
酷
に
徽
ふ
べ
き
か

。
な
ま
じ
税
制
的
を
き

き
か
怒
っ
た
郊
に
慨
み
は
却
さ
か
っ
た
に
際
陸
な
い
。

総
し
出
燃
峰
山
川
の
鰍
訴
は
踏
め
て
僻
純
で
あ
り
服
縦
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
一
概
の
町
町
一
献
を
裁
判
に
保
苅
せ
し
め
な
い
躍
に

、

山臨
時
制
脱
税
の
併
に
ス
ポ

y
と
蜘
け
川
町
て
、
総
は
ず慨
吃
路
き
し
め
る

や
う
な
獄
敵
な
艇
じ
を
さ
へ
賊
へ
て
酌
る
の
で
あ
る
。

必
慨
の
鵠
湖
町
。

働
併
の
ん
F例
。

，

瞬
間
制
の
h
w脚
。

除
雌
の
山
崎
静
。'

似
紛
の
鴨
川
m
e

き
う
酌
っ
た
峨
慨
は
潜
慨
す
れ
ば
慨
猷
じ
は
な
ら
な
い
三
件
だ
『
鋭

似
」
と一昨
ふ
対
き
な
淑
に
配
っ
て
一
慨
が
伽
脇
町
附
さ
れ
る
と
卦
ル
仲
除

も
な
が
ら
の
御
議
船
で
は
申
め
る
が
、
砂
艇
を

h
r
き
に
し
て
、

「
か
れ域
同
酬
の
や
酔
鈴
な
り
」

と
一
甘
は
れ
た
-
震
は
鰐
に
千
銃
の
政

み
が
あ
る
か
と
脱
ふ

。

匙
れ
か
ら
般
紙
に
伊
く
必
で
あ
る
。

そ
し
て
聡
婚
を
股
除
し
て
勝
る
店
で
あ
る
。

蹴
鰐に
m
wい
て
の
砂
献
だ
と
か
、
山
梢
儲
蹴
に
総
て
の
酪

し
い
鰍
織

-・
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ど
ん
為
ら

機

リ
に
現

t

れ
た
紳

特
川
町
H

梢
邸
離
日
蹴

伐ゼ
ヲ

p
h
y
'
bど
ん

h
w鋭、
か
佳
子
訓

現
は
被
告
の
霊

法ミ串
み
だ
ぷ

n
d

l申
立
川
畑
門

揃
陀
仰

の
「
加
か
あ
る

の
帽
概
念

E
n

よ
か
包

罰

『H

代
荷
E

hu

磁
の
鵠
でる

つ

行
と

を
叫
叫

ζ
・
ζ

き
う
し
た
峨
臨
も
勝
り
が
げ
て
搬
せ
ば
搬
せ
ら

れ
な
い
蹴

も
な
い
が
、

そ
ん
な
こ
と
を
百
磁
砂
野
な
ら
べ
る
よ
り
も

「
た
と
ひ
純
慨
に
臨
ん
で
臓
は
店
を
獄
し
臓
は
野
が
俄
を
鍛
ふ
と

も
、

制
備
だ
に
あ
ら
ば
-
蹴
の
峨
般
は
対
隣
の
献
の
錦
仰
の
雌
き

も
の
で
峨
僻
に
は
な
ら
な
い
。
かれ
誠
艇
対
麟
位
協
対
の
や
忠
勝
で

だ
と

か
、

あ
る
」

と
一
対
っ
た
の
で

、

さ
す
が
に
お
勝
郎
織
を

し
て
滋
似
し
て
舵
ひ
勝
き

蛾
此
し
て
峨
貯
ま
で

し
た
躍
の
慨
き
を
さ
せ
た
の
で
あ
る

。

即
吟
し
て
か
麟
邸
縦
は
紙
隊
の
町
内
側
肌
舟
し
た
の
で
あ
っ
た
。

九
紙
慨
に
は

『山m
M川
の
縦
動
砕
b
z縦
ふ
て
鰍
の
刊
に
か
け

、

や
が
て
それ
よ
り

八
卦
や
の
脆
へ
慨
ひ
け
る
に
、
倣
町
制
は
刺
搬
な
れ
ば
織
苧
は
配
蹴

に
よ
せ
け
る
に
『
入
設
や
紙
一
部
の
刊
品
物
は
勝
山
昨
日

r蹴
の
掛
川
世
箭
な

り
。

誠
一
ひ
に
蹴
醗
郊
に
隊
へ
り
。
俄
践
の
慨
を
倖
た
る
も
の
か
。

服
部
知
て
縦
ふ
な
」
主
栴
献
し
て
俄
を
紗
て

L
聡
ひ
け
る
と
こ
ろ

に
換

問
出
勤
の
特
に
一
間
町
村
よ
り
十
人
刈
砂
で
た
り
け
る
酌
輪

、

み

な
宇
陀
あ
り
け
る
艇
の
税
な
り
け
る
が
「
協
同
僻
か
鵬
と
一
昨
ふ
時
間

の
諜
の
除
勧
の
蹴
ふ
な
る
に

、

隊
じ
く
は
潟
伐
を
蹴
に
う
け
て
敵

m
m総
く
も
脳
峨
践
は
す
べ

し
』
と
拠
阪し
け
る
が、

殺
だ
悦
仰
を

b
h
w
ら
ざ
る
閥
、

m
y知
ら
せ
て
紳
ら
ん
と
の
誠
ぷ
て
『
臓

を
邸

は
ん
艇
はh
f勲
り
て
艇
め
」
と
一
昨

ひ
て
、

十
八
店
の
税
制
均
し
こ
ろ

を
的
べ
て
い
V舟
瓜
よ
り
猷
み
酌
で
け
る

に
、
畑
町
伽
仰
は
柿
し
も
ね
戸
内

向
滋
く
取
め
砕
せ
た
り
け
る
が

、

郎
幹りも
駅
ず
「
酌
蹴
磁
の
儲
店

協
同
開
ホ
鵬
M
W織と
い
ふ
踏
仰
の
識
の
山
町
都
な

り
。
宇
に
か
け
て
伊

を
あ
げ
よ
」
と
伊
す
け
れ
ば、
十
八
M仙
の
護
、
的
野
節
し

た
る
戦・な
九
は、
伐を
隊
じ
く
し
て
隙
ひ
け
る
に

、

十
二
必
は
悦

隙
か
宇にか
L
-り
て
隊札
ぬ
。
悦
慨
は
酸
り
六
一
地
の
宇
に
か

L
り

て
け
る
が
、

総
一
ヂ
を
お
ひ
け
る
凶
山

1
hr
mは
付
ば
よ
り
町
号
炉

れ

た
り
。
併はか
く
と
殿
、
ぇ
け
れ
ば

、

ゐr
mを
蜘
町
て
叫竹
が
』
ぬ
UF・
て

た
紙
、

伊
儲
せ一
叫
に
砂
川
町
を
鋭
じ
隙
臨
部
倣

V
て
磁
の
織
に
俄
を

ま
か
せ
け
る
に
、
併
説
た
な
び
き
箭
鍛
階
、
ぇ
け
れ
ば

、
議
践
のほあ

や
し
ま
ず
と
卦
ふ
脱
な

し
。
山m
M川
は
総
に
概
観
し
て
お
は

し
け
る

に
蹴
邸
に
蹴
っ
て
静
寂
の
除
、
ぇ
け
れ
ば
「
似
般
市
苧
」
そ
あ
や
し
け

れ
。
一
徳
惜
隙
か
獲しつ
る
と
髄
ゆ
る
」
と
ぞ

僻
せ
ら
れ
け

る
。
慨
に
僻
め
お
く
招
干
の
税
へ
版
刷
を
伊
げ
総
し
け
る
に

、

臨

紛
の
ぞ
掠
の
磁
に
俄
山
町

し
た
る
蹴
を
精
し
け
れ
ば
、
鍛き
て
慨

を
の
ぼ
せ
け
る
に
、
持
よ
り
玲
り
け
る
慨
に
伊
き
あ
ひ
て

、

腕
織

に
て
の
館
山
闘
の
郁
熔
勝
争

に
て
の
鶴
の
齢
、
蔀
ひ
に
や
忠
勝
・
な

り
し
聡
一
-L
E蹴
じ
け
り
。
材

一臓
の
武
齢、と
骨
ひ
特
-
b、

品
目
…
蹴
の
搬

に
酷
瑞
を
蹴
じ
蹴
械
の
俄
山
田
，
を
接
げ
る
紙

、

慨
に
和
惜の和
問
問
な• 
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構f
u
H叫
ル
郎
棋
に
磁

坊
-
ぬ
灼
い
て
初
っ
悦

骨
骨
の
議
が
激
の
方

へ
飛
ん
で
行
っ
て

胃
借
ひ
と
唱
吾

多
〈
の
人
を
殺
ナ

と
宇
中
問
削
慌
の

W

・3

・
h
齢別

拠
な
お
い
伐
を

脇
町
伏
の
怨
織
に

腕
へ
て
.
純
慣
が

蹴
減
し
た
と
l
t
w

あ
る
か
ら
、

j
v越

山
?
?
事
に

岡m
ひ
た
の
で
あ

る
。

じ軍事:~ 11'~区4云.'rJl~
事院蹴ザひ蹴
11 ~の P 、 H

11ド lUJ・七七 中君
事~; I1Ilt~ 日か有う
にと日宛?と
悶控ナをにも

り
し
か
ば
、
緊六店
の
吟
品川
町
な
れ
ば
採
は
抵
僚
の
併

な
が
ら
飽
く
将

一艇
を
倣
じ
て
必
艇
の
搬
に
俄
鈍
を
接
げ
ぬ
る
ぞ
.

伽
仇
げ
な
る
灘
惨
な
れ
ば
舵

M
Z紳
り
純
を
貯
め
切
ら
舷
僚
の
併
に
も

取
ば
ざ
る
ら
ん
」
と
蹴
砂
を
な
し
日
怖
を
挺
し
て

、

h
zつ
は
悦
隙
の

倖
加
を
も
税
ひ
腔
つ
は
鰐
織
航

m
wの
織
に
と
て
諸
問
切
ヘ
隊
ら
ず
、

や
が
て
そ
れ
よ
り
砂
で
撒
阪
を
偽
情
し
て
紙
僻
獄
散
に
泌
が
』
避
び

け
る
が
、

酌
舵
臨を
溢
り
け
る
階

、

鵡
慨
に
て
併
抑
制
を
盟
み
け
る

に

「
館
跡
は
M
U砕を
も
のと
蹴
ふ
脱
あ
り
」
と
一
昨
ひ
て
四
一
酪
の
隊

へ
も
ル
れ
ざ
り
け
れ
ば
、
期
融
宏
伸
ふ
に
吋
訟
は
峨
内
の
部
総
の

織
に
制
を
鍛へる
悦郎
か
猷
…
腕
・
な
り
。
出
伽
に
俄
を
鴫
は
れ
た
る

闘
に
務
庁
み
なうと
ま
し
今
、
制
」

と
犠
へ
け
れ
ば
み
や
こ
そ

潟
刈
宏
一
拘
ひ
し
舵
な
れ
。
搬
船
-
郷
の
簡
の
除
勧
十
入
山
川
俄
り
し

に
土

及
は
慢
憾
に
う
た
れ
き
。
情
附
を
ぱ
酸
り
占
ハ
…
川
の
苧
に
か

け
し
に
紛
ち
に
九

m
m
m
を
織
は
し
蹴
献
に
俄
山
町
を
昏
げ
ら
れ
し

を
島

て
鰐
似
せ
り
。
か

L
る
俄
袋
店
を
苧
に
か
け
つ
る
を
齢
制
眠
の
鍛
と

し
て
佐
山
間
を
臓

か
矢
野
た
か
の
悦
即
か
酔
艇
を
も
鴨

川v
誠
一。
ら

ん
が
織
に
ム
ハ
刈
射
に
踏
叫
し
て
働
併
し
俄
り
け
る
』
蹴
を
特
し
け

る
階
『
孝
弘
材
料
一

v
r
rな
り
げ
り
』
と
て
聡
鮮
に
滋
づ
き
け

る
を
な
つ
か
し
合
戦
に
勧
び
て

、

村
山
肌
の
川
、
鶴
め
山
町
ぎ
て
鵬
一
時

に
判
的
山
知

M
Zぞ
獄
み
け
る
」

と
一
昨
っ
て
静
る
が
、
叫
町
村
で
「

m
m
M
叫
が
お
昨
な
仙
慨
を
ゆ
て
静
る
の

に
・
肋
併
滋
帥
紛
が
い
の
や
ぺ
』
ん
の
に
倣
微
な
を
お
肌
仰
を
し
て
酢
た
」
腕
に

鮮
が
伊
い
て
、
崎
め

て
峨を
陥
って
働
市
に仰た
と一
昨ふ
一
郎
は
、

帥
h
w僻
腕
に
慨
す
る
磁
h
w鱗
秘
か
ら
の
町
制
限
附
-
鶴

、ι一
昨
ふ
と
こ
ろ ー

で
あ
ら
う
。

脂
綿
は
-
醍
に
聡
鰐

μ
u
pと徹
俄
品
川
町
ぽ
と
の
慨
が
均
に
蹴
し
て

、

服
部
鍛
や
一
般
勲
秘
の
炉
肢
を
、
機
材
動
で
は
砂
邸
を

m
wきに
し
て

栴
てm
rに
限
慨
す
る
時
、
と
も
す
れ
ば
制
勝
に
な
ら
う
と
す
る
蜘
鳩

を

-
m加
し
、
脚
仇
ろ制
叫
ん
で
蹴
燃
と
し

て
税
制叫し
川
町
る
獄
鮮
を
賊
へ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
深
ひ
僻
の
}
概
に
燃
て
鰍
燃
や
仰
向
鞍
に
配
す
る

位
協
な
知
娘
、
と
談

仰
の
似m
mと
が
燃
し
て
附
耐
と

せ
ら
る
ベ
キL

の
で
な
く
、
税
ろ
伶
備
に
総
て
そ
れ
ら
を
節
鱒
し
て
川
叫
ん
で
船
へ
ら

れ
た
跡
併
に}砂
恕
蹴
す
べ
き
こ
し
を
栴
和
し
て
静
る
の
で
あ
る
・

こ
の
一
蹴
を
節
鰭
し
て
鮮
か
も
酷
醍
の
伽
慌
に
都
魅
し
て
仲
け
る

俄
伊
」
そ
、

溜
鍛
助
成
で
あ
り
都
世
凶

W
Aで
あ
っ
て、
そ
れ
は
ひ
と

り
蹴
慌
の
砂
部
の
み
に
は
般
ら
な
い
の
で
あ
る
。

併
服
部
制
献
を
併
跡
す
る
蹄
で
な
く
、
砂
町
耐
を
併
協
附
す
る
駒
で
も
な

い
・
抑
制
縦
一
践
で
な
り
副
官
邸
叫
助
成

で
あ
る
枇m
m…印
紙
船
」
の
ぷ
に

、

付
制
鍛
や
付
砂
町
耐
を
伸
し
梼
ば
せ
て
、
川
明
て
叫

M
m般
叫
川
町
智
縦
に

m川
副
叫

せ
し
め
て
~
伊
〈
も
の
で
あ
る
艇
を
静
臨
即
し
て
酌
る
も
の
で
あ
る
・

一
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h
L
τ
F
E

，
，
，
、b
，

.
干
，
、

A
h
‘

問
。
初
会
で
す
.
陽
光
が
桂
昌
荷
渇
か
さ

町
と即
時Uさ
止
を
鱒
へ
て
野
れ
る
射
で

}
す
・
郁
献
の
が
刊
を
卸
聞
い
て
帰
る
対
献
が

戸
鉱
山
町
配
に
も
こ
の

J
mか
さ
と
継
し

四
き
を
蛾
へ
る
た
め
に
、
制
約
似
を
卸
聞
い
て

』
舵
リ
つhあ
る
叫
吋
僚
で
も
あ
り
ま
す
­

M
.険
賊
の
鰍
鰍
叫
M
W
H
を
m
Aけ
砂
っ、
前

戸
械
の
鮒
智
ω
録
制
の
一
的
制
対
な
る

闘
将
‘
ペ
&
・

帽
を
思
ふ
可
き
秋
で
す
。

』
A
Vで
、
訟
の
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